


生
活
工
房
の
事
業

O
u

r P
rogram

O
u

r P
rogram

「
展
覧
会
」「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」「
セ
ミ
ナ
ー
」「
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と
市
民
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動
」

の
4
つ
の
事
業
を
主
と
し
て
生
活
工
房
は
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
︒

Lifestyle D
esign C

enter prim
arily supports the four 

program
s of exhibitions, w

orkshops, sem
inars, and 

local and regional activities.
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In an age overflowing with things and information. Lifestyle Design 
Center illuminates the intangible as well as the tangible, paying 
attention to small stories. Through the experience of seeing, 
touching, and sensing, we ask: what is true abundance, what is 
culture? We value the creation of a space for dialogue, to touch on 
the roots of life and ask each other why.

物や情報が溢れる時代。生活工房は「モノ」だけでなく「コト」
に光をあて、小さな物語に耳を傾けます。観たり、触ったり、感
じたりする体験を通して、本当の豊かさや、大切にしたい文化
をともに考える場をつくります。暮らしの根っこに触れること、
なぜだろうと考えること、対話することを大切にしています。

The crossroad of 
life and design.

暮らし×デザインの

交流拠点

地域とつながる
Connecting with the RegionConnecting with the Region

地域の活動と交流を支援し、多様
な価値観や共感の輪を広げ、ネッ
トワークを構築し豊かな地域づく
りのお手伝いをしています。

We assist with region-building 
by supporting area and regional 
activities and exchange, 
widening the circle of various 
values and sympathies, and 
creating vibrant networks.

地域と市民活動│Local Community

多彩なモノづくりを楽しむ
The Joy of The Joy of Making ThingsMaking Things

参加者が手や体を動かしながら「考
え」「つくる」ワークショップでは、子
どもから大人までが楽しめる多彩な
プログラムを実施しています。

A variety of programs are held 
where participants of all ages 
can move their hands and 
bodies as they enjoy “think” 
and “make” workshops.

ワークショップ│Workshop

社会を知る、学びを楽しむ
Understanding Society, Enjoying LearningUnderstanding Society, Enjoying Learning

専門家やクリエイターを招き、暮らし
や文化に関する生きた言葉に触れる
さまざまな講演やトークイベントを実
施しています。

Experience living words on life 
and culture in various lectures 
and talk events given by 
specialists and creators.

セミナー│Seminar

新たな発見が暮らしを彩る
New Discoveries Embellish Daily LifeNew Discoveries Embellish Daily Life

生活工房ギャラリーやワークショップ
ルームでは、デザインやクラフト、異
文化など多角的なテーマで展示を実
施しています。

Exhibitions on diversified 
themes such as design, crafts, 
and foreign cultures are held in 
the Seikatsu-Kobo Gallery and 
the Workshop Rooms.

展覧会│Exhibition



202
5

202
6

春春夏夏秋秋冬冬通
年
通
年

1
月
21
日
〜
4
月
20
日

P
A

R
T

 O
F

 T
H

E
 A

N
IM

A
L

　

動
物
と
人
間
の
あ
い
だ

動
物
と
人
間
の
あ
い
だ

Exhibition

ヘ
ア
カ
ラ
ー
展　

な
ぜ
染
め
る
、
な
ぜ
染
ま
る
。

な
ぜ
染
め
る
、
な
ぜ
染
ま
る
。

4
月
29
日
〜
8
月
11
日

Exhibition

共
催
事
業

共
催
事
業

遊
べ
！
大
人
た
ち　

 ﹁
冒
険
遊
び
場
﹂﹁
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ヘアカラー展

1 明治期、発売開始当時の酸化染毛剤
2 明治期、発売開始当時の酸化染毛剤
3 クリーム、ムース、スプレータイプ等、
 現在の商品は形態もさまざま
4 会場風景
5 4つの染毛の仕組みを模型で解説
6 伊熊奈美氏によるトーク※

7 人工毛を染色してストラップを作った※

 ─
 撮影：高見知香（※の写真を除く）

なりたい髪色になる
ヘアカラーとのつきあい方
開催日時 7月6日（日）14:00～15:00
会場 ワークショップルームAB
講師 伊熊奈美（美容ジャーナリスト／
 毛髪診断士 指導講師）
参加人数 41名
参加費 1,000円

親子向けワークショップ
ヘアカラーでストラップをつくろう

開催日時 7月20日（日）
 ①11:00～12:30　
 ②15:00～16:30
会場 ワークショップルームA
講師 梶原秀一（ホーユーヘアカラー
 ミュージアム館長）
参加人数 31名
参加費 500円

ヘアカラー展
～なぜ染める、なぜ染まる。～
開催日時 4月28日(月)～8月31日(日)
会場　 ホーユーヘアカラーミュージアム

（愛知県名古屋市）

関
連
企
画

なぜ染める、なぜ染まる。

開催日時 2025年4月29日（火・祝）～8月11日（月・祝）
　 9:00～21:00（祝・休日を除く月曜休み）
会場 生活工房ギャラリー
来場人数 37,737名
協力 日本ヘアカラー工業会
特別協力 ホーユーヘアカラーミュージアム
広報物デザイン・会場グラフィック　松田洋和
イラスト ridawo

1

3

4

7

5
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60代の声
日常的でありながら
よく知らない事象を歴史的に
検証するのは面白い。

「どう染めるか」は、「どうし
て

染
ま
る
か
」
で
決
ま
る

　「
人
は
な
ぜ
髪
を
染
め
る
の
か
、
髪
は
ど
う
し

て
染
ま
る
の
か
」
と
い
う
素
朴
な
疑
問
を
き
っ
か

け
に
、
髪
染
め
の
歴
史
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

考
察
し
た
展
覧
会
。

　
白
髪
を
隠
す
目
的
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を

駆
使
し
た
髪
色
と
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
、
個
性
や

自
分
ら
し
さ
を
表
現
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

へ
と
変
容
し
、
今
や
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
自
己

表
現
や
日
常
に
お
け
る
変
化
を
楽
し
む
重
要
な
要

素
に
な
っ
て
い
る
。

　
多
彩
な
表
現
が
可
能
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
染

毛
剤
開
発
の
歴
史
が
あ
っ
た
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、

染
髪
の
基
本
と
な
る
化
学
原
理
は
、
染
毛
剤
が
誕

生
し
た
時
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
こ

の
原
理
を
活
か
し
な
が
ら
、
い
か
に
髪
を
傷
め
ず
、

身
体
に
影
響
な
く
安
全
に
、
か
つ
簡
便
に
美
し
く

染
髪
で
き
る
か
の
試
行
錯
誤
が
染
毛
剤
開
発
史
の

核
心
。
真
っ
黒
に
染
め
る
の
み
の
白
髪
染
め
、
茶

髪
に
す
る
だ
け
の
脱
色
か
ら
、
色
数
が
増
え
、
部

分
染
め
が
可
能
に
な
る
な
ど
、
染
毛
剤
と
施
術
の

進
化
に
よ
っ
て
時
代
の
ト
レ
ン
ド
も
変
化
し
、
髪

質
や
目
的
に
合
わ
せ
た
選
択
が
で
き
る
現
在
の
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
に
至
る
ま
で
、
ヘ
ア
カ
ラ
ー
文
化
は

染
毛
剤
の
進
化
と
両
輪
で
歩
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
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展
覧

会
Exhibition

展
覧

会
Exhibition
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子どもの時代

1 時代を映す双六25点を展示
2 子どもの兵隊の陶器人形
3 「銃後」として女性や子どもも戦争に扇動された
4 戦後、和製のヒーロー・ヒロインが大人気になった
5 展示物の双六にちなんだサイコロづくりワークショップ ※

6 春日明夫氏による講演会※

7 菊池好江氏による紙芝居『平和のちかい』の上演※

 ─
 撮影：高見知香（※の写真を除く）

セミナー「昭和の子どもの暮らしと文化
〈デザイン・美術・教育の視座から〉」
開催日時 11月2日（日）14:00～15:30
会場 ワークショップルームA
講師 春日明夫（芸術学博士／東京造形大学名誉教授）
参加人数 23名 参加費　500円

すごろくあそびば

開催日時 11月2日（日)、3日（月・祝）11:00～17:00頃
会場 ワークショップルームB
参加人数 45名 参加費　無料 

アートなサイコロをつくって、昭和のすごろくであそぼう！
開催日時 11月3日（月・祝）
 ①13:00～14:30　②15:30～17:00
会場 ワークショップルームA
参加人数 15名 参加費　500円

関
連
企
画

─戦前・戦中・戦後 子どもをめぐる昭和の暮らしと文化展

戦後80年企画・春日明夫コレクション
開催日時 2025年8月19日（火）～12月28日（日）
 9:00～21:00（祝・休日を除く月曜、11月9日休み）
会場 生活工房ギャラリー
来場人数 42,586名
協力 春日明夫、
 せたがや未来の平和館（世田谷区立平和資料館)、
 昭和のくらし博物館、造形教育センター
広報物デザイン・会場グラフィック　Knot for, Inc.

1

2

4

56
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60代の声
生活者の目線で
大切なことを伝えている。

昭
和
と
い
う

時
代
を生

きぬいた、かつての子どもた
ち

展
覧

会
Exhibition

展
覧

会
Exhibition

　
終
戦
80
年
、
世
田
谷
区
平
和
都
市
宣
言
か
ら
40

周
年
を
迎
え
る
2
0
2
5
年
に
「
子
ど
も
の
暮

ら
し
」
と
「
平
和
」
に
つ
い
て
考
え
る
展
覧
会
を

開
催
し
た
。

　
本
展
監
修
の
春
日
明
夫
氏
は
、
日
本
に
お
け
る

造
形
美
術
教
育
、
キ
ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン
研
究
の
第
一

人
者
で
あ
り
、
教
材
と
し
て
世
界
中
の
玩
具
や
関

連
資
料
を
収
集
し
、
子
ど
も
た
ち
の
暮
ら
し
と
社

会
動
向
の
検
証
を
行
う
こ
と
を
重
要
な
研
究
テ
ー

マ
と
し
て
き
た
。

　
会
場
に
は
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
戦
前
、
戦
中
、

戦
後
、
高
度
経
済
成
長
期
に
渡
る
、
子
ど
も
の
玩

具
や
雑
誌
、
双
六
や
教
材
な
ど
約
4
5
0
点
を

展
示
。
そ
の
中
で
も
、
子
ど
も
文
化
が
萌
芽
を
迎

え
た
大
正
時
代
の
後
、
戦
前
・
戦
中
に
か
け
て
の

資
料
に
は
、
徐
々
に
子
ど
も
の
暮
ら
し
・
遊
び
の

中
に
も
「
戦
争
」
が
浸
透
し
て
い
っ
た
様
が
、
ま

ざ
ま
ざ
と
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
戦
時
下
の

向
井
潤
吉
の
戦
争
画
を
表
紙
に
し
た
雑
誌
、
戦
後

の
佐
藤
忠
良
の
平
和
紙
芝
居
な
ど
、
世
田
谷
ゆ
か

り
の
画
家
の
貴
重
な
資
料
も
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら

の
実
物
資
料
は
、
戦
時
下
に
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン

の
力
が
戦
意
高
揚
に
利
用
さ
れ
た
事
実
や
、
当
時

の
作
家
た
ち
が
制
約
の
中
で
ぎ
り
ぎ
り
の
工
夫
を

し
な
が
ら
表
現
し
た
苦
悩
を
、
私
た
ち
に
伝
え
て

く
れ
た
。
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三軒茶屋の過
去・現

在・未来

三軒茶屋
大三角地帯展

酒場の話を聞く │
 酒場にまつわるトーク
開催日時 1月25日（日）
 17:00～19:00
会場 生活工房
 ワークショップルームB
講師 パリッコ（酒場ライター）
 塩見なゆ（酒場案内人）
参加人数 51名
参加費 1,000円

自分史をひもとく│
年表＋事典ワークショップ
開催日時 1月31日（土）
 13:00～15:00
会場 生活工房ギャラリー
講師 パンス（年表作成者／ライ

ター）

参加人数 11名
参加費 無料

三角地帯のルーツを知る│
闇市にまつわるトーク
開催日時 2月5日（木）19:00〜21:00
会場 ワークショップルームB 
講師 石榑督和（関西学院大学建

築学部准教授／中央研究院
臺灣史研究所訪問學人）

 金谷匡高（法政大学江戸東
京センター客員研究員／昭
和女子大学歴史文化学科
非常勤講師）

参加人数 30名
参加費 1,000円

三角地帯を歩く│
古地図でめぐる三角地帯
開催日時 2月7日（土）13:30～15:30
集合場所 生活工房ギャラリー
講師 男鹿芳則（前世田谷トラスト

まちづくり理事長）
 金谷匡高（法政大学江戸東

京研究センター客員研究員
／昭和女子大学歴史文化
学科非常勤講師）

参加人数 11名
参加費 500円

会場を作る│
三角地帯でエレメントを探す
開催日時 2月14日（土）
 14:00～16:00
会場 生活工房ギャラリー
講師 荒木源希（建築士／モクタ

ンカン株式会社）
参加人数 5名
参加費 500円

写真を集める│
29年後のファウンドフォト
開催日時 2月21日（土）
 11:00～13:00
会場 生活工房ギャラリー
進行 篠原繭（TISSUE Inc.
 編集者）
ゲスト VIDEOTAPEMUSIC
 （ミュージシャン／映像作家）
参加人数 5名
参加費 無料

写真を集める│
ファウンドフォトワークショップ

開催日時 2月21日（土）
 13:00～15:00
会場 生活工房ギャラリー
進行 篠原繭（TISSUE Inc.
 編集者）
ゲスト VIDEOTAPEMUSIC
 （ミュージシャン／映像作家）
参加人数 2名
参加費 無料

日記を書く│
日記ワークショップ
開催日時 3月7日（土）18:00〜21:00
集合場所 生活工房ギャラリー
講師 金川晋吾（写真家）
参加人数 17名
参加費 1,500円

関
連
企
画

―ひらき、ひもとく記憶と記録―

開催日時 2026年1月20日（火）～3月22日（日）
 9:00～21:00（祝・休日を除く月曜休み）
会場 生活工房ギャラリー
来場人数 46,126名
企画制作 TISSUE Inc.、大三角編集部（大澤景、竹中万季、シャラポア野口）
協力 三軒茶屋エコー仲見世商店街
展示協力 株式会社トーハン
広報物デザイン・会場グラフィック　北岡誠吾
会場設計 モクタンカン株式会社

1

23

56

4

　
生
活
工
房
の
事
業
報
告
書
「
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ

ポ
ー
ト
」
で
は
、
2
0
2
2
年
か
ら
継
続
し
て

「
三
角
地
帯
」
を
取
り
上
げ
た
特
集
記
事
を
掲
載

し
て
い
る
。
三
角
地
帯
と
は
、
玉
川
通
り
（
国
道

2
4
6
号
）
と
世
田
谷
通
り
（
都
道
3
号
）
が
交
差

し
て
生
ま
れ
た
三
角
形
の
エ
リ
ア
を
指
す
。
2
0

　

2
3
年
か
ら
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
聞
き
込

み
も
行
い
、
闇
市
の
面
影
を
残
す
風
景
や
営
み
の

記
録
を
試
み
て
き
た
。

　
展
示
会
場
も
、
三
角
地
帯
の
建
物
な
ど
を
サ
ン

プ
リ
ン
グ
し
て
構
成
。
こ
れ
ま
で
の
リ
サ
ー
チ
を

ま
と
め
た
「
大
三
角
地
帯
事
典
」
と
「
大
三
角
地

帯
マ
ッ
プ
」
が
路
地
の
合
間
に
設
置
さ
れ
、
来
場

者
が
残
し
た
事
典
の
項
目
や
メ
モ
で
、
そ
れ
ぞ
れ

改
訂
さ
れ
て
い
く
。
さ
ら
に
会
場
内
に
は
写
真
や

映
像
資
料
、
関
連
書
籍
も
並
ぶ
。
会
期
中
の
毎
週

土
曜
日
は
大
三
角
編
集
部
が
在
廊
し
、
来
場
者
か

ら
写
真
や
資
料
を
預
か
っ
た
。

　
本
展
で
集
ま
っ
た
言
葉
と
写
真
は
本
誌
の
特
集

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
開
館
30
年
を
間
も
な
く

迎
え
る
生
活
工
房
も
、
大0

三
角
地
帯
の
端
く
れ
で

あ
る
。
こ
こ
で
集
ま
っ
た
記
憶
と
記
録
、
交
流
を

次
の
30
年
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

展
覧

会
Exhibition

展
覧

会
Exhibition

1 会場風景。じっくり滞在する
鑑賞者も

2 三角地帯をヒントに構成さ
れた会場

3 お酒もふるまわれた「酒場
の話を聞く」イベント

4 「三角地帯を歩く」ではマー
ケットや市場の跡地にも

5 会場内でもワークショップを
開催。写真は「会場を作る」

6 大三角地帯マップに貼られ
ていく付箋

20代の声
知らなかったことが
たくさんありました。
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ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
／
セ
ミ
ナ
ー

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
／
セ
ミ
ナ
ー

W
orkshop / Sem

inar

Workshop / Seminar

8ミリフィルム
常設上映

開催日時 2025年4月8日（火）～2026年4月7日（火）
 9:00～21:00（祝・休日を除く月曜休み）
会場 生活工房ギャラリー
来場人数 75,471名　※3月31日時点
企画制作 remo［NPO法人記録と表現とメディアのための組織］
広報物デザイン　Tanuki

8ミリフィルム
と

、
昭
和
の
ア
レ
コ
レ

　「
生
活
工
房
ア
レ
コ
レ
」
は
、
展
覧
会
に
含
め

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
資
料
（
ア
レ
）
や
、
生

活
工
房
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
眠
っ
て
い
る
ア
ー
カ

イ
ブ
（
コ
レ
）
を
常
設
で
紹
介
す
る
小
コ
ー
ナ
ー

で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
2
0
2
1
年
4
月
か
ら

階
段
下
で
展
開
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
世

田
谷
ク
ロ
ニ
ク
ル
」﹇
28
頁
﹈
で
公
開
中
の
8
ミ
リ

フ
ィ
ル
ム
映
像
を
常
設
で
上
映
。
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

は
、
1
9
3
6
（
昭
和
11
）
〜
1
9
8
1
（
昭
和
56
）

年
に
か
け
て
撮
影
さ
れ
た
12
巻
。
各
映
像
の
撮
影

月
に
あ
わ
せ
て
、
毎
月
8
日
に
映
像
を
入
れ
替
え

な
が
ら
通
年
で
展
示
し
た
。
撮
影
場
所
も
幅
広
く
、

二
子
玉
川
園
や
皇
居
周
辺
、
伊
豆
大
島
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
な
ど
、
国
外
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
。

　
会
場
で
は
、
来
場
者
が
映
像
を
き
っ
か
け
に
思

い
出
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
っ
た
。「
動
物
も
子

ど
も
た
ち
も
戦
争
の
た
め
に
奉
公
さ
せ
ら
れ
る
」

「
映
画
で
も
観
て
い
る
み
た
い
」「
台
所
の
う
ら
口

を
出
る
と
井
戸
が
あ
っ
た
」
な
ど
、
多
く
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。
2
0
2
5
年
秋
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
、
集
ま
っ
た
言
葉
を

公
開
し
て
い
る
。

生活工房アレコレ2025

1 展示風景
2 映像に寄せられたコメントははがきで収集
3 『繁栄を謳歌する時代のアメリカン・ライフ』
 （1958年［昭和33］年7～9月／ニューヨーク、ナイアガラの滝、ロサンゼルスなど／30:53）
4 『二子東急の映画の帰り』 （1981［昭和56］年1月／自宅兼店舗（玉川)、二子玉川園／16:38）
5 ウェブサイトでは手書きの画像データも公開している

来場者の声
当時にタイムスリップしたような感覚。
ファッションも異なり、おもしろかった。

動
物
と
ふ
れ
る
、

つ
く
る
、
え
が
く

P
A

R
T

 O
F

 T
H

E
 A

N
IM

A
L

P
A

R
T

 O
F

 T
H

E
 A

N
IM

A
L

　

動
物
と
人
間
の
あ
い
だ

　

動
物
と
人
間
の
あ
い
だ  

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

昭
和
1
0
0
年
に
み
る

ホ
ー
ム
ム
ー
ビ
ー

R
IS

O
 

W
O

R
K

S
H

O
P

リ
ソ
グ
ラ
フ

リ
ソ
グ
ラ
フ
®®
でで
ZZ
II
NN
EE
を
つ
く
る

を
つ
く
る

日
常
を
見
限
ら
な
い

味
覚
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

味
覚
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

老
人
性
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
！ 

vol.3

寿
ぎ
と
尊
厳

寿
ぎ
と
尊
厳

せ
ー
か
つ

ぷ
れ
ぷ
れ
こ
ー
ぼ
ー

せ
た
が
や
ア
ー
ト
フ
ァ
ー
ム

せ
た
が
や
ア
ー
ト
フ
ァ
ー
ム
22
00
22
55

1

3

5

4

2
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1

2

45

6

3

30代の声
人と動物の間というテーマを
正面から扱ったイベントに感動しました。
このような取り組みがより
多くの人に届けばいいなと思います。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
／
セ
ミ
ナ
ー

W
orkshop/Sem

inar

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
／
セ
ミ
ナ
ー

W
orkshop/Sem

inar

動物とふれる、つくる、えがく

PART OF THE ANIMAL
動物と人間のあいだ　ワークショップ

ワークショップ「動物とふれる、つくる、えがく」
開催日時 4月12日（土）13:00～17:00、4月13日（日）10:00～15:30
会場 ワークショップルームAB
講師 石倉敏明（人類学者)、永沢碧衣（アーティスト)、
 西澤真樹子（なにわホネホネ団 団長／大阪市立自然史博物館外来

研究員)、長谷川朋広（ゲームクリエイター)、盛口満（作家)、
 山口未花子（人類学者）
協力 渡邉毘駕（なにわホネホネ団）
参加人数 80名
参加費 ①3,000円（2日間通し参加）　②1,000円（4月12日のみ参加）

このワークショップは、下記展示の関連イベントとして開催した。

PART OF THE ANIMAL　動物と人間のあいだ
開催日時 2025年1月21日（火）～4月20日（日） 
 9:00～21:00（祝・休日を除く月曜休み）
会場 生活工房ギャラリー
来場人数 28,117名　※4月1日～4月20日
企画制作 山口未花子、石倉敏明、丹羽朋子
参加アーティスト・研究者 
 五十嵐大介、大石侑香、大小島真木、小田隆、ケイトリン・コーカー、
 鴻池朋子、齋藤亜矢、管啓次郎、菅原和孝、竹川大介、長坂有希、
 永沢碧衣、西澤真樹子、根本裕子、長谷川朋広、盛口満、吉田ゆか子
協力 ArtSticker、大平農園、北秋田市くまくま園、
 行山流舞川鹿子躍、ジミー・ソウシアラ、日本モンキーセンター、
 福島県立相馬高校放送局、星先こずえ、峰岸有紀、
 吉岡養蜂園、渡辺宏（株式会社ビーハイブジャパン）
関連企画協力

 JSPS学術知共創プログラム「身体性を通じた社会的分断の超克と多
様性の実現｣、東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所基幹
研究人類学「社会性の人類学的探究：トランスカルチャー状況と寛
容／不寛容の機序」 、東京外国語大学フィールドサイエンスコモンズ
（TUFiSCo）

広報物デザイン・会場グラフィック　鈴木哲生

動物とふ

れ
て
、
自
ら
の
感
覚
を
ひ
ら

く

　「PA
R

T
 O

F T
H

E
 A

N
IM

A
L

　
動
物
と
人

間
の
あ
い
だ
」
は
〈
動
物
を
え
が
く
〉
こ
と
に
つ

い
て
、
人
類
学
・
生
物
学
・
比
較
文
学
の
研
究
者

た
ち
が
世
界
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
こ
な
っ
た
調
査

や
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
思
索
・
作
品
と
で
構

成
し
た
展
覧
会
で
あ
る
。
そ
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
2
日
間
に
渡
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、【
き

く
】【
み
る
・
ふ
れ
る
】【
つ
く
る
】【
共
に
す
る
・

深
め
る
】
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
開
催
し
た
。
動
物
の

骨
の
こ
と
・
な
ぜ
人
は
動
物
を
え
が
く
の
か
を
考

察
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
に
学
び
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
の
標

本
づ
く
り
を
観
察
。
そ
し
て
、
動
物
か
ら
生
成
し

た
画
材
で
動
物
を
え
が
く
こ
と
、
動
物
の
骨
か
ら

新
た
な
造
形
・
生
き
物
を
考
え
る
工
作
、
シ
カ
皮

の
な
め
し
体
験
と
小
物
づ
く
り
を
体
験
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
「
生
き
て
い
た
動
物
と
の
関
係
性

を
思
い
出
し
た
」「
つ
く
る
こ
と
＝
弔
い
の
よ
う
」

「
絵
の
具
に
命
が
入
っ
て
い
る
」「
毛
皮
が
怖
か
っ

た
が
毛
皮
と
仲
直
り
で
き
た
」
な
ど
の
感
想
の
声

が
あ
り
、
五
感
を
通
し
て
体
感
・
実
感
し
、
動
物

と
自
分
と
の
関
係
性
を
深
く
思
考
す
る
時
間
と

な
っ
た
。

1 展覧会会場風景
2 ゲッチョ先生（盛口満氏）による骨のレクチャー
3 げっ歯類の標本づくりを見学
4 さまざまな動物の骨から新たな生き物を創造してみる
5 動物の毛皮に触れてみる
6 クマの血などを焼成して画材を生み出す
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開催日時 2025年8月5日（火）～8月11日（月・祝） 
 11:00～16:00
会場 ワークショップルームAB
参加作家 靴郎堂本店（アーティスト)、
 椎木彩子（画家／絵本作家)、
 村上慧（アーティスト)、
 もっと!!いい状態!（シルクスクリーン）
よくわからない大人

 大貫友瑞、サワダヨシキ、古山結
広報物デザイン・会場グラフィック

 小林すみれ
設計 板坂留五（RUI Architects）
施工 有限会社プランニング・アート
対象 小中学生（大人参加可）
参加人数 682名
参加費 1DAYパス500円 ／なんどでもパス 1,000円
協力 認定NPO法人プレーパークせたがや

1

5

4

2

小学3年生の声
寝るテントも
プラ板も
全部楽しかった。

あそんだり、
ぼ
ー

っ
と
し
た
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
／
セ
ミ
ナ
ー

W
orkshop/Sem

inar

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
／
セ
ミ
ナ
ー

W
orkshop/Sem

inar

せーかつ
ぷれぷれこーぼー

せたがやアートファーム2025

　
生
活
工
房
4
階
を
会
場
に
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に

余
る
資
材
を
放
出
し
た
本
企
画
。
こ
れ
ま
で
に
開

催
し
た
展
覧
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
余
り
物
が
何
か
し

ら
の
工
作
物
へ
と
消
え
て
い
く
。
招
へ
い
し
た

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
も
「
よ
く
わ
か
ら
な
い
大
人
」

と
し
て
、
会
場
で
自
由
に
過
ご
す
。

　
会
場
内
で
の
ル
ー
ル
も
ゆ
る
い
。
食
事
も
自
由

に
と
る
こ
と
が
で
き
、
自
作
の
お
に
ぎ
り
を
持
参

す
る
子
ど
も
ら
の
姿
も
あ
っ
た
。
期
間
中
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
コ
ツ
（
た
と
え
ば
、
ノ
コ
ギ
リ
と
一
緒
に
ク

ラ
ン
プ
を
貸
す
べ
き
か
ど
う
か
）
な
ど
知
恵
が
生
ま

れ
、
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
共
有
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま

た
来
場
者
は
口
コ
ミ
で
日
ご
と
に
増
え
る
。
皆
勤

賞
の
小
学
生
2
人
を
は
じ
め
、
リ
ピ
ー
タ
ー
は
50

人
以
上
。「
お
客
さ
ん
」
か
ら
「
常
連
さ
ん
」、「
ほ

ぼ
ス
タ
ッ
フ
」
へ
、
役
割
の
変
化
も
し
み
じ
み
お

も
し
ろ
い
。

　
自
分
の
責
任
で
自
由
に
遊
ぶ
。
こ
の
モ
ッ
ト
ー

を
掲
げ
る
プ
レ
ー
パ
ー
ク
せ
た
が
や
に
は
、
運
営

や
会
場
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
、
世
田
谷
パ
ブ

リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
に
は
広
報
と
会
場
設
営
に
協
力

い
た
だ
い
た
。
短
い
期
間
な
が
ら
、
生
活
工
房

に
「
場
」
を
つ
く
る
可
能
性
も
拓
い
た
企
画
と

な
っ
た
。

1 最終日の参加者数は160名
2 絵の具やシルクスクリーンをあつかう「みずば」
3 素材の置き場所「いわば」も作業場に
4 さっそく賑やかな初日
5 画材が埋まっている「すなば｣。最終日の様子
 ─
 撮影：高田洋三

3
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4 35

開催日時 2025年9月27日（土）14:00～16:00
会場 ワークショップルームB
ゲスト 滝口悠生（小説家）
進行 松本篤（remo／AHA!世話人）
来場人数 38名
参加費 500円

開催日時 2025年10月11日（土)、12日（日）
 ①10:30～13:30　②15:30～18:30（各日各回完結）
会場 市民活動支援コーナー
講師 Hand Saw Press
対象 10代以上
参加人数 46名（4回合計）
参加費 2,000円
広報物デザイン　FU

40代の声
80年後の人たちが、今のあふれる
動画をアーカイブとして受け取った時に
どう思うのかとも思いました。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
／
セ
ミ
ナ
ー

W
orkshop/Sem

inar

1 『消えゆく玉電』を鑑賞するふたり
2 映像を鑑賞しながら話す
3 左：滝口悠生氏、右：松本篤氏
4 会場の様子
5 滑走台をすべる『あこがれの大島へ』名シーン

1 出来上がった作品を紹介する様子
2 刷りたてのリソグラフ
3 講師のアドバイスを受ける参加者
4 ZINE制作の様子
5 お茶を飲みながら作品を共有する

たとえば草
が
ど

ん
な
風
に
生
え
て
い
る
か

予
想
で
き
な
い

美
の
世界

　
2
0
1
5
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
穴
ア
ー
カ
イ

ブ
」﹇
28
頁
﹈
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら
10

年
目
を
迎
え
た
。
こ
れ
を
機
に
、
以
前
か
ら
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
「
世
田
谷
ク
ロ
ニ
ク
ル
」
に
関
心
を
寄

せ
て
い
た
と
い
う
小
説
家
の
滝
口
悠
生
氏
を
迎
え

て
、
映
像
の
鑑
賞
会
と
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
。

　
事
前
に
選
ん
で
い
た
だ
い
た
映
像
か
ら
、
最
初

に
鑑
賞
し
た
の
は
『
あ
こ
が
れ
の
大
島
へ
』（
昭

和
11
年
）。
八
丈
島
出
身
で
、
祖
父
母
の
出
身
地
の

硫
黄
島
を
舞
台
に
し
た
小
説
『
水
平
線
』
も
あ
る

自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
る
「
頭
に
荷
物
を
載
せ
て
運
ぶ
人
の
姿
」
や

「
地
面
か
ら
草
が
ど
ん
な
風
に
、
ど
の
く
ら
い
の

量
で
生
え
て
い
る
か
」
と
い
っ
た
デ
ィ
テ
ィ
ー
ル

に
注
目
す
る
。
生
活
の
記
録
は
公
的
な
史
料
に
は

残
っ
て
い
な
い
点
も
多
く
、
ま
た
文
字
資
料
の
み

か
ら
想
像
す
る
こ
と
も
難
し
い
と
い
う
。

　
今
回
は
音
声
付
き
の
8
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
も
鑑

賞
。
映
像
の
後
ろ
で
聞
こ
え
る
「
音
」
が
も
た
ら

す
「
空
間
の
リ
ア
リ
テ
ィ
」
な
ど
、
話
題
は
多
岐

に
わ
た
っ
た
。
会
場
質
問
に
も
答
え
な
が
ら
、
記

録
と
記
憶
、
創
作
を
め
ぐ
る
対
話
が
つ
づ
い
た
。

昭和100年にみる
ホームムービー

RISO 
WORKSHOP
リソグラフ®でZINEZINEをつくる

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
／
セ
ミ
ナ
ー

W
orkshop/Sem

inar

※ ﹁
リ
ソ
グ
ラ
フ
®
﹂
は
理
想
科
学
工
業
株
式
会
社
の
登
録
商
標
ま
た
は

商
標
で
す
﹇
登
録
商
標
第2536951

号
﹈

30代の声
皆で一冊を作れて、自分だけじゃなく
他の作品も知ることができて
新たな発見があった。

　
世
界
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
で
注
目
を
集
め
、
名
刺

や
Z
I
N
E
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
、
気
軽
に
お
洒

落
に
自
分
を
表
現
す
る
方
法
と
し
て
流
行
し
て
い

る
リ
ソ
グ
ラ
フ

®

。
昨
年
に
続
き
、
リ
ソ
グ
ラ
フ

の
ス
タ
ジ
オ
を
運
営
す
る H

and Saw
 P

ress 

の

方
々
を
講
師
に
迎
え
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
リ
ソ
グ
ラ
フ
印
刷
の

仕
組
み
や
表
現
手
法
を
学
ん
だ
後
、
じ
っ
く
り

時
間
を
か
け
て
自
分
を
表
す
、
詩
・
エ
ッ
セ
イ
・

絵
・
写
真
な
ど
色
々
な
素
材
を
レ
イ
ア
ウ
ト
し
て

2
色
刷
り
の
ミ
ニ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
印
刷
し
、

み
ん
な
で
1
つ
の
Z
I
N
E
を
制
作
し
た
。

　
独
特
な
懐
か
し
い
風
合
い
が
あ
り
、
多
色
刷
り

の
複
雑
な
表
現
が
で
き
る
リ
ソ
グ
ラ
フ
は
、「
ズ

レ
る
」・「
か
す
れ
る
」・「
混
色
す
る
」
な
ど
、
想

定
外
の
美
し
さ
に
出
会
う
。

　
最
後
に
、
綴
じ
ら
れ
た
Z
I
N
E
を
一
緒
に

開
き
な
が
ら
、
各
々
の
作
品
を
発
表
し
合
っ
た
。

ペ
ー
ジ
を
開
く
度
に
、
そ
ん
な
表
現
も
あ
る
の
か

と
驚
き
の
声
が
上
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
事
や

創
作
背
景
に
心
打
た
れ
る
特
別
な
時
間
と
な
っ
た
。
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言
葉
と
巡
る
味
覚
の
冒
険
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
／
セ
ミ
ナ
ー

W
orkshop/Sem

inar

　
日
常
の
中
で
見
落
と
さ
れ
た
無
数
の
出
来
事
を
、

研
究
者
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
共
に
五
感
を
使
っ
て

味
わ
い
直
す
ト
ー
ク
&
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
シ

リ
ー
ズ
第
5
弾
。
今
回
は
、〈
味
覚
〉
を
テ
ー
マ

に
開
催
し
た
。

Talk1

︽
味
覚
と
芸
術
︾ 

　
味
覚
や
匂
い
、
触
覚
な
ど
の
五
感
に
フ
ォ
ー
カ

ス
し
た
文
学
や
芸
術
作
品
を
手
掛
け
る
フ
ラ
ン
ス

在
住
の
著
述
家
・
翻
訳
家
の
関
口
涼
子
氏
が
、
西

欧
の
美
術
館
で
シ
ェ
フ
や
芸
術
家
と
開
催
し
た

フ
ー
ド
ア
ー
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
事
例
を
紹

介
し
た
。

W
orkshop

︽
言
葉
と
巡
る
味
覚
の
冒
険
︾

　
言
葉
に
よ
っ
て
多
様
に
変
化
す
る
不
思
議
な
味

わ
い
に
関
す
る
講
義
の
後
、
匂
い
を
移
し
た
バ

タ
ー
を
試
食
し
て
素
材
を
想
像
し
た
り
、
カ
ラ
フ

ル
な
タ
コ
ス
を
食
し
た
感
覚
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

合
う
ワ
ー
ク
な
ど
を
行
っ
た
。
最
後
は
、
人
生
で

記
憶
に
残
る
味
を
持
ち
寄
り
、
各
々
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
語
り
合
っ
た
。

Talk2

︽
味
覚
の
世
界
︾

　
食
品
・
栄
養
化
学
の
専
門
家
で
あ
る
伏
木
亨
氏

が
、
日
欧
料
理
の
文
化
を
比
較
し
な
が
ら
、
美
味

し
さ
を
感
じ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
出
汁
や
コ
ク
の
奥

深
い
世
界
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

1 西欧のフードアート事情について語る関口涼子氏
2 匂いを移したバターを試食する
3 記憶に残る味を持ち寄り共有するワーク
4 食べ物のインタビュー　
5 日本料理の精神性について語る伏木亨氏

40代の声
日常で頭の隅に追いやってしまう
食や味覚のちょっとした違和感や
疑問を人とシェアすると心が豊かになる。
ずっと覚えていたい感覚。

Talk1　
味覚と芸術
開催日時 2025年11月9日（日）14:00～16:00
会場 ワークショップルームAB
講師 関口涼子（著述家／翻訳家）
対象 10代以上
参加人数 66名
参加費 2,000円

Workshop　
言葉と巡る味覚の冒険
開催日時 2025年11月15日（土)、16日（日）
 13:00～17:00（各回完結）
会場 ワークショップルームAB
講師 関口涼子（著述家／翻訳家）
対象 10代以上
参加人数 32名（2回合計）
参加費 3,000円（試食込）

Talk2
味覚の世界
開催日時 2025年12月13日（土）14:00～16:00
会場 ワークショップルームAB
講師 伏木亨（和食文化国民会議会長／日本料理アカデミー理事）
対象 10代以上
参加人数 54名
参加費 2,000円

協力 東京日仏学院
広報物デザイン　福岡南央子（woolen） 記録映像（公開予定）

日常を見限らない
味覚のワークショップ
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老

い
に
寿
が
れ
る
こ
と

地
域
と

市
民
活
動

Local Community

地
域
と
市
民
活
動

Local Com
m

unity

寿ぎと尊厳
開催日時 2026年1月18日（日） 13:00～18:30
会場 ワークショップルームAB
ゲスト 村瀬孝生（｢宅老所よりあい」ほか統括所長)、
 上野千鶴子（社会学者）
参加人数 168名
参加費 3,000円

不可思議な世界
開催日時 2月15日（日）13:00～18:30 
会場 ワークショップルームAB
ゲスト 村瀬孝生、吉田悠軌（怪談研究家)、
 新澤克憲（NPO法人やっとこ理事長）
参加人数 88名
参加費 3,000円
両日進行　山内泰（一般社団法人大牟田未来共創セン

ター理事）

関連上映　アニメーション映画『しわ』
2011年／スペイン／89分
監督：イグナシオ・フェレーラス
開催日時 2月15日（日）10:00～12:00 
会場 セミナールームAB
参加人数 67名
参加費 1,000円

広報物デザイン　福岡南央子（woolen）

40代の声
村瀬さんの老いの考え方や死生観は
驚きと感動に満ちていて、
日々の感じ方、捉え方、生き方を
一変させるようなイベントだった。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
／
セ
ミ
ナ
ー

W
orkshop/Sem

inar

1 村瀬孝生氏（上)、上野千鶴子氏（下）
2 質疑応答、参加者同士の対話
3 吉田悠軌氏（上)、新澤克憲氏（下）
4 各日の対談、上野千鶴子氏の講演

　
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
ら
れ
が
ち
な
「
老
い
」
の

イ
メ
ー
ジ
を
多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
か
ら
積
極
的
に

捉
え
直
す
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
な
イ
ベ
ン
ト
第
3
弾
。

寿
ぎ
と
尊
厳

　
先
進
的
な
認
知
症
ケ
ア
で
注
目
を
集
め
る
「
宅

老
所
よ
り
あ
い
」
の
施
設
長 

村
瀬
孝
生
氏
の

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
老
い
小
噺
「
老
い
と
尊
さ
」
や
、

社
会
学
者
の
上
野
千
鶴
子
氏
の
『
ア
ン
チ
・
ア
ン

チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
思
想
』
の
講
演
を
受
け
て
、「
老

い
」
や
「
尊
厳
」
を
巡
っ
て
語
り
合
っ
た
。

不
可
思
議
な
世
界

　
見
え
な
い
は
ず
の
も
の
が
見
え
た
り
、
聴
こ
え

な
い
は
ず
の
音
が
聴
こ
え
た
り
す
る
怪
奇
体
験
と

の
遭
遇
が
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
村
瀬
氏
に
よ
る
小

噺
「
老
い
と
戸
惑
い
」、
新
澤
克
憲
氏
に
よ
る
心

の
つ
ま
ず
き
を
感
じ
る
当
事
者
の
日
常
世
界
を
表

す
語
り
「
そ
れ
ぞ
れ
の
ふ
つ
う
を
い
き
る
」、
吉

田
悠
軌
氏
に
よ
る
実
話
怪
談
な
ど
、
現
行
社
会
が

認
め
る
整
合
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
漏
れ
る

個
々
の
体
験
が
寿
が
れ
る
あ
り
方
を
探
っ
た
。

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画﹃
し
わ
﹄

　
老
い
る
と
は
、
認
知
症
と
共
に
生
き
る
と
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
?
シ
リ
ア
ス
な
テ
ー
マ
を

ユ
ー
モ
ア
と
友
情
、
尊
厳
の
視
点
か
ら
描
い
た
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
の
上
映
を
行
っ
た
。

老人性アメイジング！
vol.3　寿ぎと尊厳記録映像（公開予定）

1

3

4 2

せ
た
が
や
ア
カ
カ
ブ
の
会

エ
ト
セ
ト
ラ
の
時
間

見
え
る
も
の
と

見
え
な
い
も
の
を
語
る
会

穴
ア
ー
カ
イ
ブ
：

穴
ア
ー
カ
イ
ブ
：an-archive

an-archive

共
催
事
業

共
催
事
業

世
田
谷
線
貸
切
朗
読
会

﹁
つ
む
じ
風
食
堂
の
夜
﹂

コ
ロ
ナ
禍
の
こ
と

﹁
冒
険
遊
び
場
﹂﹁
雑
居
ま
つ
り
﹂﹁
自
主
保
育
﹂
と
も
に
歩
ん
だ

﹁
冒
険
遊
び
場
﹂﹁
雑
居
ま
つ
り
﹂﹁
自
主
保
育
﹂
と
も
に
歩
ん
だ
5050
年年

遊
べ
！
大
人
た
ち

市
民
活
動
支
援
コ
ー
ナ
ー

ち
か
く
の
と
ー
く

第
24
回
お
は
な
し
い
っ
ぱ
い

22



1 打合せスペースA
2 入口から中を望む
3 市民活動体験喫茶パオの様子※

4 プリントアウトスペース※

5 世田谷文化生活情報センターの開館当初は
 情報交流スペースだった（1997年）※

 ─
 撮影：高田洋三（※の写真を除く）

場所 生活工房3階
開館時間 9:00～21:00（祝・休日を除く月曜休館）
委託先 NPO法人国際ボランティア協会（IVUSA）
来場人数 7,878名（2025年4月1日～2026年3月31日）
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ご愛顧
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
世
田
谷
区
内
で
活
動
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
を

支
援
す
る
場
。
日
常
的
な
会
合
や
講
座
に
利
用
で

き
る
貸
出
ス
ペ
ー
ス
、
活
動
の
た
め
の
チ
ラ
シ
や

ポ
ス
タ
ー
、
冊
子
を
作
成
で
き
る
印
刷
機
、
大
判

プ
リ
ン
タ
ー
、
紙
折
り
機
を
常
備
。
ま
た
、
情

報
掲
示
板
や
チ
ラ
シ
ラ
ッ
ク
で
は
、
登
録
団
体
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
の
告
知
や
メ
ン
バ
ー
募
集
な
ど
も

可
能
。

　
市
民
活
動
団
体
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
汲
み
取
り
、

柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、
運
営
を
中
間
支
援
組
織

で
あ
る
N
P
O
法
人
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協

会
（
I
V
U
S
A
）
に
委
託
。
10
月
に
は
、「
世
田

谷
ア
ー
ト
タ
ウ
ン 

三
茶 

de 

大
道
芸
」
に
合
わ
せ

て
「
市
民
活
動
体
験
喫
茶
パ
オ
」
を
開
催
。
登
録

団
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
体
験
で
き
る
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
や
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
で
の
交
流
を
通
じ
て

紹
介
し
た
。

　
2
0
0
1
年
、
市
民
活
動
団
体
が
抱
え
る
課
題

を
解
決
す
る
場
と
し
て
開
設
し
、
場
所
と
機
材

の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
活
動
分
野
を
超
え

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実
現
の
拠
点
と
し
て
運
営
を

行
っ
て
き
た
。
残
念
な
が
ら
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

2
0
2
6
年
3
月
末
を
も
っ
て
閉
鎖
、
跡
地
に

は
世
田
谷
区
の
太
子
堂
出
張
所
が
入
居
す
る
。
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市民活動支援
コーナー
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三
軒
茶屋
の
遊

び
場
、
大
道
芸
、
仕
事　

1
9
9
5
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
か
ら
30

年
目
の
今
年
、
市
民
活
動
支
援
コ
ー
ナ
ー
の
閉
鎖

が
決
ま
っ
た
。
し
か
し
行
政
や
民
間
で
は
な
く
、

住
民
を
は
じ
め
と
し
た
市
民
が
自
分
た
ち
の
場
所

や
活
動
を
自
治
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
は
変
わ

ら
な
い
。
本
企
画
は
、
こ
う
し
た
場
所
や
活
動
の

関
係
者
を
招
き
、
じ
っ
く
り
話
を
伺
う
ト
ー
ク
シ

リ
ー
ズ
だ
。

　
今
年
度
は
「
三
茶
学
」
と
題
し
て
3
本
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
催
。「
太
子
堂
の
、
子
ど
も
の
遊
び

と
ま
ち
の
こ
と
」
で
は
、
3
世
代
に
わ
た
る
遊
び

場
の
変
化
を
通
し
て
、
街
の
変
遷
を
学
ん
だ
。「
三

軒
茶
屋
の
、
大
道
芸
と
ま
ち
の
こ
と
」
で
は
、
毎

秋
恒
例
の
「
世
田
谷
ア
ー
ト
タ
ウ
ン 

三
茶 

de 

大

道
芸
」
の
理
念
に
つ
い
て
振
り
返
る
機
会
と
な
っ

た
。「
三
茶
で
つ
く
る
、
こ
れ
か
ら
の
仕
事
の
こ

と
」
で
は
、
働
く
場
所
と
い
う
視
点
か
ら
街
を
読

み
解
い
た
。

　
お
よ
そ
4
か
月
に
1
度
開
催
さ
れ
る
本
企
画
。

い
ず
れ
も
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
て
い
る

が
、
区
外
か
ら
の
参
加
者
も
少
な
く
な
い
。
身
近

で
実
践
し
て
い
る
人
々
の
声
を
通
し
て
、
地
域
社

会
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
て
い
き
た
い
。

ちかくのとーく

地
域
と
市
民
活
動

Local Com
m

unity

地
域
と
市
民
活
動

Local Com
m

unity

開催日時 2025年8月20日（水）～8月22日（金）
 11:00〜15:00
会場 ワークショップルームAB
出演 わらべうたの会 トトケッコー、
 おはなし結、さくらばなな、
 成城さくら児童館、おはなし＊さいた、
 パークシティー溝の口 おはなしの森、
 こわいお話会、世田谷区立図書館、
 おはなしおもちゃ箱、百音の樹、
 弦巻児童館、わらべうた勉強会、
 おはなしポケット、ひつじ会、ありのママ、
 にじいろのたね、高柳芳恵（ゲスト）
対象 幼児～小学生（大人参加可）
参加人数 のべ1,135名
参加費 無料
共催 世田谷おはなしネットワーク
協力 世田谷区中央図書館、世田谷区立児童館

vol.10 三茶学 太子堂の、子どもの遊びとまちのこと
開催日時 2025年5月25日（日）14:00～16:00
会場 セミナールームB、オンライン
ゲスト 荻原礼子（まちづくりプランナー／結まちづく

り計画室主宰）
 小柴直樹（一般財団法人世田谷トラストまち

づくり常務理事）
参加人数 会場14名、オンライン10名

vol.11 三茶学 三軒茶屋の、大道芸とまちのこと
開催日時 2025年10月1日（水）19:00～21:00
会場 ワークショップルームB、オンライン
ゲスト 橋本隆平（大道芸プロデューサー）
 小山恵（三軒茶屋銀座商店街）
 酒井淳美（世田谷パブリックシアター）
参加人数 会場22名、オンライン7名

vol.12 三茶学 三茶でつくる、これからの仕事のこと
開催日時 2026年2月28日（土）14:00～16:00
会場 セミナールームB、オンライン
ゲスト 吉田亮介（三茶WORK）
 熊谷充紘（twililight）
参加人数 会場8名、オンライン13名

進行 市川徹（まちづくりコーディネーター）
記録 千葉晋也（まちづくりデザイナー）
参加費 会場200円、オンライン無料

企画制作 株式会社世田谷社

1 ペープサート「かにむかし」の様子
2 人形劇「さるかに合戦」の様子
3 大型絵本を朗読する子どもたち
4 会場の様子
5 手作りの布絵本

1 三軒茶屋の、大道芸とまちのこと
2 太子堂の、子どもの遊びとまちのこと
3 書道でまとめのひと言
4 千葉晋也氏によるホワイトボードでのまとめ（イタガキ）
5 三茶でつくる、これからの仕事のこと

第24回
おはなしいっぱい

参加者の声
プログラムの作り方とても良い。
素晴らしい活動ですね。

40代の声
世界観がぐぅーんと
広がりました。

　「
世
田
谷
お
は
な
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク※

」
と
共

催
す
る
本
企
画
は
、
世
田
谷
で
活
動
す
る
お
は
な

し
の
会
が
大
集
合
し
、
夏
休
み
の
3
日
間
に
さ
ま

ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
生
で
上
演
し
た
。

　
本
企
画
は
、
構
成
・
演
出
・
出
演
・
準
備
の
全

て
を
市
民
が
行
う
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
幼

児
か
ら
小
学
生
ま
で
を
対
象
に
、
紙
芝
居
・
手

遊
び
・
わ
ら
べ
唄
・
す
ば
な
し
・
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
・
大
型
絵
本
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

な
っ
て
い
る
。
人
形
劇
「
さ
る
か
に
合
戦
」
と

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
「
か
に
む
か
し
」
で
は
、
驚
く
仕

掛
け
や
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
人
形
の
動
き
に
会
場
が
沸

き
立
っ
た
。
そ
の
他
「
こ
わ
い
お
話
会
」、
ナ
チ
ュ

ラ
リ
ス
ト
・
絵
本
作
家
の
高
柳
芳
恵
氏
が
、
会
場

に
セ
ミ
の
抜
け
殻
を
配
り
、
虫
の
知
恵
の
凄
さ
に

つ
い
て
語
る
な
ど
、
夏
休
み
な
ら
で
は
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
酷
暑
の
夏
に
、
親
子

で
ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た
涼
し
い
場
所
で
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
延
べ

1
1
3
5
名
が
訪
れ
る
大
盛
況
の
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
た
。※ 

1
9
9
7
年
活
動
開
始
︒
世
田
谷
区
内
で
活
動
す
る
複
数
の
お
は
な

し
会
が
連
携
し
︑
図
書
館
な
ど
で
活
動
中
︒
現
在
60
の
グ
ル
ー
プ
・
個

人
会
員
か
ら
成
る
︒

生

だ
か
ら
伝
わ
る
こ
と

1

2
2

3
3

1
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み
る
、
は
な
す
、
き
く
、
み
か
え
す

住

民
自
治
の半世紀と、関係の質

　

1
9
2
5
年
、
玉
川
電
気
鉄
道
（
現
・

東
急
電
鉄
）
の
支
線
と
し
て
開
通
し
た

世
田
谷
線
は
、
1
9
6
9
年
に
渋
谷

〜
二
子
玉
川
園
間
の
本
線
が
廃
線
と

な
っ
た
こ
と
で
、
三
軒
茶
屋
〜
下
高
井

戸
間
を
走
る
独
立
し
た
路
線
と
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
1
0
0
年
目
の
2
0
2
5

年
、
世
田
谷
文
学
館
で
は
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
「
世
田
谷
線
・
1
0
0
年
間
の

も
の
が
た
り
」
を
開
催
し
て
お
り
、
そ

の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
世
田
谷
線

車
内
で
の
朗
読
会
を
同
館
と
共
催
で
実

施
し
た
。

　
参
加
者
は
、三
軒
茶
屋
駅
か
ら
貸
切

り
の
世
田
谷
線（
豪
徳
寺
の
招
き
猫
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
）
に
乗
車

し
、作
家
の
吉
田
篤
弘
氏
に
よ
る
世
田

谷
線
沿
線
を
モ
デ
ル
と
し
た
「
月
舟

町
」
シ
リ
ー
ズ
の
朗
読
と
、
こ
の
沿
線

で
育
っ
た
と
い
う
吉
田
氏
の
さ
ま
ざ
ま

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
楽
し
ん
だ
。

　
未
曽
有
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
東
日

本
大
震
災
。
そ
の
日
の
ひ
と
り
ひ
と
り

の
体
験
を
記
録
・
保
存
・
継
承
す
る
事

業
を
実
施
し
て
き
た
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ

ア
テ
ー
ク
と
協
働
し
、
新
た
に
《
コ
ロ

ナ
禍
》
の
記
憶
を
収
集
す
る
事
業
を
開

始
し
た
。

　
協
議
を
重
ね
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
シ
ー

ト
を
作
成
し
、
双
方
の
館
内
と
オ
ン
ラ

イ
ン
で
広
く
人
々
の
声
を
収
集
し
て
い

る
。
寄
せ
ら
れ
た
シ
ー
ト
に
は
、
自
粛

が
叫
ば
れ
た
日
々
の
困
難
や
不
安
だ
け

で
は
な
く
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
の

中
で
出
会
っ
た
気
づ
き
や
変
化
、
日
常

の
工
夫
な
ど
も
綴
ら
れ
、
統
計
デ
ー
タ

だ
け
で
は
表
れ
な
い
生
活
の
リ
ア
リ

テ
ィ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
収
集
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
シ
ー
ト
は

双
方
の
施
設
で
展
示
公
開
し
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
教
訓
を
共
有
財
産
と
し
て
保

存
す
る
と
と
も
に
、
時
代
の
知
恵
と
し

て
未
来
へ
繋
い
で
い
く
。

地
域
と
市
民
活
動

Local Com
m

unity

開催日時 2026年3月11日より募集、
 順次公開
会場 生活工房、
 せんだいメディアテーク、

 オンライン

回答数 44名　※3月31日時点
参加費 無料
共催 せんだいメディアテーク

 （公益財団法人仙台市
 市民文化事業団）
協働 丹羽朋子（文化人類学者）
イラスト・インタビューシートデザイン　

 関川航平

共催事業

吉田篤弘さんによる朗読風景 貸切の「臨時」表示がある招き猫電車

す
べ
て
撮
影
：
三
瓶
嶺
良

すべて提供：認定NPO法人プレーパークせたがや

奥村玄氏によるグラレコ 集合写真

世
田
谷
線
に

育
ま
れ
たも

のが
たり

開催日時 2025年11月8日（土）14:00～16:00
会場 世田谷線貸切車両内　
 ※三軒茶屋キャロットタワー5階
 　セミナールーム集合、解散
参加人数 56名
参加費 1,500円
 （三軒茶屋～下高井戸間の
 往復運賃込み）
共催 世田谷文学館

世田谷線
貸切朗読会

「つむじ風
食堂の夜」　

コロナ禍のこと

共催事業

あの
時の記

憶を記録し、未来へつなげる試み

　「
プ
レ
ー
バ
ッ
ク
！
プ
レ
ー
パ
ー
ク 

遊
び
場
を
め
ぐ
る
冒
険
」（
2
0
1
9
）、

「
せ
ー
か
つ
ぷ
れ
ぷ
れ
こ
ー
ぼ
ー
」

（
2
0
2
5
）﹇
16
頁
﹈
な
ど
、
生
活
工

房
で
は
「
プ
レ
ー
パ
ー
ク
」
と
接
点

の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
き

た
。
本
企
画
は
、
羽
根
木
プ
レ
ー
パ
ー

ク
の
開
設
前
、
1
9
7
5
年
に
経
堂

で
の
試
行
か
ら
数
え
て
50
年
の
節
目
に
、

N
P
O
法
人
プ
レ
ー
パ
ー
ク
せ
た
が
や

が
企
画
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
る
。

生
活
工
房
は
会
場
協
力
な
ど
を
行
っ
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
名
が
示
す
と
お
り
、
常
設

の
遊
び
場
が
開
設
さ
れ
た
羽
根
木
公
園

は
、「
雑
居
ま
つ
り
」
や
「
自
主
保
育
」

な
ど
住
民
自
治
の
精
神
が
実
践
さ
れ
て

き
た
。
前
半
は
、
三
者
そ
れ
ぞ
れ
が
活

動
を
は
じ
め
た
経
緯
や
相
互
の
関
り
な

ど
が
報
告
さ
れ
、
後
半
は
い
ま
直
面
し

て
い
る
課
題
を
め
ぐ
っ
て
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

遊べ!大人たち
「冒険遊び場」

「雑居まつり」「自主保育」

ともに歩んだ50年

開催日時 2025年6月21日（土）
 13:30～16:45
会場 セミナールームAB
参加人数 112名
参加費 ①会場参加：1,500円
 （冊子資料代込み）高校生以下無料
 ②会場+後日配信：2,000円
 （冊子資料代込み）
共催 認定NPO法人
 プレーパークせたがや

共催事業

地
域
と
市
民
活
動

Local Com
m

unity

　
2
0
1
5
年
に
始
動
し
た
「
穴
ア
ー
カ
イ
ブ
」

は
、
今
年
で
10
周
年
。
市
井
の
人
々
か
ら
提
供
い

た
だ
い
た
84
巻
の
8
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
は
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
「
世
田
谷
ク
ロ
ニ
ク
ル
」
で
公
開
し
て
い

る
。
本
年
度
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、
視
聴
者
の

〈
声
〉
を
直
筆
の
コ
メ
ン
ト
で
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、「
エ
ト
セ
ト
ラ
の
時
間
」
も
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
の
方
法
を
見
直
し
た
。
目
が
見
え
る

ひ
と
、
見
え
な
い
ひ
と
が
全
国
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
参
加
し
て
、
映
像
を
鑑
賞
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
。
こ
れ
ま
で
は
、
そ
の
内
容
を
〈
会
話
録
〉
と

し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
公
開
し
て
き
た
が
、
今
回
か

ら
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
〈
声
〉
と
し
て
参
加
者
の
コ

メ
ン
ト
を
掲
載
す
る
こ
と
に
。
節
分
や
雪
だ
る
ま
、

ス
ケ
ー
ト
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
が
記
録
さ
れ
た
映

像
を
視
聴
し
な
が
ら
、
耳
で
分
か
る
よ
う
に
言
葉

に
し
て
い
く
。
赤
塚
不
二
夫
の
漫
画
の
「
シ
ェ
ー
」

を
ま
ね
た
ポ
ー
ズ
な
ど
、
見
逃
し
て
し
ま
い
そ
う

な
何
気
な
い
シ
ー
ン
に
も
気
づ
く
。

　
対
面
で
じ
っ
く
り
映
像
を
み
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ

を
充
実
さ
せ
て
い
く
「
せ
た
が
や
ア
カ
カ
ブ
の

会
」
も
10
年
目
。
参
加
者
世
代
も
徐
々
に
変
化
し

て
い
る
。
次
の
10
年
に
向
け
た
ア
ー
カ
イ
ブ
の
活

用
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。

地
域
と
市
民
活
動

Local Com
m

unity

エトセトラの時間　見えるものと見えないものを語る会
開催日時 ①2025年7月21日（月・祝）
 ※講師都合により中止
 ②2026年2月11日（水・祝）
 14:00～16:30　
会場 オンライン（Zoomミーティング）
参加人数 5名
参加費 無料
企画制作 視覚障害者とつくる美術鑑賞ワークショップ、

remo［NPO法人記録と表現とメディアのた
めの組織］

イラスト 進士遥

せたがやアカカブの会
開催日時 vol.41：2025年5月11日（日)、
 vol.42：2025年9月28日（日)、
 vol.43：2026年1月25日（日）  
 14:00～15:30
会場 ワークショップルームA
参加人数 29名
参加費 無料
企画制作 remo［NPO法人記録と表現とメディアのた

めの組織］
ウェブサイトデザイン・構築 　田中慶二（Calamari Inc.）

20代の声
昔のホームビデオを観るという
貴重な機会で、様々な方のお話を
聞くことができてよかった。

24

3

1

5

エトセトラの時間　見えるものと見えないものを語る会

せたがやアカカブの会

穴アーカイブ：an-archive

1 せたがやアカカブの会
2 エトセトラの時間
3 直筆のコメント
4 ウェブサイト「世田谷クロニクル」もリニューアル
5 映像から思い出したことなどを記入
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生活工房の施設案内、事業予定、募集情報、展覧会レ
ポートなどを掲載して情報発信した。ユーザー目線を意識
した分かりやすく見やすいウェブサイトを目指し、サイト内
コンテンツの改善も図った。
─
生活工房ウェブサイト
https://www.setagaya-ldc.net
ページビュー数：315,553件

 

世田谷クロニクル1936-83
https://ana-chro.setagaya-ldc.net/films/
ページビュー数：24,550件

ウェブサイト

SNSを通じた広報活動も積極的に行い、特にInstagram

のフォロワー数を前年度比112％に伸ばした。施設を身近
に感じてもらえるよう情報配信に注力した。
─

 @setagaya_ldc 
 フォロワー数：2,845名

 @setagaya_ldc
 フォロワー数：3,551名 

 https://www.facebook.com/setagayaldc
 フォロワー数：1,777名

ソーシャルメディア

YouTubeチャンネル

セミナーシリーズの記録動画を公開し、チャンネル登録者
数は前年度比126%、年間総再生数は前年度比113％と

なった。

https://www.youtube.com/@生活工房公益財団法人
チャンネル登録者数 4,089人
2025年度の視聴数63,117回

動画配信

メディア向けにプレスリリースを配信。取材対応や記事掲
載対応等を実施した。
─
新聞：7件
雑誌：6件
WEB：73件
TV・ラジオ：10件

広報掲載実績

情報紙を年4回発行し、生活工房の事業を紹介した。世田
谷区内施設や全国の文化施設等で配架して施設全体の周
知を図るとともに、デジタル情報を受け取ることが難しい
層にも情報を届けた。
─
季刊生活（2025年7.8.9月号～2026年4.5.6月号）

季刊発行、発行部数：各7,000部
題字：加山幹子
グラフィックデザイン：小林一毅

印刷物発行

世田谷区内で営業する商店等に依頼し、広報面の協力、
イベント会場で関連書籍を販売してもらうなど、地域連携
を図った。
─
協力先
・ twililight
 東京都世田谷区太子堂４丁目２８－１０ 鈴木ビル３F・屋上

・ エコー仲見世商店街
・ 絵れ菜 Elena Tokyo
 東京都世田谷区三軒茶屋2-13-16

商業施設等との

連携広報・地域連携

生

活

工

房

フ
ラ
イ
ヤ

ー

ギ
ャ
ラ

リ

ー

2
0
2
5

生
活
工
房　

広
報
事
業
︵2025.4.1

2025.4.1 ––2026.3.31
2026.3.31

︶
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生
活
工
房　

施
設
ガ
イ
ド

休館日・管理休館日：年末年始・月曜日（祝・休日を除く）
所在地：東京都世田谷区太子堂4-1-1　キャロットタワー
TEL：03-5432-1543
URL：https://www.setagaya-ldc.net

生活工房は、

地域の人々の

活動や発表の場 !

講演会やミーティングに最適講演会やミーティングに最適

セミナールームAセミナールームA
74㎡／定員48名／利用時間9:00～22:00　

貸出対象
スペース

ワークショップルームAワークショップルームA
126㎡／定員50名／利用時間9:00～22:00

貸出対象
スペース

生活工房ギャラリー生活工房ギャラリー
開館時間：9:00～21:00　

貸出対象
スペース

セミナールームBセミナールームB
83㎡／定員48名／利用時間9:00～22:00

貸出対象
スペース

ワークショップルームBワークショップルームB
145㎡／定員50名／利用時間9:00～22:00

市民活動支援コーナー市民活動支援コーナー
利用時間：9:00～21:00

ものづくりや展示を楽しむものづくりや展示を楽しむ

生活工房では多彩な設備を備えたスペー

スで独自の企画を行うほか、市民団体など

にお部屋を貸し出しています。スペースごと

に登録条件・利用方法などが異なりますの

で、詳細はお問い合わせください。

「セミナールーム」は、講習会や会議に適したスペースです。
プロジェクターを含む映像・音響設備も備え、効果的なプレ
ゼンテーションが可能です。A・B各部屋の可動式間仕切りを
外せば最大で120名（机椅子使用時は108名）まで収容できます。

「ワークショップルームA」は、ものづくりやトークイベントに
対応したスペースで、併設されたキッチン（63㎡）には、各種
厨房用品も備えています。多人数の交流会にも最適です。
「ワークショップルームB」は、扇形の壁面が特徴的な展示ス
ペースです。可動パネルで室内のレイアウト変更ができ、多
様な展示が行えます。音響や映像機器を使った集会等の開
催も可能です。

生活工房の展示や市民活動の拠点生活工房の展示や市民活動の拠点

「生活工房ギャラリー」は、暮らしのデザインやクラフト、異
文化紹介などをテーマに、生活工房が主催する企画展示を
行っています（一般への貸出はしていません）。
「市民活動支援コーナー」は、世田谷で活動している市民活
動団体が打ち合わせや作業を行うことができるスペースです。
（世田谷区の三軒茶屋駅周辺の公共施設再配置により、令和8年3月31日を

もって閉鎖となりました。）

トップページ

施設案内

クラシーと

カワルンの

「生活工房って
いったいどんな

ところなの?」

生
活
工
房
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

施
設
の
ご
案
内
を
し
て
お
り
ま
す
︒

5F5F

4F4F

3F3F
3839



数字で見る

生活工房
（2025.4.1–2026.3.312025.4.1–2026.3.31）

2025年度来場者アンケートのデータより
（2025年4月1日–2026年3月31日）

来
場
者
の
住
ま
い

40代
21%

無回答
3%

10代未満
5%

10代
5%

70代
8%

80代
2%

30代
15%

20代
8%

50代
21%

60代
12%

来
場
者
の
年
代

無回答
3%

東京都外
20%

23区以外の
都内
8%

世田谷区
以外の23区
19%

世田谷区
50%

来
場
者
数

事業総数事
業
数
展覧会    5件
展覧会関連イベント   15件
ワークショップ・セミナー   15件
地域と市民活動    12件

展覧会    230,037人
展覧会関連イベント   318人
ワークショップ・セミナー   1,321人
地域と市民活動    9,333人
貸館使用者・来場者    29,890人

来場者総数

270,899 47
ご支援・ご協力いただいた
企業、団体、教育・公共機関等（各50音順・敬称略）

共催： 世田谷おはなしネットワーク、世田谷文学館、認定NPO法人プレーパークせたがや、せんだいメディ
アテーク（公益財団法人仙台市市民文化事業団）

協力：アジア・アフリカ言語文化研究所基幹研究人類学「社会性の人類学的探究：トランスカルチャー状
況と寛容／不寛容の機序」、ArtSticker、大平農園、北秋田市くまくま園、行山流舞川鹿子躍、三軒
茶屋エコー仲見世商店街、視覚障害者とつくる美術鑑賞ワークショップ、昭和のくらし博物館、せた
がや未来の平和館（世田谷区立平和資料館）、造形教育センター、大三角編集部（大澤景、竹中万
季、シャラポア野口）、東京外国語大学フィールドサイエンスコモンズ（TUFiSCo）、東京日仏学院、
日本学術振興会学術知共創プログラム「身体性を通じた社会的分断の超克と多様性の実現」、日本
ヘアカラー工業会、日本モンキーセンター、福島県立相馬高校放送局、ホーユーヘアカラーミュージ
アム、吉岡養蜂園、理想科学工業株式会社、remo［NPO法人記録と表現とメディアのための組織］

助成：JSPS科研費19K13479・23H03899C03・24H02199・24H0219814・23K20129助成

後援： 世田谷区､世田谷区教育委員会

生活工房アニュアルレポート2025
発行日：2026年4月30日

編集  桜井祐、篠原繭（TISSUE Inc.）、生活工房
デザイン 北岡誠吾
写真 大野真人（表紙）、富澤大輔（P1,P31-39）

印刷 株式会社山田写真製版所
協賛 株式会社東急コミュニティー
発行 公益財団法人せたがや文化財団　生活工房
 〒154-0004東京都世田谷区太子堂4-1-1 キャロットタワー
 電話：03-5432-1543　ファックス：03-5432-1559
 メール：info@setagaya-ldc.net
 https://www.setagaya-ldc.net

本書の無断転写、複製、転載を禁じます。
©Setagaya Arts Foundation Lifestyle Design Center 2025–2026
Printed in Japan

生活工房アニュアルレポートとは─
生活工房の1年間の活動をまとめた記録・報告書です。

2026年度展覧会のご案内

9月予定

三角コーン展（仮）

11月予定

草間京平とガリ版文化展（仮）

2026年度の展覧会事業は、キャロットタワー4階ワークショップルームにて
開催します。生活工房ギャラリーは現在の3階から2階へ移転し、2027年4月
（予定）にリニューアルオープンいたします。

次年度のお知らせ

40
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世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
に
あ
る
通
称
・
三
角
地
帯
。
世
田
谷
通
り

と
玉
川
通
り
に
挟
ま
れ
、
細
い
路
地
が
縦
横
に
入
り
組
む
こ
の
エ

リ
ア
に
は
、
戦
後
ヤ
ミ
市
に
端
を
発
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
店

舗
が
共
存
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
工
房
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
2
0
2
6
年
1
月
20
日
か
ら
3

月
22
日
に
か
け
て
「
三
軒
茶
屋 

大
三
角
地
帯
展
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
三
角
地
帯
の
み
な
ら
ず
、
文
化
的
に
つ
な
が
る
周
辺
エ
リ

ア
や
関
係
性
を
「
大
三
角
地
帯
」
と
捉
え
、
そ
こ
に
堆
積
す
る
記

憶
と
記
録
を
集
め
て
ひ
ら
く
来
場
者
参
加
型
の
展
覧
会
で
す
。

　

本
書
は
、
会
期
中
に
更
新
さ
れ
て
い
っ
た
「
大
三
角
地
帯
事
典
」

の
冊
子
版
。
こ
の
地
に
ま
つ
わ
る
事
象
を
項
目
と
し
て
ま
と
め
た

事
典
に
、
来
場
者
か
ら
の
投
書
や
、
付
箋
で
貼
ら
れ
た
声
、
毎
週

末
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
を
増
補
し
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
に
集
ま
る
方
た
ち
の
記
憶
や
記
録
を
ひ
も
と
い
て
い

く
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
営
ま
れ
て
い
く
「
生
活
」

の
か
た
ち
と
引
き
継
ぎ
方
を
考
え
る

│
言
葉
で
は
語
り
尽
く
せ

ぬ
展
覧
会
の
「
副
読
本
」
で
す
。

単
語  

 

和
語
は
ひ
ら
が
な
で
表
記
し
、
外
来
語
は
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
し
て
い
る
。

漢
字
表
記  

 

単
語
に
お
け
る
主
な
漢
字
表
記
を
【
　
】
の
中
に
示
し
て
い
る
。

カ
テ
ゴ
リ
ー  

 

厳
密
に
は
定
義
の
定
ま
ら
な
い
「
三
角
地
帯
」
を
中
心
と
す
る
こ
の
事
典
で
は
、

 
 

以
下
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
単
語
を
区
別
し
て
い
る
。

 
 ﹇（

過
）﹈  

 

過
去
の
出
来
事
や
、
現
在
す
で
に
な
い
場
所

 
 ﹇

キ
ー
ワ
ー
ド
﹈  

 

語
り
継
が
れ
る
お
話
や
、
三
角
地
帯
を
語
る
に
欠
か
せ
な
い
単
語

 
 ﹇

建
物
・
施
設
﹈  

 

話
題
に
あ
が
り
が
ち
な
建
築
物
や
施
設

 
 ﹇

道
・
交
通
﹈  

 

こ
の
地
域
を
語
る
う
え
で
主
要
な
道
路
や
通
り

 
 ﹇

土
地
・
エ
リ
ア
﹈  

 

広
域
に
及
ぶ
場
所
や
住
所
名

 
 ﹇

生
活
﹈  

 

生
活
に
密
接
な
施
設
や
店
舗
、
催
し
な
ど

 
 ﹇

歴
史
﹈  

 

こ
の
地
域
の
成
り
立
ち
に
関
係
す
る
、
歴
史
上
の
出
来
事
や
場
所

 
 ﹇
商
店
﹈  

 

品
物
の
販
売
を
行
う
個
人
経
営
店
や
チ
ェ
ー
ン
店

 
 ﹇
飲
食
店
﹈  

 

食
事
や
飲
料
、
お
酒
を
提
供
す
る
店

 
  

 「
三
軒
茶
屋 

大
三
角
地
帯
展
」
の
来
場
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
元
に
追
加
し
た
項
目

 
  

 

同
展
覧
会
会
場
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
を
編
集
し
た
来
場
者
か
ら
の
情
報

 
  

 

同
展
覧
会
会
場
に
設
置
さ
れ
た
「
大
三
角
地
帯
マ
ッ
プ
」
に
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト

  
 

同
展
覧
会
会
期
中
に
実
施
さ
れ
た
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
ま
つ
わ
る
項
目

凡
　
例

02

東急
田園
都市
線

三軒
茶屋
駅

駒の湯

東急世田谷線
三軒茶屋駅 エコー仲見世

肉のハナマサ

国
道

24
6号
線

3番街

キャロ
ット

タワー

世田谷
通り

ゆうらく通り
千代の湯

三元ビル

三角地帯

※事典の項目は、生活工房アニュアルレポートで過去に作成された『三軒茶屋・三角地帯 △の
はなし／△の地図』（2023年度）、『三角地帯のはじまりを辿るFIELD NOTE』（2024年度）に
掲載された内容、編集部にて「三軒茶屋 大三角地帯展」に合わせ作成した内容に、展示期間
中に来場者から寄せられた情報を追加して作成しています。情報は2026年4月時点のもの。追
加項目やコメントについては、情報の性質上一部事実確認がしきれなかった内容も含みます。
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【
あ
】

あ
お
き‒
や
【
青
木
屋
】﹇
商
店
（
過
）﹈　
三
角
地
帯
・

エ
コ
ー
仲
見
世
内
に
か
つ
て
あ
っ
た
玩
具
屋
。
2
0
0
9

年
に
閉
店
す
る
ま
で
、
60
年
間
営
業
を
続
け
て
い
た
。

 

「
祖
母
が
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
買
っ
て
く
れ
た
」

（
50
代
・
世
田
谷
区
在
住
）

 

「
3
月
に
30
歳
に
な
る
息
子
が
園
児
の
頃
、
当
時
流
行
し

て
い
た
ベ
イ
ブ
レ
ー
ド
を
買
い
に
よ
く
通
い
ま
し
た
。
ご

褒
美
を
買
い
に
青
木
屋
さ
ん
へ
一
緒
に
行
き
ま
し
た
」

（
50
代
・
30
年
近
く
世
田
谷
区
在
住
）

 

「
私
の
子
ど
も
時
代
か
ら
自
分
の
息
子
ま
で
、
二
代
に
わ

た
り
お
世
話
に
な
っ
た
お
も
ち
ゃ
屋
さ
ん
。
お
小
遣
い
を

貯
め
て
初
め
て
自
分
で
買
っ
た
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
が
懐
か
し
い

で
す
。
今
か
ら
25
年
ぐ
ら
い
前
、
息
子
の
た
め
の
『
カ
タ

カ
タ
』
が
欲
し
く
て
訪
ね
た
ら
、
2
階
の
倉
庫
か
ら
昭
和

レ
ト
ロ
な
木
製
の
も
の
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
当
時
は

す
で
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
昔
な
が
ら
の
も
の
が
欲
し
か
っ
た
の
で
即
購
入
。
あ

ま
り
の
キ
ュ
ー
ト
さ
に
、
今
で
も
外
箱
ご
と
取
っ
て
あ
り

ま
す
。
黄
色
地
に
動
物
が
描
か
れ
た
包
装
紙
も
か
わ
い
か

っ
た
〜
!
」（
50
代
・
町
田
市
在
住
。
実
家
が
三
茶
で
三

代
三
茶
在
住
）

 

「
エ
コ
ー
仲
見
世
に
2
0
0
9
年
ま
で
存
在
し
た
お
も
ち

ゃ
屋
。
ご
夫
婦
で
経
営
し
て
い
た
。
毎
年
ク
リ
ス
マ
ス
に

欲
し
か
っ
た
お
も
ち
ゃ
が
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
届
い
た
。
誰

に
も
言
っ
て
な
い
の
に
、
サ
ン
タ
さ
ん
す
ご
い
!
と
感
動

し
た
。
今
考
え
る
と
、
青
木
屋
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん

が
私
の
祖
父
母
に
『
あ
の
お
も
ち
ゃ
を
も
の
欲
し
そ
う
に

見
て
た
よ
』
と
こ
っ
そ
り
伝
え
て
い
た
」（
50
代
・
祖
父

母
以
来
の
三
茶
三
代
目
）

あ
だ
ち‒

し
ょ
う
て
ん
【
足
立
商
店
】﹇
商
店
（
過
）﹈　

ゆ
う
ら
く
通
り
に
か
つ
て
あ
っ
た
乾
物
店
。
1
9
4
7
年
創

業
。
上
町
に
移
転
し
た
2
0
1
9
年
ま
で
、
飲
食
店
が
中
心

と
な
っ
た
ゆ
う
ら
く
通
り
の
中
で
唯
一
食
品
を
扱
う
個
人
店

と
し
て
、
開
業
当
初
の
ス
タ
イ
ル
を
貫
い
て
い
た
。

あ
む
す‒

せ
い
ぶ
【am

s 

西
武
】﹇
商
店
（
過
）﹈　
1
9
 

8
0
年
代
に
存
在
し
た
、
西
武
系
列
の
百
貨
店
。
月
賦
百

貨
店
の
「
緑
屋
」
が
西
武
と
合
併
し
た
こ
と
で
誕
生
し
た
。

同
店
は
世
田
谷
区
が
官
民
一
体
で
進
め
る
「
市
街
地
再
開
発

事
業
」
の
第
一
工
区
と
し
て
1
9
8
5
年
に
緑
屋
か
ら
建

て
替
え
ら
れ
、
三
軒
茶
屋
地
域
の
再
開
発
の
嚆
矢
と
も
な
っ

た
。
1
9
9
8
年
に
同
じ
く
セ
ゾ
ン
グ
ル
ー
プ
（
当
時
）
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
西
友
に
業
態
転
換
し
、
西
友

三
軒
茶
屋
店
と
な
り
今
に
至
る
。

 

「
5
階
で
映
画
や
演
劇
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
か
、

い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
館
長

さ
ん
が
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
熱
い
人
で
、
企
画
が
面
白
け

れ
ば
格
安
で
ホ
ー
ル
を
貸
し
て
く
れ
た
。
本
屋
の
『
リ
ブ

ロ
ポ
ー
ト
』
も
あ
っ
た
し
、
本
当
に
文
化
度
の
高
い
場
所

で
し
た
」

 
 

緑
屋

 

【
い
】

い
し
ば
し‒

ろ
う
【
石
橋
楼
】﹇
飲
食
店
（
過
）﹈　

三
軒

茶
屋
の
地
名
の
由
来
に
な
っ
た
三
つ
の
茶
屋
の
一
つ
。
国
道

2
4
6
号
線
と
世
田
谷
通
り
の
交
差
点
に
店
を
構
え
、
大
山

へ
の
参
拝
客
を
多
く
迎
え
た
。
大
正
期
に
「
茶
寮
イ
シ
バ
シ
」

と
し
て
洋
食
屋
に
転
換
。
三
つ
の
茶
屋
の
中
で
最
後
ま
で
飲

食
業
を
続
け
て
い
た
。
1
9
4
5
年
、
空
襲
に
よ
る
延
焼
の

防
止
を
目
的
に
し
た
建
物
疎
開
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
閉

店
。
戦
後
、
跡
地
は
協
和
銀
行
を
経
て
カ
ラ
オ
ケ
店
に
な
っ

て
い
る
。　

 
 

協
和
銀
行
三
軒
茶
屋
支
店

い
り
あ
い‒

ち
【
入
会
地
】﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈　

村
同
士

が
共
同
利
用
す
る
こ
と
を
決
め
た
土
地
の
こ
と
。
一
般
的
に

村
境
の
山
林
や
原
野
な
ど
が
入
会
地
に
さ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
現
在
の
三
角
地
帯
の
周
辺
は
、
も
と
も
と
村
の
中
心

か
ら
外
れ
た
村
境
で
あ
り
、
周
辺
の
太
子
堂
村
や
駒
沢
村
な

ど
が
共
有
す
る
入
会
地
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
た
。

い
り
き
ん
【
入
禁
】﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈　

店
側
か
ら
「
出
禁
」

を
お
客
に
出
す
こ
と
が
あ
る
が
、
お
客
の
方
か
ら
「
入
禁
」

と
し
て
入
店
を
自
ら
禁
じ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
飲
み
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
、
面
倒
を
か
け
て
し
ま
っ
た
、
人
間
関
係
が

難
し
い
…
…
と
い
っ
た
気
持
ち
か
ら
そ
う
す
る
と
い
う
が
、

誰
に
で
も
共
感
で
き
る
話
と
は
言
え
な
い
。

 

「
入
る
の
は
ダ
メ
。
出
る
の
は
O
K
。
出
禁
＝
店
側
。
入
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禁
＝
客
側
」（
40
代
・
世
田
谷
区
在
住
）

 
 

出
入
禁
止
・
出
禁

 

【
え
】

え
ー‒

ぶ
り
っ
じ
【a-bridge

】﹇
飲
食
店
﹈　

三
角
地

帯
内
、
三
元
ビ
ル
の
屋
上
階
に
あ
る
カ
フ
ェ
バ
ー
。
カ
レ
ー

や
パ
ス
タ
の
他
、
デ
ザ
ー
ト
や
カ
ク
テ
ル
ま
で
幅
広
い
メ
ニ

ュ
ー
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
持
つ
。
時
折
ラ
イ
ブ
や
展
示
な
ど

の
企
画
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
。
テ
ラ
ス
か
ら
は
、
三
角
地

帯
を
真
上
か
ら
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

「
三
元
ビ
ル
の
怖
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
昇
っ
て
最
上
階
、

屋
上
に
掘
立
て
小
屋
が
つ
い
た
よ
う
な
、
不
思
議
な
作
り

の
カ
フ
ェ
。
深
夜
0
時
ま
で
や
っ
て
い
て
、
D
J
も
で
き

た
は
ず
。
2
0
0
7
年
頃
、
大
学
生
だ
っ
た
時
、
少
し

年
上
の
ア
ー
ト
や
カ
ル
チ
ャ
ー
に
興
味
が
あ
る
先
輩
た
ち

が
連
れ
て
っ
て
く
れ
て
、
打
ち
合
わ
せ
な
ど
で
少
し
カ
ッ

コ
つ
け
て
よ
く
行
っ
て
い
た
」（
30
代
・
世
田
谷
区
在
住
）

 
 

三
元
ビ
ル

エ
コ
ー‒

な
か
み
せ
【
エ
コ
ー
仲
見
世
】﹇
生
活
﹈　

年

季
の
入
っ
た
看
板
や
タ
イ
ル
が
戦
後
の
三
角
地
帯
の
歴
史
を

象
徴
す
る
、
二
筋
の
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街
。
戦
後
に
焼
け

出
さ
れ
た
浅
草
の
人
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
出
店
し
、
1
9
 

5
0
年
に
形
成
さ
れ
た
。「
仲
見
世
」
の
名
前
は
浅
草
寺
の

参
道
「
仲
見
世
通
り
」
か
ら
。
東
京
急
行
電
鉄
（
以
下
、
東

急
電
鉄
）
玉
川
線
が
路
面
電
車
と
し
て
運
行
し
て
い
た
当
時

は
、
乗
り
換
え
の
通
路
と
し
て
多
く
の
人
が
行
き
交
っ
て
い

た
。
現
在
で
も
商
店
街
創
設
当
初
の
店
が
数
軒
残
っ
て
い
る
。

 

「
1
9
7
0
年
代
の
夏
、
エ
ア
コ
ン
が
あ
ま
り
な
い
時
代

に
、
エ
コ
ー
仲
見
世
の
入
り
口
に
氷
柱
が
立
っ
て
い
た
。

と
て
も
涼
し
げ
だ
っ
た
」

え
れ
な‒

と
う
き
ょ
う
【
絵
れ
菜 T

okyo

】﹇
商
店
﹈　

2
0
2
3
年
に
三
角
地
帯
・
エ
コ
ー
仲
見
世
内
に
て
開
業

し
た
器
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
店
主
で
あ
る
村
上
大
輔
の
祖
父
は
、

同
じ
エ
コ
ー
仲
見
世
で
「
大
野
カ
バ
ン
店
」
を
営
業
し
て
い

た
。
店
主
は
現
在
、
三
軒
茶
屋
仲
見
世
商
業
協
同
組
合
の
事

業
部
長
も
務
め
る
。

 
 

大
野
カ
バ
ン
店

 

【
お
】

お
お
の‒

カ
バ
ン‒

て
ん
【
大
野
カ
バ
ン
店
】　
﹇
商

店
（
過
）﹈
1
9
5
0
年
創
業
の
老
舗
か
ば
ん
店
。
世
田
谷

通
り
沿
い
、
エ
コ
ー
仲
見
世
の
入
り
口
に
店
を
構
え
て
い
た
。

2
0
1
5
年
に
閉
店
。
跡
地
で
は
「
い
き
な
り
ス
テ
ー
キ
」

が
営
業
し
て
い
る
。

 

「
ラ
ン
ド
セ
ル
な
ど
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
、
10
年
く
ら
い
前
に C

lose 

…
…
。
こ
こ
で
有
名
人

（
ス
ポ
ー
ツ
選
手
）
に
も
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

ん
な
場
所
で
び
っ
く
り
!　

謎
で
し
た
」（
40
代
・
40
年

く
ら
い
世
田
谷
区
在
住
）

 

「
自
分
が
知
る
限
り
、
小
売
店
で
唯
一
吉
田
カ
バ
ン
を
扱

っ
て
い
た
名
店
で
す
」（
50
代
・
町
田
市
在
住
。
実
家
が

三
茶
で
三
代
三
茶
在
住
）

 

「
40
〜
50
年
前
で
す
が
、
バ
ッ
ク
を
買
う
と
き
は
必
ず
エ

コ
ー
の
大
野
カ
バ
ン
店
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
買
う
こ

と
も
あ
れ
ば
、
価
格
の
参
考
に
す
る
こ
と
も
」

お
お
や
ま
【
大
山
】﹇
土
地
・
エ
リ
ア
﹈　

神
奈
川
県
の
丹

沢
大
山
国
定
公
園
に
そ
び
え
る
、
標
高
1
2
5
2
メ
ー
ト

ル
の
山
。
か
つ
て
は
「
阿
夫
利
（
あ
ふ
り
）
山
」「
雨
降
（
あ

ふ
）
り
山
」
と
も
言
わ
れ
、
古
く
か
ら
雨
乞
い
の
霊
山
と
し

て
知
ら
れ
た
。
江
戸
時
代
中
期
に
は
大
山
へ
参
拝
す
る
「
大

山
詣
」
が
庶
民
の
間
で
流
行
し
、
参
拝
の
た
め
の
「
大
山
道
」

が
大
山
を
中
心
に
放
射
線
状
に
整
備
さ
れ
た
。
そ
の
道
の
一

つ
が
三
角
地
帯
発
展
の
ル
ー
ツ
の
一
つ
と
な
っ
た
。

  

大
山
道

お
お
や
ま‒

み
ち
【
大
山
道
】﹇
道
・
交
通
﹈　

江
戸
時

代
に
形
づ
く
ら
れ
た
、
江
戸
か
ら
大
山
へ
と
至
る
古
道
群
の

総
称
。
三
軒
茶
屋
を
通
る
大
山
道
は
、「
矢
倉
沢
往
還
」
と

も
呼
ば
れ
た
。
現
在
そ
の
道
筋
は
国
道
2
4
6
号
線
に
な

っ
て
お
り
、
三
角
地
帯
の
突
端
に
は
石
仏
の
あ
る
道
標
が
残

っ
て
い
る
。

  

大
山  

大
山
道
の
道
標
石
碑  

矢
倉
沢
往
還

お
お
や
ま
み
ち‒

の‒

ど
う
ひ
ょ
う‒

せ
き
ひ
【
大

山
道
の
道
標
石
碑
】﹇
歴
史
﹈　

三
軒
茶
屋
駅
前
の
交
差

点
の
、
国
道
2
4
6
号
線
と
世
田
谷
通
り
の
交
差
点
に
建

て
ら
れ
た
道
標
。
背
面
の
記
載
か
ら
寛
延
2
年
（
1
7
4
9
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年
）
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
正
面
に
は
「
左
相
州

通　

大
山
道
」、
左
側
面
に
は
「
右
富
士　

世
田
谷
道　

登

戸
道
」、
右
側
面
に
は
「
此
方　

二
子
通
」
と
あ
る
。
道
標

の
上
部
に
は
不
動
明
王
の
石
仏
が
鎮
座
し
て
い
る
。
近
代
に

入
り
、
路
面
電
車
や
道
路
の
拡
幅
の
た
め
に
転
々
と
し
た
の

ち
、
1
9
8
3
年
に
ほ
ぼ
元
の
位
置
に
戻
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

本
来
の
道
標
と
し
て
は
、
石
仏
の
正
面
が
渋
谷
方
面
に
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
が
南
を
向
い
て
お
り
、
道
を
指
し
示
す
機

能
は
失
わ
れ
て
い
る
。

お
ん
せ
ん
【
O
N
S
E
N
】﹇
飲
食
店
（
過
）﹈　

3
番
街

に
か
つ
て
あ
っ
た
バ
ー
。「
温
泉
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て

お
り
、
全
国
各
地
の
温
泉
水
を
飲
む
こ
と
が
で
き
た
。
焼
酎

の
温
泉
割
り
を
楽
し
め
た
他
、
温
泉
水
の
出
汁
で
作
ら
れ
た

お
で
ん
も
好
評
だ
っ
た
。

 

「
三
茶
で
初
め
て
通
い
詰
め
た
店
。“
温
泉
水
で
割
る
”

酒
が
出
て
い
た
。
面
白
い
お
じ
さ
ん
が
沢
山
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
バ
ー
『
霧
の
中
の
風
景
』
に
な
っ
て
い
ま
す
」

（
40
代
・
世
田
谷
区
在
住
）

 

「
2
0
1
2
年
の
春
か
ら
数
年
間
だ
け
3
番
街
に
あ
っ
た
。

そ
の
後
『
霧
の
中
の
風
景
』
と
な
っ
て
現
在
に
至
る
。
温

泉
水
の
前
割
り
（
焼
酎
を
温
泉
水
で
割
っ
て
し
ば
ら
く
置

い
た
も
の
）
が
美
味
し
か
っ
た
」（
40
代
・
世
田
谷
区
に

は
仕
事
で
た
ま
に
来
る
）

  

霧
の
中
の
風
景

 

【
か
】

か
い
じ
ょ
う‒

を‒

つ
く
る
【
会
場
を
作
る
】﹇
イ
ベ

ン
ト
﹈　

2
0
2
6
年
2
月
14
日
に
展
示
会
場
内
で
開
催
。

モ
ク
タ
ン
カ
ン
株
式
会
社
代
表
・
建
築
士
の
荒
木
源
希
を
講

師
に
、
三
角
地
帯
で
「
エ
レ
メ

ン
ト
」
を
探
す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
。
大
三
角
地
帯
展
の
会
場
設

計
を
担
当
し
た
荒
木
が
、
三
角

地
帯
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

や
模
型
制
作
を
通
じ
て
、
街
の

要
素
を
ど
の
よ
う
に
会
場
構
成

へ
落
と
し
込
ん
だ
か
を
解
説
。

そ
の
後
、
参
加
者
と
と
も
に
三

角
地
帯
へ
繰
り
出
し
た
。
看
板

や
サ
イ
ン
の
写
真
を
撮
っ
て
原
寸
大
で
印
刷
、
手
書
き
の

「
立
ち
小
便
禁
止
」
の
看
板
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
制
作
、
壁
を

這
う
コ
ー
ド
を
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
や
結
束
バ
ン
ド
で
再
現
、

さ
ら
に
は
閉
店
し
た
店
舗
の
椅
子
の
脚
を
持
ち
込
む
な
ど
、

各
自
が
発
見
・
採
集
し
た
街
の
「
エ
レ
メ
ン
ト
」
を
会
場
へ

持
ち
帰
り
展
示
に
付
け
加
え
た
。

か
し‒

て
ん
ぽ
【
貸
店
舗
】﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈　

三
角
地

帯
の
飲
食
店
の
店
舗
は
、
ヤ
ミ
市
時
代
か
ら
営
業
し
現
在
は

廃
業
し
た
元
個
人
店
が
大
家
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
大
型
ス

ー
パ
ー
の
出
店
が
進
む
80
年
代
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
徐
々

に
個
人
店
の
数
が
減
少
。
そ
れ
に
伴
い
、
空
い
た
店
舗
を
飲

食
店
に
賃
貸
す
る
こ
と
が
増
え
た
。

カ
ラ
オ
ケ‒

ボ
ッ
ク
ス
﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈　

三
軒
茶
屋
・

三
角
地
帯
に
は
カ
ラ
オ
ケ
店
が
数
軒
存
在
す
る
。

  

・ 

カ
ラ
オ
ケ 

ビ
ッ
グ
エ
コ
ー 

三
軒
茶
屋
駅
前
店　

世
田
谷
通

り
と
国
道
2
4
6
号
線
の
交
差
す
る
突
端
の
ビ
ル
の
全
フ

ロ
ア
に
展
開
し
て
い
る
。

 

「
2
0
0
6
年
ご
ろ
、
深
夜
急
に
友
達
と
友
達
の
彼
氏
と

4
人
で
カ
ラ
オ
ケ
。
朝
に
な
っ
て
、
タ
イ
ム
リ
ー
プ
し
た

よ
う
な
感
覚
に
な
り
ま
し
た
」

  

・ 

カ
ラ
オ
ケ
ベ
ス
ト
10 

三
軒
茶
屋
店　

か
つ
て
の
映
画
館
「
中

央
劇
場
」
の
跡
地
に
入
居
し
て
い
る
。

 

「
持
ち
込
み
が
自
由
な
た
め
、
自
由
な
ス
タ
イ
ル
で
利
用

し
て
い
ま
す
」

 

「
笑
い
あ
り
涙
あ
り
の
青
春
の
場
所
！
お
別
れ
の
時
は
必

ず
行
っ
て
た
ナ
」

 

「
初
め
て
行
っ
た
時
、
持
ち
込
み
自
由
と
い
う
こ
と
で
、

電
気
コ
ン
ロ
を
持
ち
込
ん
で
、
鍋
を
し
た
。
あ
の
時
は
、

す
い
ま
せ
ん
で
し
た
…
」

  

・ 

カ
ラ
オ
ケ
ま
ね
き
ね
こ 

三
軒
茶
屋
店　

栄
通
り
沿
い
に
2
 

0
1
6
年
出
店
。

 

「
中
学
生
の
頃
、
友
達
5
人
で
カ
ラ
オ
ケ
し
に
行
っ
た
ら

お
会
計
が
足
り
な
か
っ
た
。
家
が
一
番
近
い
子
が
取
り
に

帰
っ
た
な
ぁ
」

か
ら
す
や
ま‒

が
わ
【
烏
山
川
】﹇
土
地
・
エ
リ
ア

（
過
）﹈　

世
田
谷
区
を
か
つ
て
流
れ
て
い
た
川
。
北
烏
山
の

高
源
院
に
あ
る
池
に
端
を
発
し
、
三
軒
茶
屋
駅
北
部
を
抜
け
、

目
黒
川
に
注
い
で
い
た
。
現
在
は
ほ
ぼ
全
体
が
暗
渠
に
な
っ

て
お
り
、
特
に
三
軒
茶
屋
周
辺
で
は
「
烏
山
川
緑
道
」
と
し
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て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
玉
川
上
水
か
ら
引
か
れ
た

烏
山
分
水
と
繋
が
っ
て
お
り
、
農
業
用
水
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
。

 
「
烏
山
川
緑
道
沿
い
に
あ
る
太
子
堂
小
学
校
の
正
門
前
は

三
軒
茶
屋
随
一
の
花
見
ス
ポ
ッ
ト
。
桜
の
季
節
に
は
卒
業

も
し
く
は
入
学
す
る
小
学
生
た
ち
、
散
歩
す
る
犬
た
ち
で

賑
わ
う
、
心
温
ま
る
風
景
が
見
ら
れ
る
」（
20
代
・
上
京

以
来
世
田
谷
区
在
住
）

か
わ
／
さ
ん
ず‒

の‒

か
わ
【
川
／
三
途
の
川
】﹇
キ

ー
ワ
ー
ド
﹈　

三
軒
茶
屋
の
飲
み
屋
街
を
挟
む
国
道
2
4
6

号
線
に
つ
い
て
の
、
酒
飲
み
の
間
の
俗
称
。

 

「
三
角
地
帯
と
栄
通
り
を
隔
て
る
国
道
2
4
6
号
。
ど
ち

ら
に
も
飲
み
屋
街
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
こ
の
道
を
挟
む

こ
と
で
客
層
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
。
こ
の
道
を
『
川
』
と

呼
ぶ
人
も
多
い
。
私
は
個
人
的
に
『
三
途
の
川
』
と
呼
ん

で
い
ま
す
」（
30
代
・
世
田
谷
区
在
住
）

か
ん
と
う‒

だ
い
し
ん
さ
い
【
関
東
大
震
災
】﹇
歴
史
﹈　

1
9
2
3
年
、
相
模
ト
ラ
フ
を
震
源
と
し
た
地
震
に
よ
る

災
害
。
特
に
地
震
後
の
火
災
に
よ
る
被
害
が
甚
大
で
、
当
時

の
東
京
市
内
の
当
時
の
約
60
%
の
家
屋
が
罹
災
し
た
。
一
方
、

農
村
地
帯
を
多
く
含
む
世
田
谷
地
域
は
比
較
的
被
害
が
軽
微

だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
東
京
市
の
下
町
か
ら
焼
け
出
さ
れ
た

人
々
が
世
田
谷
等
の
郊
外
に
住
み
始
め
る
。
三
軒
茶
屋
の
本

格
的
な
宅
地
化
は
こ
の
流
れ
を
受
け
た
も
の
。

か
ん
ば
ん‒

け
ん
ち
く
【
看
板
建
築
】﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈　 

昭
和
初
期
の
都
市
部
の
商
店
を
中
心
に
流
行
し
た
建
築
様
式
。

木
造
町
家
の
正
面
を
、
銅
板
や
モ
ル
タ
ル
、
タ
イ
ル
な
ど
で

衝
立
の
よ
う
に
覆
っ
た
も
の
を
指
す
。
関
東
大
震
災
後
の
防

火
対
策
に
加
え
、
当
時
流
行
し
て
い
た
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン

へ
の
嗜
好
が
相
ま
っ
て
、
多
く
の
商
店
が
こ
の
様
式
を
採
用

し
た
。
そ
の
後
、
バ
ブ
ル
時
代
の
地
価
高
騰
な
ど
に
よ
っ
て

激
減
。
現
在
、
三
軒
茶
屋
地
区
に
お
い
て
は
旧
街
道
沿
い
を

中
心
に
点
在
す
る
。

 
【
き
】

キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
﹇
建
物
・
施
設
﹈　

三
軒
茶
屋
駅
直

結
の
地
上
27
階
建
、
高
さ
1
2
4
メ
ー
ト
ル
の
高
層
複

合
ビ
ル
。
三
軒
茶
屋
地
域
の
再
開
発
事
業
の
目
玉
と
し
て

1
9
9
6
年
に
完
成
し
た
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
商
業
施
設

の
他
、
劇
場
や
生
活
工
房
と
い
っ
た
文
化
施
設
や
行
政
施
設

も
入
居
。
中
低
層
の
建
物
の
多
い
世
田
谷
区
の
中
で
有
数
の

高
さ
を
誇
る
三
軒
茶
屋
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
も
な
っ
て
お
り
、

26
階
に
は
世
田
谷
を
見
渡
せ
る
展
望
ロ
ビ
ー
も
あ
る
。

 

「
2
0
1
0
年
ご
ろ
、
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
毎
日
キ

ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
に
行
く
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
！
」

 

「
気
づ
い
た
ら
こ
こ
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
駅
、
職
場
、

待
ち
合
わ
せ
、
溜
ま
り
場
を
全
て
兼
ね
る
な
ん
で
も
あ
る

場
所
」

 

「
2
0
0
6
年
、
キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
が
夫
と
の
出
会
い

の
場
所
で
し
た
♥
」

き
ょ
う
わ‒

ぎ
ん
こ
う‒

さ
ん
げ
ん‒

ぢ
ゃ
や‒

し

て
ん
【
協
和
銀
行
三
軒
茶
屋
支
店
】﹇
建
物
・
施
設

（
過
）﹈　

国
道
2
4
6
号
線
と
世
田
谷
通
り
の
交
差
点
に
か

つ
て
あ
っ
た
銀
行
。
エ
コ
ー
仲
見
世
で
放
火
事
件
が
あ
っ
た

際
に
、
同
銀
行
ビ
ル
の
屋
上
か
ら
放
水
を
し
た
と
い
う
証
言

が
あ
る
。
そ
の
後
、
協
和
銀
行
は
合
併
を
繰
り
返
し
、
り
そ

な
銀
行
に
な
っ
た
2
0
0
3
年
に
ビ
ル
か
ら
撤
退
。
現
在

は
カ
ラ
オ
ケ 

ビ
ッ
グ
エ
コ
ー
が
入
居
し
て
い
る
。

き
り‒

の‒

な
か‒

の‒

ふ
う
け
い
【
霧
の
中
の
風

景
】﹇
飲
食
店
﹈　

三
角
地
帯
の
3
番
街
「
O
N
S
E
N
」

跡
に
2
0
1
4
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
立
ち
飲
み
バ
ー
。
店
名

の
由
来
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
映
画
監
督
テ
オ
・
ア
ン
ゲ
ロ
プ
ロ

ス
の
映
画
タ
イ
ト
ル
か
ら
。

  

「
た
だ
た
だ
飲
め
る
場
所
」（
30
代
・
板
橋
区
在
住
）

 

【
く
】

く
み
と
り
し
き‒

べ
ん
じ
ょ
【
汲
み
取
り
式
便
所
】

﹇
生
活
（
過
）﹈　

排
出
さ
れ
た
し
尿
を
便
器
下
の
便
槽
に
貯

留
し
、
定
期
的
に
汲
み
取
る
タ
イ
プ
の
ト
イ
レ
。
下
水
道
が

普
及
し
て
い
な
か
っ
た
頃
の
三
角
地
帯
で
は
、
汲
み
取
る
た

め
の
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
の
ホ
ー
ス
が
通
る
専
用
の
裏
道
が
あ

っ
た
。

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
・
せ
い
か
つ
こ
う
ぼ
う‒

ギ
ャ
ラ
リ
ー‒

を‒

み
お
く
る
【
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
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イ
ベ
ン
ト
・
生
活
工
房
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
見
送
る
】

﹇
イ
ベ
ン
ト
﹈　

大
三
角
地
帯
展
の
最
終
日
、
2
0
2
6
年
3

月
22
日
の
夕
方
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
。
2
0
2
7
年
春
に

キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
2
階
に
移
転
予
定
の
生
活
工
房
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
も
兼
ね
た
大
三
角
地
帯
展
の
ク
ロ
ー

ジ
ン
グ
。
三
角
地
帯
に
縁
の
あ
る
方
か
ら
、
本
展
の
常
連
客

と
も
い
え
る
来
場
者
、
生
活
工
房
O
B
・
O
G
ま
で
幅
広

く
参
加
。
イ
ベ
ン
ト
終
盤
に
は
、
常
連
客
も
交
え
た
ス
ピ

ー
チ
が
続
い
た
。「
昭
和
の
香
り
漂
う
古
い
街
で
は
あ
り
ま

す
が
、
な
ん
と
か
残
し
て
磨
き
上
げ
て
、
こ
れ
か
ら
も
色
ん

な
人
に
訪
れ
て
も
ら
え
る
街
に
し
た
い
」（
三
軒
茶
屋
仲
見

世
商
業
協
同
組
合
事
業
部
長
／

「
絵
れ
菜 T

okyo

」
店
主
・
村

上
）、「
美
術
館
で
も
博
物
館
で

も
な
い
生
活
工
房
。
そ
の
立
ち

位
置
が
難
し
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
日
々
で

し
た
。
こ
こ
に
き
て
よ
う
や
く
、

時
代
も
生
活
工
房
に
追
い
つ
い

て
き
た
な
、
と
感
じ
ま
す
」（
生

活
工
房
元
室
長
・
鈴
木
）。

 

【
こ
】

こ
う
し
ゅ
う‒

ト
イ
レ
【
公
衆
ト
イ
レ
】﹇
生
活
（
過
）﹈　

ヤ
ミ
市
と
し
て
出
発
し
た
三
角
地
帯
の
店
舗
に
は
か
つ
て
ト

イ
レ
の
設
備
が
な
く
、
商
売
を
営
み
暮
ら
す
人
々
は
一
様
に

三
角
地
帯
内
の
公
衆
ト
イ
レ
を
使
っ
て
い
た
、
と
い
う
証
言

が
あ
る
。

こ
く
ど
う‒

に
よ
ん
ろ
く‒

ご
う
せ
ん
【
国
道

2
4
6
号
線
】﹇
道
・
交
通
﹈　

東
京
都
千
代
田
区
三
宅

坂
か
ら
静
岡
県
沼
津
市
ま
で
を
結
ぶ
一
般
国
道
。
大
山
詣
の

た
め
の
古
道
「
大
山
道
」
の
道
筋
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
。

戦
後
、
国
道
1
号
線
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
拡
張
さ
れ
た
。
世

田
谷
を
貫
く
大
動
脈
と
し
て
も
機
能
し
て
お
り
、
三
軒
茶
屋

駅
周
辺
で
は
世
田
谷
通
り
と
分
岐
。
特
に
渋
谷
区
の
明
治
通

り
交
差
点
か
ら
都
県
境
で
あ
る
新
二
子
橋
ま
で
の
区
間
は
玉

川
通
り
と
も
呼
ば
れ
る
。

 

「
三
角
地
帯
に
接
す
る
道
で
あ
り
入
り
口
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
人
は
車
で
バ
ス
で
、
い
や
自
転
車

や
徒
歩
で
さ
え
も
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
」（
60
代
・
世
田

谷
区
在
住
）

  

大
山
道

こ
こ
か
ら
﹇
飲
食
店
（
過
）﹈　

な
か
み
ち
通
り
沿
い
の
路
地

の
奥
に
営
業
し
て
い
た
担
々
麺
屋
。
メ
ニ
ュ
ー
は
担
々
麺
の

み
。
2
0
2
4
年
に
閉
店
。

 

「
今
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
汁
な
し
担
々
麺
屋
。
店
長

が
寡
黙
で
、
入
口
の
ド
ア
を
閉
め
な
い
と
怒
ら
れ
る
。
黒

ゴ
マ
担
々
麺
の
辛
さ
痺
れ
マ
ッ
ク
ス
が
お
い
し
か
っ
た
」

（
30
代
・
世
田
谷
区
在
住
）

こ
ま
ざ
わ‒

で
ん
き
か
ん
【
駒
澤
電
氣
館
】﹇
建
物
・

施
設
（
過
）﹈　

1
9
2
5
年
開
館
の
、
三
角
地
帯
で
一
番
長

い
歴
史
を
誇
っ
た
映
画
館
。
1
9
4
3
年
「
三
軒
茶
屋
映
画

劇
場
」
に
改
称
。
1
9
4
5
年
の
山
の
手
空
襲
の
際
に
全
焼

す
る
が
、
戦
後
復
興
。
全
盛
期
の
1
9
5
2
年
に
は
、
姉

妹
館
と
し
て
「
三
軒
茶
屋
中
央
劇
場
」
を
開
業
す
る
。
戦

後
の
三
角
地
帯
の
華
や
か
さ
を
象
徴
す
る
映
画
館
だ
っ
た
。

1
9
9
2
年
閉
館
。
跡
地
に
は
大
型
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建

設
さ
れ
た
。

 

【
さ
】

さ
い‒

か
い
は
つ
【
再
開
発
】﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈　

既
存

の
市
街
地
を
再
整
備
す
る
こ
と
。
三
軒
茶
屋
地
域
に
お
い
て

は
、
高
度
経
済
成
長
期
以
後
の
人
口
急
増
に
対
応
し
た
都
市

機
能
の
拡
充
や
、
密
集
し
た
木
造
建
築
に
よ
る
防
災
面
の
懸

念
な
ど
が
か
ね
て
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
解
決

す
る
た
め
に
、
世
田
谷
区
議
会
に
て
「
三
軒
茶
屋
地
区
市
街

地
再
開
発
基
本
構
想
」
が
1
9
8
1
年
に
策
定
さ
れ
る
。
こ

の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
三
軒
茶
屋
地
域
の
再
開
発
が
本
格

化
し
て
い
く
。

さ
か
え‒

ど
お
り‒

し
ょ
う
て
ん
が
い
【
栄
通
り
商

店
街
】﹇
生
活
﹈　

三
軒
茶
屋
駅
か
ら
南
側
、
国
道
2
4
6

号
線
か
ら
下
馬
団
地
方
面
に
伸
び
る
商
店
街
。
昭
和
初
期
ご

ろ
か
ら
地
元
の
商
人
が
集
ま
り
、
生
活
必
需
品
を
提
供
す
る

場
所
と
し
て
始
ま
っ
た
と
い
う
証
言
が
あ
る
が
、
現
在
も
飲

食
店
を
中
心
に
約
80
も
の
店
舗
が
軒
を
連
ね
る
。
毎
年
8
月

に
は
阿
波
踊
り
大
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
時
折
イ
ベ
ン
ト

が
開
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
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「
三
軒
茶
屋
の
こ
と
に
な
る
と
、
三
角
地
帯
や
茶
沢
通
り

が
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
が
ち
だ
け
ど
、
栄
通
り
も
い
い
で
す

よ
！
」

さ
か
ば‒
の‒
は
な
し‒

を‒

き
く
【
酒
場
の
話
を

聞
く
】﹇
イ
ベ
ン
ト
﹈　

2
0
2
6
年
1
月
25
日
、
生
活
工

房
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ル
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
、
酒
場
ラ
イ
タ

ー
・
パ
リ
ッ
コ
と
酒
場
案
内
人
・
塩
見
な
ゆ
を
講
師
と
し
て

招
い
た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
。
三
軒
茶
屋
・
三
角
地
帯
の
お
す

す
め
の
居
酒
屋
ほ
か
、
か
つ
て
の
お
店
の
雰
囲
気
を
残
す
事

業
継
承
に
つ
い
て
や
、
闇
市
か
ら
続
く
横
丁
の
な
り
た
ち
、

初
め
て
の
酒
場
を
楽
し
む
方
法
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。
な
お

2
人
は
予
習
と
し
て
、
ト
ー
ク
の
日

の
事
前
に
飲
み
歩
き
を
実
施
。
そ
の

際
に
巡
っ
た
店
を
皮
切
り
に
数
々
の

店
舗
情
報
を
紹
介
。
終
盤
に
は
2
人

の
見
知
っ
た
全
国
の
飲
屋
街
に
つ
い

て
話
題
が
広
が
っ
た
。
小
さ
な
お
店

を
応
援
し
、
街
が
歩
ん
で
き
た
背
景

を
知
る
こ
と
は
、
お
酒
を
お
い
し
く

す
る
秘
訣
と
も
い
え
る
。

さ
か
も
と‒

り
ょ
う
ま
【
坂
本
龍
馬
】﹇
歴
史
﹈　

三
軒

茶
屋
の
由
来
に
な
っ
た
茶
屋
の
一
つ
、
信
楽
（
後
の
石
橋
楼
、

茶
寮
イ
シ
バ
シ
）
に
は
坂
本
龍
馬
の
写
真
が
残
さ
れ
て
い
た

と
い
う
噂
が
あ
る
。

 

「
そ
の
昔
、
石
橋
楼
（
信
楽
）
さ
ん
に
来
た
こ
と
が
あ
り
、

写
真
も
残
っ
て
い
た
と
い
う
記
述
を
ど
こ
か
で
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
真
偽
の
ほ
ど
は
不
明
で
す
」（
50
代
・
世

田
谷
区
在
住
）

さ
ん
か
く‒

ち
た
い
【
三
角
地
帯
】﹇
生
活
﹈　

三
軒
茶

屋
駅
前
、
国
道
2
4
6
号
線
と
世
田
谷
通
り
の
分
岐
点
に

挟
ま
れ
た
商
店
・
飲
食
店
街
の
通
称
。
戦
後
復
興
の
最
中
に

建
て
ら
れ
た
店
舗
が
い
ま
だ
に
多
く
残
る
。
周
辺
が
再
開
発

さ
れ
て
い
く
中
、
そ
の
変
わ
ら
な
い
街
並
み
が
雑
誌
な
ど
の

メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
1
9
8
0

年
代
あ
た
り
か
ら
「
三
角
地
帯
」
と
い
う
呼
称
と
と
も
に
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

  

小
三
角
と
大
三
角

 

「
物
心
つ
い
た
頃
に
は
も
う
、
三
軒
茶
屋
と
い
う
街
は
私

の
生
活
の
中
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
三
角
地
帯
も
然
り
で

あ
る
。
路
面
店
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
き
、
少
し

深
い
金
谷
は
「
農
村
の
外
れ
」
と
し
て
の
三
軒
茶
屋
エ
リ
ア

が
鉄
道
開
通
や
震
災
後
の
人
口
流
入
を
契
機
に
交
通
と
商
業

の
拠
点
へ
変
化
し
た
過
程
を
紹
介
し
た
。
過
去
の
地
図
と
写

真
を
も
と
に
、
三
角
地
帯
の
歴
史
を
辿
っ
た
2
人
の
ト
ー
ク

は
、
東
京
と
い
う
都
市
の
歴
史
と
魅
力
を
雄
弁
に
物
語
る
も

の
と
な
っ
た
。

さ
ん
か
く
ち
た
い‒

を‒

あ
る
く
【
三
角
地
帯
を
歩

く
】﹇
イ
ベ
ン
ト
﹈　
「
古
地
図
で
め
ぐ
る
三
角
地
帯
」
と
い

う
テ
ー
マ
の
も
と
2
0
2
6
年
2
月
7
日
に
行
わ
れ
た
街

歩
き
イ
ベ
ン
ト
。
三
角
地
帯
と
そ
の
周
辺
を
、
古
地
図
を
携

え
な
が
ら
歩
き
、
エ
リ
ア
の
今
昔
を
探
っ
た
。
案
内
人
は
金

谷
匡
高
（
前
項
参
照
）
と
地
図
ア
プ
リ
「
世
田
谷
マ
ッ
プ

D
X
」
の
開
発
者
で
あ
る
男
鹿
芳
則
が
務
め
た
。
茶
沢
通
り

や
下
の
谷
商
店
街
、
旧

マ
ー
ケ
ッ
ト
跡
な
ど
を

巡
り
、
農
地
か
ら
商
業

地
へ
と
変
化
し
た
歴
史

や
、
震
災
・
戦
災
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
伴

う
再
開
発
の
影
響
に
つ

寂
し
さ
を
覚
え
る
店
も
あ
っ
た
。
路
地
を
入
れ
ば
、
粋
な

店
の
数
々
。
こ
の
地
が
い
つ
ま
で
も
残
り
続
け
て
ほ
し
い

と
思
う
。
こ
の
地
に
住
む
人
々
の
想
い
出
と
共
に
」（
10

代
・
世
田
谷
区
生
ま
れ
、
在
住
）

さ
ん
か
く
ち
た
い‒

の‒

ル
ー
ツ‒

を‒

知
る
【
三

角
地
帯
の
ル
ー
ツ
を
知
る
】﹇
イ
ベ
ン
ト
﹈　
「
闇
市
に

ま
つ
わ
る
ト
ー
ク
」
と
題
さ
れ
、
2
0
2
6
年
2
月
5
日

に
生
活
工
房
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ル
ー
ム
に
て
実
施
さ
れ
た
イ

ベ
ン
ト
。
建
築
史
・
意
匠
を
専
門
と
し
闇
市
研
究
で
も
知
ら

れ
る
石
榑
督
和
と
、
郷
土
史
や
都
市
デ
ザ
イ
ン
を
専
門
と
す

る
金
谷
匡
高
が
登
壇
。
オ
ン
ラ

イ
ン
で
参
加
し
た
石
榑
は
、
戦

後
の
闇
市
が
長
屋
型
の
「
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
へ
と
発
展
し
、
現
在

の
三
角
地
帯
の
よ
う
な
商
業
空

間
と
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
、

さ
ら
に
そ
の
背
景
に
戦
時
中
の

建
物
疎
開
に
よ
る
空
地
の
存
在

が
あ
っ
た
点
を
指
摘
し
た
。
世

田
谷
区
の
郷
土
史
に
も
知
見
の
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い
て
解
説
。
参
加
者
の
記
憶
も
交
え
な
が
ら
、
か
つ
て
あ
っ

た
文
華
デ
パ
ー
ト
や
映
画
館
の
歴
史
、
道
路
拡
張
に
よ
る
移

転
の
経
緯
な
ど
が
話
題
に
あ
が
り
、
こ
の
地
の
記
憶
が
掘
り

起
こ
さ
れ
た
。
最
後
は
エ
コ
ー
仲
見
世
商
店
街
へ
。
こ
の
商

店
街
で
育
ち
、
2
0
2
4
年
に
「
絵
れ
菜 T

okyo

」
の
店
主

と
し
て
戻
っ
て
き
た
村
上
大
輔
の
話
を
聞
き
、
街
の
変
遷
と

そ
れ
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
を
語
り
合
う
場
と
な
っ
た
。

さ
ん
げ
ん
し
ゅ
や
【
三
軒
酒
や
】﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈

 

「
三
角
地
帯
に
来
た
ら
、
必
ず
三
軒
は
ハ
シ
ゴ
酒
を
す
る

慣
習
。
仲
間
内
で
流
行
っ
て
い
た
用
語
で
す
」（
50
代
・

20
年
以
上
世
田
谷
区
在
住
）

さ
ん
げ
ん
ぢ
ゃ
や
【
三
軒
茶
屋
】﹇
土
地
・
エ
リ
ア
﹈　

世
田
谷
区
の
地
名
。
三
軒
茶
屋
駅
や
世
田
谷
通
り
の
南
側
に

位
置
す
る
。
域
内
に
は
三
角
地
帯
も
含
む
新
旧
様
々
な
区

画
・
エ
リ
ア
が
並
ぶ
。
地
名
の
由
来
は
、
江
戸
時
代
の
大
山

道
（
現
・
国
道
2
4
6
号
線
）
と
登
戸
道
（
現
・
世
田
谷

通
り
）
の
分
岐
付
近
に
信
楽
（
後
に
石
橋
楼
）、
角
屋
、
田

中
屋
の
三
軒
の
茶
屋
が
並
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
。
文
化
文

政
時
代
（
1
8
0
4
‐
1
8
3
0
年
）
に
は
定
着
し
た
地

名
で
あ
っ
た
が
、
行
政
上
の
正
式
な
地
名
に
な
っ
た
の
は

1
9
3
2
年
の
世
田
谷
区
成
立
時
に
な
る
。

 

当
時
、
駒
大
高
校
に
通
学
の
た
め
、
若
林
駅
で
乗
車
し
て

三
軒
茶
屋
に
て
乗
換
え
。
三
茶
で
降
り
る
際
は
、
車
掌
さ

ん
か
ら
乗
替
券
を
受
け
取
り
、
二
子
玉
川
方
面
へ
向
か
う

車
輌
に
乗
車
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
2
4
6
通
り
の
路
面

電
車
に
乗
車
す
る
時
は
、
安
全
地
帯
で
電
車
の
乗
換
え
を

す
る
の
だ
が
、
通
り
の
中
央
に
あ
る
安
全
地
帯
は
非
常
に

危
険
を
伴
う
。
車
輌
の
中
央
ド
ア
か
ら
玉
電
に
乗
換
え
る

に
は
足
を
高
く
上
げ
な
い
と
届
か
な
い
の
で
一
苦
労
し
た
。

（
70
代
以
上
・
世
田
谷
区
在
住
）

さ
ん
げ
ん
ぢ
ゃ
や‒

え
い
が
げ
き
じ
ょ
う
【
三
軒
茶

屋
映
画
劇
場
】﹇
建
物
・
施
設
（
過
）﹈　

 
 

駒
澤
電
氣
館

さ
ん
げ
ん
ぢ
ゃ
や‒

え
き
【
三
軒
茶
屋
駅
】﹇
交
通
﹈　

田
園
都
市
線
と
世
田
谷
線
が
乗
り
入
れ
る
、
東
急
電
鉄
の

駅
。
玉
川
電
気
鉄
道
三
軒
茶
屋
駅
と
し
て
、
1
9
0
7
年
開

業
。
元
々
は
路
面
電
車
の
地
上
駅
で
あ
っ
た
が
、
1
9
6
9

年
の
玉
川
線
廃
止
、
1
9
7
7
年
の
新
玉
川
線
（
の
ち
の
田

園
都
市
線
）
の
開
通
を
受
け
、
地
上
と
地
下
で
そ
れ
ぞ
れ
分

か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
世
田
谷
線
の
駅
の
位
置
は
周
辺
の

再
開
発
に
合
わ
せ
て
移
動
し
て
お
り
、
1
9
9
6
年
に
は
現

在
の
キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
直
結
の
駅
に
な
っ
た
。

 

「
キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
が
で
き
る
ま
で
は
、
も
っ
と
田
園

都
市
線
の
近
く
に
あ
っ
た
。
移
動
し
た
た
め
、
西
太
子
堂

駅
に
と
て
も
近
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
駅
付
近
に
釣
り
堀

も
あ
っ
た
」（
60
代
・
過
去
に
世
田
谷
区
在
住
）

さ
ん
げ
ん
ぢ
ゃ
や‒

さ
ん
に
ぜ
ろ
い
ち
ろ
く
（
う
め

ち
ゃ
ん
ば
ー
）【
三
軒
茶
屋
3
2
0
1
6
（
梅
ち

ゃ
ん
バ
ー
）】﹇
飲
食
店
﹈　

2
0
0
7
年
に
渋
谷
に
オ
ー
プ

ン
、
2
0
1
5
年
に
三
元
ビ
ル
に
移
転
し
て
き
た
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
バ
ー
。
店
主
の
名
前
か
ら
「
梅
ち
ゃ
ん
バ
ー
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
日
替
わ
り
で
D
J
が
変
わ
る
の
で
、
ソ
ウ
ル
や

レ
ゲ
エ
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
様
々
な
音
楽
が
流
れ
る
。

 

「
二
十
代
の
頃
、
三
茶
で
よ
く
遊
ん
で
い
た
と
い
う
友
人

と
、
三
元
ビ
ル
の
5
階
に
あ
る
バ
ー
に
。
懐
か
し
い
曲
を

流
す
D
J
と
、
日
本
酒
の
シ
ョ
ッ
ト
を
い
た
だ
き
ま
し

た
」（
40
代
・
福
岡
県
在
住
）

 
 

三
元
ビ
ル

さ
ん
げ
ん
ぢ
ゃ
や‒

シ
ネ
マ
【
三
軒
茶
屋
シ
ネ
マ
】

﹇
建
物
・
施
設
（
過
）﹈　

1
9
5
4
年
開
館
、
2
0
1
4
年

に
閉
館
し
た
映
画
館
。
開
館
当
初
は
「
三
軒
茶
屋
東
映
」
の

名
で
東
映
製
作
の
映
画
を
主
に
上
映
。
三
角
地
帯
に
あ
る
映

画
館
の
中
で
一
番
最
後
ま
で
営
業
を
続
け
て
い
た
。
閉
館
後

も
映
画
館
の
あ
っ
た
ビ
ル
は
現
存
し
、
営
業
当
時
の
看
板
や

受
付
跡
が
残
っ
て
い
る
。

 

「
20
年
か
ら
30
年
ほ
ど
昔
、『
ぱ
ど
』
と
い
う
フ
リ
ー
ペ

ー
パ
ー
に
三
茶
の
映
画
館
の
招
待
券
が
出
て
い
て
、
応
募

し
た
ら
ほ
ぼ
当
た
っ
た
。
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
を
一
人
で
見
た
。

ち
ょ
っ
と
恐
く
て
、
最
近
ま
で
夢
に
見
た
」（
40
代
・
世

田
谷
区
在
住
）

さ
ん
げ
ん
ぢ
ゃ
や‒

せ
い
ざ‒

か
ん
【
三
軒
茶
屋
星

座
館
】﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈　

作
家
・
柴
崎
竜
人
に
よ
る
、
三

軒
茶
屋
を
舞
台
に
し
た
全
4
巻
の
小
説
シ
リ
ー
ズ
（
講
談
社

刊
）。
駅
前
の
路
地
裏
の
、「
三
角
州
」
と
呼
ば
れ
る
昭
和
の

イ
メ
ー
ジ
を
色
濃
く
残
し
た
エ
リ
ア
の
中
に
あ
る
雑
居
ビ
ル

が
舞
台
。
主
人
公
は
そ
の
ビ
ル
の
7
階
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

を
兼
ね
た
バ
ー
「
三
軒
茶
屋
星
座
館
」
を
経
営
し
て
お
り
、

そ
こ
を
訪
れ
る
個
性
あ
ふ
れ
る
客
た
ち
の
悩
み
を
解
決
し
て
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い
く
。

 

「
柴
崎
竜
人
『
三
軒
茶
屋
星
座
館
』
を
読
ん
で
、
来
ま
し

た
。
再
開
発
の
話
題
な
ど
も
作
中
に
現
れ
ま
す
。
三
角
地

帯
の
店
を
舞
台
に
し
た
小
説
な
の
で
、
ご
参
考
ま
で
に
」

（
30
代
・
足
立
区
在
住
）

さ
ん
げ
ん
ぢ
ゃ
や‒
だ
い
え
い
【
三
軒
茶
屋
大
映
】

﹇
建
物
・
施
設
（
過
）﹈　

1
9
4
7
年
頃
「
三
軒
茶
屋
第
一

映
画
劇
場
」
と
し
て
開
館
。
1
9
6
3
年
頃
に
閉
館
。
全
盛

期
に
は
2
ス
ク
リ
ー
ン
体
制
で
、
大
映
作
品
や
洋
画
を
そ
れ

ぞ
れ
上
映
し
て
い
た
。
現
在
跡
地
に
は
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ

て
い
る
。

さ
ん
げ
ん
ぢ
ゃ
や‒

ち
ゅ
う
お
う‒
げ
き
じ
ょ
う

【
三
軒
茶
屋
中
央
劇
場
】﹇
建
物
・
施
設
（
過
）﹈　

1
9
 

5
2
年
、「
世
田
谷
中
央
劇
場
」
と
し
て
開
館
。
2
0
1
3

年
閉
館
。
三
軒
茶
屋
映
画
劇
場
の
姉
妹
館
、
松
竹
系
の
映
画

館
と
し
て
出
発
し
た
。
そ
の
後
、
名
画
座
、
日
活
ロ
マ
ン
ポ

ル
ノ
、
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
系
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
路
線
変
更
を
経

な
が
ら
営
業
。
劇
場
正
面
に
は
カ
ッ
パ
の
絵
が
あ
り
、「
カ

ッ
パ
の
映
画
館
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
。
跡
地
に
は
ス

ー
パ
ー
や
カ
ラ
オ
ケ
が
入
居
す
る
現
代
的
な
ビ
ル
が
建
つ
。

さ
ん
げ
ん‒

の‒

ち
ゃ
や
【
三
軒
の
茶
屋
】﹇
歴
史
﹈　

大
山
道
（
現
・
国
道
2
4
6
号
線
）
と
世
田
谷
道
（
現
・

世
田
谷
通
り
）
の
分
岐
点
に
あ
っ
た
、
信
楽
（
後
に
石
橋
楼
）、

角
屋
、
田
中
屋
の
三
つ
の
茶
屋
の
こ
と
。
主
に
大
山
詣
に
向

か
う
参
拝
客
に
向
け
て
営
業
を
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
明
治

期
に
角
屋
が
閉
店
。
田
中
屋
は
火
災
で
焼
失
し
た
の
ち
陶
器

屋
に
業
種
を
変
え
、「
田
中
屋
陶
苑
」
と
し
て
現
在
ま
で
残

る
。
石
橋
楼
は
「
茶
寮
イ
シ
バ
シ
」
と
し
て
近
代
化
を
図
り

な
が
ら
最
後
ま
で
飲
食
を
提
供
し
て
い
た
が
、
戦
争
末
期
の

建
物
強
制
疎
開
令
に
よ
り
閉
店
。

さ
ん
げ
ん‒

ビ
ル
【
三
元
ビ
ル
】﹇
建
物
・
施
設
﹈　

キ

ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
の
正
面
か
ら
三
角
地
帯
に
抜
け
る
路
地

裏
に
建
つ
地
上
7
階
、
地
下
2
階
の
商
業
ビ
ル
。
竣
工
は

1
9
6
6
年
、
現
在
、
カ
フ
ェ
や
バ
ー
、
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

な
ど
が
入
居
し
て
い
る
。
街
の
人
の
証
言
に
よ
る
と
、
元
々

こ
の
地
に
あ
っ
た
商
店
を
整
理
し
て
建
て
ら
れ
た
ビ
ル
で
、

当
初
は
ビ
ル
の
中
に
は
乾
物
屋
や
豆
腐
屋
な
ど
の
商
店
が
連

な
っ
て
い
た
。

 

「
心
霊
ス
ポ
ッ
ト
っ
て
噂
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
け
ど
、

こ
こ
で
幽
霊
を
見
た
こ
と
は
な
い
な
ぁ
」

さ
ん
ち
ゃ‒

こ
う
じ‒

い
ん
し
ょ
く
て
ん‒

が
い

【
三
茶
小
路
飲
食
店
街
】﹇
生
活
﹈　

三
角
地
帯
の
3
つ

の
筋
か
ら
さ
ら
に
奥
に
あ
る
路
地
。
舗
装
の
剥
が
れ
た
路
面

に
、
昔
な
が
ら
の
居
酒
屋
が
軒
を
連
ね
る
。
新
規
の
飲
食
店

舗
が
増
え
つ
つ
あ
る
三
角
地
帯
の
中
で
も
、
戦
後
当
時
の
風

景
を
留
め
て
い
る
エ
リ
ア
で
も
あ
る
。

さ
ん
ち
ゃ‒

で‒

だ
い
ど
う
げ
い
【
三
茶
de
大
道

芸
】﹇
生
活
﹈　

正
式
名
称
「
世
田
谷
ア
ー
ト
タ
ウ
ン 

三
茶

de
大
道
芸
」。
パ
ン
ト
マ
イ
ム
か
ら
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
な
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
道
芸
人
た
ち
が
三
軒
茶

屋
駅
周
辺
の
路
上
に
集
う
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
1
9
9
7
年

に
始
ま
っ
て
以
来
、
三
軒
茶
屋
の
秋
の
風
物
詩
と
し
て
た
く

さ
ん
の
人
で
賑
わ
う
。

さ
ん
ち
ゃ‒

ラ
テ
ン‒

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
【
三
茶
ラ

テ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】﹇
生
活
﹈　

1
9
8
4
年
に

ス
タ
ー
ト
し
、
例
年
夏
に
開
催
さ
れ
る
、
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
屋
台
グ
ル
メ
が
楽
し
め
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
茶

沢
通
り
を
練
り
歩
く
サ
ン
バ
パ
レ
ー
ド
が
目
玉
。

さ
ん
ば
ん‒

が
い
【
3
番
街
】﹇
生
活
﹈　

三
角
地
帯
を

構
成
す
る
路
地
の
一
つ
。
国
道
2
4
6
号
線
沿
い
か
ら
の

入
り
口
に
は
「
3
番
街
」
の
名
前
を
冠
し
た
ゲ
ー
ト
調
の
看

板
と
、
そ
れ
に
ぶ
ら
下
が
る
黄
色
い
提
灯
が
あ
る
。「
3
番

街
」
の
名
は
、
2
筋
を
有
す
る
エ
コ
ー
仲
見
世
か
ら
数
え
て

3
番
目
の
通
り
で
あ
る
こ
と
な
ど
諸
説
あ
る
。

 

「
美
味
し
い
中
華
料
理
は
な
い
か
？
と
尋
ね
て
教
え
て
も

ら
っ
た
『
五
十
番
』。
30
年
ほ
ど
前
の
こ
と
。
も
う
今
は

な
い
」

 

「
昭
和
40
〜
50
年
代
、
祖
母
に
連
れ
ら
れ
、
器
を
持
参
し

て
う
な
ぎ
を
買
い
に
来
て
い
た
。
店
の
前
で
う
な
ぎ
を
捌

い
て
い
て
、
ず
っ
と
見
て
い
ら
れ
た
」

 

【
し
】

し
た
の
や‒

し
ょ
う
て
ん
が
い
【
下
の
谷
商
店
街
】

﹇
生
活
﹈　

三
軒
茶
屋
駅
の
北
東
、
茶
沢
通
り
か
ら
東
の
路
地
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を
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
商
店
街
。
関
東
大
震
災
で
被
災
し

た
下
谷
区
（
現
・
台
東
区
）
の
人
々
が
農
地
で
あ
っ
た
こ
の

地
に
移
り
住
み
、
商
店
街
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
が
ル
ー

ツ
と
さ
れ
る
。
商
店
街
の
細
い
道
筋
は
、
か
つ
て
の
田
畑
に

引
き
込
む
水
路
跡
。

じ
ぶ
ん
し‒
を‒
ひ
も
と
く
【
自
分
史
を
ひ
も
と

く
】﹇
イ
ベ
ン
ト
﹈　

2
0
2
6
年
1
月
31
日
、
展
示
会
場

内
で
開
催
さ
れ
た
、
年
表
作
成
者
・
ラ
イ
タ
ー
の
パ
ン
ス
を

講
師
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
前
半
は
レ
ク
チ
ャ
ー
と
し

て
、
パ
ン
ス
が
作
成
し
た
「
三
軒
茶
屋
の
歴
史
」「
日
本
の

都
市
の
風
俗
史
」
を
比
較
。
戦
後
か
ら
現
在
に
至
る
ス
ナ
ッ

ク
、
カ
ラ
オ
ケ
、
漫
画
喫
茶
と

い
っ
た
時
代
ご
と
に
流
行
す
る

業
態
に
つ
い
て
、
ま
た
居
酒
屋

や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
な
ど
、
三

軒
茶
屋
の
チ
ェ
ー
ン
店
の
歴
史

を
考
察
し
、
ひ
も
と
い
た
。
後

半
は
参
加
者
が
街
に
ひ
も
づ
く

「
自
分
史
」
を
ア
ン
ケ
ー
ト
形

式
で
回
答
し
、
紹
介
。
キ
ャ
ロ

ッ
ト
タ
ワ
ー
命
名
の
秘
密
、
今
は
な
い
書
店
や
三
角
地
帯
の

商
店
と
い
っ
た
個
々
人
の
記
憶
か
ら
記
録
が
つ
む
が
れ
た
。

じ
ゃ
く
ず
れ‒

が
わ
【
蛇
崩
川
】﹇
土
地
・
エ
リ
ア
﹈　

世
田
谷
区
の
馬
事
公
苑
付
近
に
端
を
発
し
、
目
黒
区
中
目
黒

駅
付
近
で
目
黒
川
と
合
流
す
る
川
。
平
成
初
期
ま
で
に
流
域

は
ほ
ぼ
暗
渠
化
さ
れ
、
蛇
崩
川
緑
道
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い

る
。
三
軒
茶
屋
周
辺
で
は
、
大
山
街
道
の
旧
道
と
衝
突
す
る

地
点
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
小
さ
な
祠
が
鎮
座
し
て
い
る
。

し
ゃ
し
ん‒

を‒

あ
つ
め
る
【
写
真
を
集
め
る
】﹇
イ

ベ
ン
ト
﹈　

2
0
2
6
年
2
月
21
日
、
第
三
者
の
個
人
的
な

写
真
を
再
構
成
す
る
表
現
手
法

で
あ
る
「
フ
ァ
ウ
ン
ド
フ
ォ
ト
」

に
な
ら
い
、「
い
つ
か
誰
か
が

見
つ
け
た
と
き
、
往
年
の
三
角

地
帯
に
つ
い
て
の
記
憶
を
甦
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
る
写
真
」
を

テ
ー
マ
に
、
三
角
地
帯
を
撮
影

し
な
が
ら
散
策
し
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
。
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
・
映
像
作
家
の V
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も
参
加
。「
三
茶
で
遊
ん
で
み
た
く
て
」
と
語
る
若
者
か

ら
、
長
年
地
域
の
写
真
を
撮
り
溜
め
て
い
る
写
真
家
ま
で
幅

広
い
参
加
者
が
集
っ
た
。
戦
後
復
興
期
の
白
黒
写
真
を
携
え

て
、
撮
影
さ
れ
た
場
所
が
現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
辿
り
、

同
じ
構
図
で
写
真
を
撮
っ
た
。
駐
輪
場
や
雑
居
ビ
ル
も
、
古

写
真
を
見
れ
ば
市
場
や
映
画
館
だ
っ
た
り
す
る
。
よ
く
見
て

み
る
と
当
時
を
偲
ば
せ
る
痕
跡
も
。
散
策
後
は
、
過
去
と
現

在
の
写
真
を
見
比
べ
な
が
ら
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。「
現
在

何
気
な
く
見
て
い
る
風
景
も
、
何
十
年
も
経
つ
と
ガ
ラ
ッ
と

変
わ
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
が
実
感
で
き

た
」
と
い
っ
た
声
も
あ
っ
た
。

し
ょ
う‒

さ
ん
か
く‒

と‒

だ
い‒

さ
ん
か
く
【
小

三
角
と
大
三
角
】﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈　

三
軒
茶
屋
の
三
角

地
帯
の
範
囲
に
つ
い
て
は
お
の
お
の
意
見
が
分
か
れ
る
。
大

ま
か
に
、
国
道
2
4
6
号
線
と
世
田
谷
通
り
と
の
分
岐
点

か
ら
、
エ
コ
ー
仲
見
世
、
3
番
街
、
ゆ
う
ら
く
通
り
ま
で
を

指
す
「
小
三
角
派
」
と
、
小
三
角
の
路
地
群
か
ら
千
代
の
湯
、

三
軒
茶
屋
シ
ネ
マ
跡
、
さ
ら
に
駒
の
湯
の
角
ま
で
を
含
む

「
大
三
角
」
派
に
分
か
れ
る
よ
う
だ
。

し
ょ
う
わ‒

じ
ょ
し‒

だ
い
が
く
【
昭
和
女
子
大

学
】﹇
建
物
・
施
設
﹈　

三
軒
茶
屋
駅
の
東
に
本
部
キ
ャ
ン

パ
ス
を
持
つ
大
学
。
1
9
2
0
年
、
小
石
川
区
（
現
在
の
文

京
区
）
に
て
創
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
戦
禍
に
よ
り
校
舎
を
焼

失
。
終
戦
ま
も
な
い
1
9
4
5
年
、
陸
軍
駒
沢
練
兵
場
の

あ
っ
た
現
在
地
に
移
転
し
た
。

 

「
私
が
幼
稚
園
の
頃
に
火
事
が
あ
り
ま
し
た
。
庭
に
火
の

粉
が
飛
ん
で
き
て
、
玄
関
の
ガ
ラ
ス
戸
が
真
っ
赤
に
燃
え

て
い
ま
し
た
。
当
時
は
『
は
と
ぽ
っ
ぽ
幼
稚
園
』
に
通
っ

て
い
て
、『
足
立
ベ
ー
カ
リ
ー
』
で
パ
ン
を
買
っ
て
、
弁

当
と
し
て
持
っ
て
行
っ
た
こ
と
と
一
緒
に
思
い
出
し
ま
す
。

懐
か
し
い
で
す
」（
70
代
以
上
・
1
9
5
8
年
ま
で
9
年

間
世
田
谷
区
在
住
）

し
ん‒

じ
だ
い
【
新
時
代
】﹇
飲
食
店
﹈　

愛
知
県
の
企

業
フ
ァ
ッ
ズ
が
全
国
に
展
開
す
る
居
酒
屋
チ
ェ
ー
ン
。
看
板

メ
ニ
ュ
ー
の
「
伝
串
」
を
は
じ
め
、
低
価
格
帯
の
メ
ニ
ュ
ー

を
揃
え
る
。
三
軒
茶
屋
店
は
キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
北
棟
に
立

地
し
て
い
る
。

 

「
一
串
50
円
と
い
う
甘
だ
れ
の
効
い
た
パ
リ
パ
リ
の
皮
串
。

大
量
に
注
文
す
る
と
、
そ
の
串
は
『
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
』
と
呼
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ば
れ
、
ま
る
で
エ
ジ
プ
ト
へ
ト
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
感
覚

に
陥
り
ま
す
。
そ
し
て
流
し
込
む
の
は
メ
ガ
ハ
イ
ボ
ー
ル
。

こ
の
組
み
合
わ
せ
を
知
っ
た
も
の
は
『
新
時
代
』
を
歩
ん

で
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
」（
40
代
・
世
田
谷

区
外
在
住
）

 

【
す
】

「
す
い
ど
う
」‒

の‒

で
ん
ち
ゅ
う‒

ば
ん
ご
う
ふ

だ
【「
水
道
」
の
電
柱
番
号
札
】﹇
道
・
交
通
／
歴
史
﹈

世
田
谷
通
り
沿
い
「
門
井
不
動
産
」
の
あ
る
三
叉
路
を
「
駒

の
湯
」
方
面
に
向
か
っ
た
右
手
の
電
柱
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

「
水
道
」
の
文
字
が
あ
る
番
号
札
（
番
札
）。
こ
の
札
の
あ
る

電
柱
を
辿
っ
て
い
く
こ
と
で
、
過
去
の
水す
い

道ど
う

道み
ち
が
分
か
る

と
い
う
。

 

「
三
角
地
帯
の
西
端
、
世
田
谷
通
り
に
面
し
た
門
井
不
動

産
の
手
前
か
ら
ま
っ
す
ぐ
延
び
る
な
な
め
の
道
。
そ
こ
に

建
っ
て
い
る
電
柱
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
（
番
札
）
に
『
水

道
』
と
あ
り
、
そ
れ
が
環
七
と
の
交
差
点
ま
で
続
い
て
い

ま
す
。
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
は
そ
こ
で
変
わ
り
ま
す
が
、
ま

っ
す
ぐ
の
道
は
『
駒
沢
給
水
塔
』
ま
で
続
き
ま
す
。
さ
ら

に
た
ど
る
と
、
ス
ー
パ
ー
『
O
K
新
用
賀
店
』
の
前
の
道

に
再
び
『
水
道
』
と
い
う
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
が
再
び
現
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
は
大
正
2
年
に
砧
下
浄
水
場
か
ら
ほ
ぼ
一

直
線
に
渋
谷
町
に
給
水
し
た
渋
谷
町
水
道
道
を
示
し
て
い

ま
す
。
違
う
場
所
の
電
柱
の
、
同
じ
名
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
が
歴
史
を
伝
え
て
い
ま
す
」（「
電
柱
ク
ロ
ニ
ク
ル
」・

世
田
谷
区
在
住
）

ス
ー
パ
ー
ヘ
ア
ー
ヤ
ン
グ
﹇
商
店
・
生
活
﹈　

世
田
谷
通

り
沿
い
、
三
角
地
帯
の
端
の
方
に
あ
る
理
容
室
。
三
軒
茶
屋

に
て
1
9
2
7
年
か
ら
営
業
し
て
お
り
、
2
0
2
7
年
で

創
業
1
0
0
年
を
数
え
る
老
舗
で
も
あ
る
。
2
0
2
6
年

現
在
、
店
内
の
一
部
を
肉
ま
ん
・
た
こ
焼
き
の
イ
ー
ト
イ
ン

が
で
き
る
シ
ョ
ッ
プ
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
中
。

 

「
1
0
0
年
続
い
て
い
る
理
容
室
」（
40
代
・
世
田
谷
区

在
住
）

 

「
開
店
し
た
昭
和
2
年
、
三
茶
は
何
に
も
な
い
田
舎
だ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
街
と
と
も
に
お
店
も
発
展
し
た
の
だ
と
、

ご
両
親
か
ら
お
店
を
継
い
だ
と
い
う
、
現
在
の
店
主
さ
ん

に
聞
き
ま
し
た
」（
30
代
・
世
田
谷
区
外
在
住
・
三
茶
に

よ
く
来
る
）

ス
ー
ラ
﹇
飲
食
店
﹈　

三
角
地
帯
の
奥
に
あ
る
立
ち
飲
み
バ
ー
。

カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
た
く
さ
ん
の
お
酒
が
置
い
て
あ
り
、
カ
ク

テ
ル
を
含
め
様
々
な
ド
リ
ン
ク
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
看
板

に
は
「
ス
ペ
イ
ン
バ
ル
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
お

で
ん
や
ラ
ー
メ
ン
を
提
供
す
る
と
い
う
証
言
が
あ
る
。

 

「
開
店
し
た
て
の
頃
、
バ
イ
ト
し
て
ま
し
た
。
ま
だ
あ
る

よ
う
で
感
激
!
」（
40
代
・
島
根
県
在
住
）

す
ず
ら
ん‒

ど
お
り
【
す
ず
ら
ん
通
り
】﹇
生
活
﹈　

三
軒
茶
屋
駅
前
、
世
田
谷
通
り
の
北
側
に
伸
び
る
、
戦
後
の

ヤ
ミ
市
を
彷
彿
と
さ
せ
る
路
地
。
三
角
地
帯
と
同
様
に
、
飲

食
店
が
所
狭
し
と
ひ
し
め
く
。
入
り
口
に
は
恵
比
寿
天
と
大

黒
天
を
あ
し
ら
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
「
喰
う
て
か
へ
ん

か
？
」
と
関
西
弁
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

 

「
作
家
先
生
が
集
ま
る
店
が
あ
っ
た
。
新
聞
記
者
も
そ
の

先
生
た
ち
に
会
う
た
め
に
来
て
い
た
と
か
」

 

「
す
ず
ら
ん
通
り
に
あ
っ
た
中
華
屋
『
ヤ
ン
ヤ
ン
』。
上

海
焼
き
そ
ば
お
い
し
か
っ
た
な
ぁ
。
1
9
9
0
年
ご
ろ
に

通
い
ま
し
た
。
店
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ポ
イ
ン
ト
カ

ー
ド
、
捨
て
ら
れ
ず
に
い
ま
す
」

 

【
せ
】

せ
た
が
や‒

き
ょ
く‒

ケ
ー
ブ
ル‒

か
さ
い
【
世
田

谷
局
ケ
ー
ブ
ル
火
災
】﹇
歴
史
﹈　

1
9
8
4
年
11
月
16

日
正
午
ご
ろ
に
発
生
し
た
、
太
子
堂
の
電
電
公
社
世
田
谷
電

報
電
話
局
近
く
の
電
話
ケ
ー
ブ
ル
が
火
元
に
な
っ
た
火
災
。

17
時
間
に
わ
た
っ
て
延
焼
し
、
翌
日
未
明
に
よ
う
や
く
鎮
火

し
た
。
こ
の
火
災
の
影
響
で
、
加
入
電
話
約
8
9
0
0
0

回
線
が
不
通
に
な
っ
た
他
、
一
部
の
銀
行
で
預
金
の
引
き
出

し
が
で
き
な
い
な
ど
、
社
会
に
様
々
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。

 

「
火
災
に
よ
り
、
世
田
谷
局
内
の
電
話
が
不
通
に
な
っ
た
。

ま
だ
携
帯
電
話
が
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
世
田
谷

通
り
等
の
歩
道
に
電
話
機
が
並
べ
ら
れ
、
無
料
で
電
話
で

き
た
（
国
際
電
話
を
し
た
人
も
い
た
）。
銀
行
サ
ー
ビ
ス

に
も
多
大
な
影
響
が
あ
っ
た
」（
60
代
・
過
去
に
世
田
谷

区
在
住
）

せ
た
が
や‒

く‒

し
ょ
う
こ
う‒

セ
ン
タ
ー
【
世
田
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谷
区
商
工
セ
ン
タ
ー
】﹇
施
設
（
過
）﹈　

世
田
谷
通
り

沿
い
に
か
つ
て
存
在
し
た
区
営
の
公
設
市
場
。
当
時
と
し
て

は
堅
牢
な
建
物
で
、
1
階
に
は
文
房
具
店
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
屋
、
お
菓
子
屋
が
入
居
し
て
い
た
。
地
下
に
は
魚
屋
、
2

階
に
は
ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
や
レ
コ
ー
ド
屋
も
あ
り
、
90
年
代

頃
ま
で
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
た
。
現
在
は
建
物
は

解
体
さ
れ
、
区
営
駐
輪
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

 

「
90
年
代
に
行
き
ま
し
た
。
こ
こ
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
が

人
生
で
一
番
。
と
び
っ
き
り
お
い
し
か
っ
た
で
す
！
」

せ
た
が
や
く‒

ぶ
ん
か‒

せ
い
か
つ‒

じ
ょ
う
ほ
う

セ
ン
タ
ー‒

か
い
せ
つ
じ
ゅ
ん
び
し
つ
【
世
田
谷

区
文
化
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
開
設
準
備
室
】﹇
建

物
・
施
設
（
過
）﹈　

キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
が
竣
工
す
る
前
に

設
置
さ
れ
た
準
備
施
設
。
生
活
工
房
に
お
い
て
は
、
翌
年
の

「
暮
ら
し
の
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
の
開
設
に
向
け

て
下
準
備
を
進
め
て
い
た
。

 

「
生
活
工
房
と
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
の
開
設
準

備
を
行
な
っ
て
い
た
事
務
所
の
プ
レ
ハ
ブ
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
プ
レ
ハ
ブ
か
ら
キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
に
引
っ
越

し
た
時
は
、
あ
ま
り
に
環
境
が
違
う
の
で
、
び
っ
く
り
し

ま
し
た
」（
40
代
・
調
布
市
在
住
）

せ
た
が
や‒

せ
ん
【
世
田
谷
線
】﹇
道
・
交
通
﹈　

三

軒
茶
屋
駅
と
下
高
井
戸
駅
を
結
ぶ
東
急
電
鉄
の
軌
道
線
。

1
9
2
5
年
、
玉
川
電
気
鉄
道
の
支
線
で
あ
る
下
高
井
戸
線

と
し
て
開
業
。
1
9
6
9
年
に
玉
川
線
が
廃
止
さ
れ
て
以

後
、
旧
玉
電
か
ら
残
る
唯
一
の
路
線
。
2
0
0
1
年
ま
で
は
、

玉
川
線
で
使
用
さ
れ
た
路
面
電
車
タ
イ
プ
の
車
両
が
運
行
さ

れ
て
い
た
。

せ
た
が
や‒

せ
ん‒

↓‒

の‒

か
ん
ば
ん
【「
世
田

谷
線
↓
」
の
看
板
】﹇
道
・
交
通
﹈　

3
番
街
の
突
き
当

た
り
に
あ
る
手
書
き
の
看
板
。
か
つ
て
の
玉
電
の
乗
り
換
え

の
通
り
道
と
し
て
の
名
残
で
も
あ
る
。
豆
商
は
た
の
の
次
男

が
書
い
た
と
い
う
噂
も
あ
る
。

  

豆
商
は
た
の

せ
た
が
や‒

ど
お
り
【
世
田
谷
通
り
】﹇
道
・
交
通
﹈　

三
軒
茶
屋
駅
前
の
交
差
点
、
国
道
2
4
6
号
線
の
分
岐
を

起
点
と
し
て
、
町
田
市
に
至
る
都
道
。
ボ
ロ
市
の
行
わ
れ
る

世
田
谷
代
官
屋
敷
の
そ
ば
を
通
る
歴
史
あ
る
道
筋
で
あ
り
、

旧
大
山
道
で
も
あ
る
。
国
道
2
4
6
号
線
の
元
の
道
筋
で

あ
る
新
大
山
道
は
、
大
山
詣
が
流
行
す
る
中
で
、
こ
の
道
の

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
と
し
て
整
備
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

せ
ん
と
う
【
銭
湯
】﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈　

三
軒
茶
屋
駅
周
辺

に
は
、
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
銭
湯
が
複
数
存
在

す
る
。

  

・ 

富
士
見
湯　

駅
か
ら
北
側
、
太
子
堂
中
央
街
と
下
の
谷
商
店

街
の
交
点
に
存
在
し
て
い
た
銭
湯
。
広
い
館
内
と
日
替
わ
り

の
薬
湯
が
評
判
だ
っ
た
。
2
0
2
5
年
12
月
閉
店
。

 

「
長
年
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
寂
し
い
…
…
」

  

・ 

千
代
の
湯　

三
角
地
帯
の
路
地
の
奥
に
あ
る
銭
湯
。
昭
和
の

雰
囲
気
を
色
濃
く
残
す
そ
の
建
築
に
は
フ
ァ
ン
も
多
い
。
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
長
期
休
業
中
。

 

「
タ
オ
ル
を
忘
れ
る
と
、
番
台
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
首
に
か

け
て
る
タ
オ
ル
を
貸
し
て
く
れ
た
な
ぁ
」

 

「
酔
い
覚
ま
し
に
フ
ラ
ッ
と
入
浴
し
て
い
た
銭
湯
。
隣
か

ら
『
あ
っ
ち
い
！
』
っ
て
お
っ
さ
ん
の
声
が
ま
た
い
い
ん

だ
よ
ナ
ァ
」

  

・ 

駒
の
湯　

世
田
谷
通
り
の
路
地
に
入
っ
て
す
ぐ
の
、
三
角
地

帯
の
一
番
外
れ
に
位
置
す
る
銭
湯
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
サ
道
』

で
言
及
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

 

「
サ
ウ
ナ
最
高
！
熱
い
お
湯
と
冷
た
い
水
風
呂
、
サ
ウ
ナ

の
演
歌
が
よ
き
」

  

・ 

弘
善
湯　

駅
か
ら
南
側
、
栄
通
り
商
店
街
を
抜
け
て
す
ぐ
の

と
こ
ろ
に
あ
る
銭
湯
。
宮
造
り
の
昔
な
が
ら
の
建
築
が
特
徴
。

 

「
エ
ン
ト
ツ
が
目
印
！
」

 

【
そ
】

そ
ら‒

と‒

ミ
ル
ク
【
空
と
ミ
ル
ク
】﹇
飲
食
店
（
過
）﹈

エ
コ
ー
仲
見
世
に
か
つ
て
あ
っ
た
カ
ウ
ン
タ
ー
の
み
の
小
さ

な
カ
フ
ェ
バ
ー
。
カ
レ
ー
か
ら
パ
フ
ェ
ま
で
、
そ
の
日
に
応

じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
を
提
供
し
て
い
た
。

 

「
2
0
2
5
年
6
月
閉
店
。
エ
コ
ー
仲
見
世
の
目
立
つ
と

こ
ろ
に
あ
っ
た
の
に
、
三
角
地
帯
民
に
ほ
ぼ
認
識
さ
れ
て

い
な
い
、
幻
の
よ
う
な
呑
み
屋
。
三
茶
の
妖
精
か
な
?
と

い
う
お
じ
さ
ん
が
通
う
、
ご
飯
の
お
い
し
い
店
だ
っ
た
」

（
40
代
・
世
田
谷
区
在
住
）
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【
た
】

だ
い
き
ぼ‒

こ
う
り‒

て
ん
ぽ‒

ほ
う
【
大
規
模
小

売
店
舗
法
】﹇
歴
史
﹈　

大
規
模
小
売
店
舗
に
対
す
る
商

業
活
動
の
調
整
を
行
う
仕
組
み
を
定
め
た
法
律
。
大
型
店
の

出
店
か
ら
個
人
店
舗
を
守
る
た
め
に
1
9
7
3
年
に
制
定

さ
れ
た
。
2
0
0
0
年
に
同
法
律
は
廃
止
。
以
後
、
大
型

店
舗
の
開
業
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
、
商
店
街
の
衰
退
の
一

因
に
な
っ
た
。

た
い
し
ど
う
【
太
子
堂
】﹇
土
地
・
エ
リ
ア
﹈　

世
田
谷
区

の
地
名
。
三
軒
茶
屋
駅
や
世
田
谷
通
り
の
北
側
に
位
置
す

る
（
三
角
地
帯
を
含
む
南
側
は
「
三
軒
茶
屋
」）。
域
内
に
は

キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
や
西
友
な
ど
の
大
型
施
設
が
立
ち
並
ぶ
。

域
内
南
北
を
走
る
茶
沢
通
り
沿
い
に
は
多
く
の
商
店
が
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
う
。
地
名
の
由
来
は
、
域
内
北
部
に

あ
る
円
泉
寺
の
聖
徳
太
子
を
ま
つ
る
太
子
堂
か
ら
。
か
つ
て

「
太
子
堂
村
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
当
時
は
、
太
子
堂
の
あ
る

円
泉
寺
周
辺
が
村
落
の
中
心
だ
っ
た
。

タ
カ
ノ‒

よ
う
そ
う
て
ん
【
タ
カ
ノ
洋
装
店
】﹇
商
店
﹈　

エ
コ
ー
仲
見
世
の
老
舗
婦
人
服
店
。
大
型
ス
ー
パ
ー
の
進
出

な
ど
に
よ
り
雑
貨
や
食
品
を
販
売
す
る
個
人
店
が
減
り
つ
つ

あ
る
中
、
現
在
で
も
開
業
当
初
の
ス
タ
イ
ル
を
貫
い
て
い
る
。

た
ま
が
わ‒

で
ん
き‒

て
つ
ど
う
【
玉
川
電
気
鉄

道
】﹇
道
・
交
通
（
過
）﹈　

渋
谷
駅
か
ら
二
子
玉
川
園
駅

（
現
・
二
子
玉
川
駅
）
を
結
ん
で
い
た
軌
道
線
（
路
面
電
車
）。

元
々
は
、
多
摩
川
の
砂
利
輸
送
を
目
的
に
開
通
し
た
。
三
軒

茶
屋
駅
は
世
田
谷
代
官
屋
敷
や
松
陰
神
社
を
通
る
支
線
・
下

高
井
戸
線
（
現
・
東
急
世
田
谷
線
）
と
接
続
す
る
タ
ー
ミ

ナ
ル
駅
と
し
て
栄
え
た
。
1
9
3
8
年
に
東
京
横
浜
電
鉄

（
現
・
東
急
電
鉄
）
に
合
併
。
戦
後
、
車
社
会
の
定
着
に
お

け
る
交
通
渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め
の
首
都
高
や
鉄
道
（
の
ち

の
田
園
都
市
線
）
の
建
設
計
画
に
お
さ
れ
、
1
9
6
9
年
に

玉
川
線
廃
止
。
旧
玉
電
の
線
路
は
世
田
谷
線
に
の
み
残
る
。

 
【
ち
】

ち
ゃ
ざ
わ‒

ど
お
り
【
茶
沢
通
り
】﹇
道
・
交
通
﹈　

三

軒
茶
屋
駅
前
の
国
道
2
4
6
号
線
と
世
田
谷
線
の
交
点
か

ら
下
北
沢
を
経
て
東
北
沢
駅
周
辺
ま
で
を
結
ぶ
、
全
長
約
3

キ
ロ
の
道
路
。
名
称
の
由
来
は
三
軒
「
茶
」
屋
と
下
北
「
沢
」

か
ら
。
三
軒
茶
屋
駅
近
く
の
通
り
は
毎
週
日
曜
日
の
午
後
に

は
歩
行
者
天
国
に
な
り
、
多
く
の
人
が
行
き
交
う
。

 

「
今
、
す
き
家
の
あ
る
と
こ
ろ
に
『
大
志
堂 

※
表
記
マ
マ
』

と
い
う
本
屋
が
あ
っ
た
。
四
軒
ぐ
ら
い
あ
っ
た
本
屋
が
全

部
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
…
」

 

「
茶
沢
通
り
の
中
ほ
ど
に
『
越
後
屋
豆
店
』
と
い
う
小
さ

な
煎
豆
屋
さ
ん
が
あ
り
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
や
甘
納
豆
を
売
っ

て
い
た
。
10
年
ほ
ど
前
に
閉
店
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
」

ち
ょ
う
え
い‒

ど
う
【
長
栄
堂
】﹇
商
店
﹈　

三
軒
茶
屋

の
駅
前
、
世
田
谷
通
り
に
面
し
た
位
置
に
店
舗
を
構
え
る
、

1
9
4
5
年
創
業
の
ハ
ン
コ
屋
。
現
在
の
店
主
は
三
代
目
。

ル
ー
ツ
は
浅
草
で
代
々
の
家
業
だ
っ
た
浮
世
絵
を
刷
る
木
版

屋
ま
で
遡
る
。
空
襲
に
よ
り
浅
草
の
店
舗
を
焼
け
出
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
現
店
主
の
祖
父
が
当
地
に
出
店
し
た
。

 

【
つ
】

つ
た
や‒

さ
ん
げ
ん
ぢ
ゃ
や‒

て
ん
【
T
S
U
T
 

A
Y
A 

三
軒
茶
屋
店
】﹇
商
店
（
過
）﹈　

全
国
に
展
開

す
る
T
S
U
T
A
Y
A
チ
ェ
ー
ン
の
店
舗
。
C
D
・
D
V
D

の
レ
ン
タ
ル
店
で
あ
り
書
店
。
キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
完
成
当

初
の
1
9
9
6
年
か
ら
入
居
し
、
2
0
2
6
年
1
月
に
閉

店
す
る
ま
で
、
三
軒
茶
屋
の
文
化
的
な
ス
ポ
ッ
ト
の
ひ
と

つ
と
し
て
親
し
ま
れ
た
。
当
初
は
現
「
ユ
ニ
ク
ロ　

キ
ャ

ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
三
軒
茶
屋
と
う
き
ゅ
う
店
」
の
区
画
で
開

店
。
そ
の
後
、
現
「
セ
カ
ン
ド
ス
ト
リ
ー
ト
三
軒
茶
屋
店
」

の
区
画
ま
で
店
舗
を
拡
張
し
、
ユ
ニ
ク
ロ
側
を
レ
ン
タ
ル
フ

ロ
ア
、
セ
カ
ン
ド
ス
ト
リ
ー
ト
側
を
書
店
フ
ロ
ア
と
し
た
。

2
0
2
3
年
か
ら
は
レ
ン
タ
ル
事
業
を
終
了
し
、
書
店
機

能
を
後
者
の
区
画
に
集
約
し
て
営
業
。
2
0
2
6
年
1
月

の
契
約
満
了
に
伴
う
閉
館
に
よ
り
、
地
域
の
大
型
書
店
は
姿

を
消
し
た
。

 

「
無
印
、
T
S
U
T
A
Y
A
、
ユ
ニ
ク
ロ
を
ウ
ロ
ウ
ロ
す

る
の
が
私
の
お
散
歩
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
で
し
た
」

 

「
三
茶
の
T
S
U
T
A
Y
A
は
、
歌
手
の aiko 

が
フ
ァ
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ン
の
子
と
朝
ま
で
ず
っ
と
恋
愛
相
談
を
し
て
い
た
伝
説
の

場
所
。
T
S
U
T
A
Y
A
、
ま
た
復
活
し
て
ほ
し
い
…
」

 
「
若
い
頃
、
深
夜
に
入
り
浸
っ
て
い
ま
し
た
。
レ
ン
タ
ル

ビ
デ
オ
は
か
な
り
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
も
の
ま
で
あ
っ
て
、
夢

中
に
な
り
ま
し
た
」

つ
り
ぼ
り
【
釣
り
堀
】﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈　

三
軒
茶
屋
に
は

複
数
の
釣
り
堀
が
存
在
し
た
。
そ
の
な
か
で
も
キ
ャ
ロ
ッ
ト

タ
ワ
ー
北
側
の
「
三
軒
茶
屋
釣
り
堀
」
は
平
成
に
な
っ
て
も

営
業
を
続
け
て
い
た
が
、
2
0
0
9
年
に
閉
業
。
そ
の
後
、

そ
の
建
物
を
再
利
用
し
た
飲
食
店
が
営
業
を
始
め
る
が
、
現

在
は
取
り
壊
さ
れ
て
い
る
。

 

「
2
0
0
0
年
、
大
学
1
年
生
の
頃
、
三
茶
の
釣
り
堀
に

来
ま
し
た
。
釣
れ
な
か
っ
た
け
ど
…
」

 

「
釣
り
堀
の
後
に
で
き
た
バ
ル
、
お
い
し
か
っ
た
！
看
板

を
そ
の
ま
ま
イ
ン
テ
リ
ア
に
し
た
り
、
釣
り
堀
を
活
か
し

た
作
り
の
店
内
だ
っ
た
」

 

「
子
ど
も
の
頃
、
父
と
き
ま
し
た
」

 

「
20
年
以
上
前
か
な
?
室
内
の
釣
り
堀
、
あ
っ
た
よ
う
な
」

 

【
て
】

デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト‒

シ
ョ
ッ
プ
﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈　

三
軒

茶
屋
に
は
「
セ
キ
ゼ
ン
」「
モ
リ
」
な
ど
、
ネ
ジ
一
本
か
ら

食
料
品
ま
で
取
り
扱
う
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
シ
ョ
ッ
プ
が
存
在

し
た
。
特
に
「
セ
キ
ゼ
ン
」
は
地
域
に
数
店
舗
展
開
し
て

お
り
、
店
舗
の
あ
っ
た
栄
通
り
商
店
街
を
「
セ
キ
ゼ
ン
通

り
」
と
呼
ぶ
人
も
多
か
っ
た
。
セ
キ
ゼ
ン
の
閉
店
と
と
も
に

入
れ
替
わ
る
よ
う
に
開
店
し
た
「
ピ
カ
ソ
三
軒
茶
屋
店
」
も

2
0
2
4
年
に
閉
店
し
て
い
る
。

 

「
セ
キ
ゼ
ン
は
5
号
店
ま
で
で
き
た
よ
う
な
。
あ
ち
こ
ち

に
セ
キ
ゼ
ン
が
あ
っ
て
、
さ
な
が
ら
『
セ
キ
ゼ
ン
村
』
で

し
た
」

 

「
セ
キ
ゼ
ン
、
カ
ム
バ
ー
ッ
ク
！
シ
ル
バ
ー
の
レ
ジ
袋
が

恋
し
い
…
！
」

 

「
80
年
代
前
半
、
ソ
ニ
ー
の
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
を
、
モ
リ
で

買
い
ま
し
た
。
ペ
ッ
ト
用
品
も
売
っ
て
た
な
」

で
い
り‒

き
ん
し
・
で
き
ん
【
出
入
禁
止
・
出
禁
】

﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈　

飲
食
店
で
ひ
し
め
く
三
角
地
帯
で
は
酔
客

を
相
手
に
す
る
業
態
上
、
ト
ラ
ブ
ル
は
つ
き
も
の
。
マ
ナ
ー

が
悪
い
客
は
、
出
入
り
禁
止
を
申
し
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
。

三
角
地
帯
で
新
規
店
舗
を
オ
ー
プ
ン
す
る
と
、
他
の
店
で
出

禁
に
な
っ
た
客
が
わ
ら
わ
ら
と
来
て
そ
の
対
処
に
追
わ
れ
る
、

と
冗
談
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

で
ん
え
ん
と
し‒

せ
ん
【
田
園
都
市
線
】﹇
道
・
交
通
﹈　

渋
谷
駅
か
ら
神
奈
川
県
大
和
市
の
中
央
林
間
駅
ま
で
を
結
ぶ

東
急
電
鉄
の
鉄
道
路
線
。
渋
谷
駅
か
ら
二
子
玉
川
園
駅
ま
で

走
っ
て
い
た
路
面
電
車
の
玉
川
線
を
代
替
す
る
路
線
と
し
て

1
9
7
7
年
に
地
下
鉄
が
開
通
。
2
0
0
0
年
ま
で
こ
の
区

間
は
「
新
玉
川
線
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
三
軒
茶
屋
駅
で
は
東

急
世
田
谷
線
に
乗
り
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

【
と
】

と
う
き
ょ
う‒

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
【
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
】﹇
歴
史
﹈　

1
9
6
4
年
に
開
か
れ
た
日
本
初
開
催
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
。
駒
沢
公
園
が
国
立
競
技
場
に
次
ぐ
第
二

会
場
に
選
定
さ
れ
た
た
め
、
競
技
場
の
改
修
・
新
設
や
道
路

拡
張
工
事
に
た
く
さ
ん
の
労
働
者
が
従
事
し
た
。
そ
の
た
め
、

駒
沢
公
園
に
近
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
あ
る
三
軒
茶
屋
駅
付
近

も
よ
り
活
気
づ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
三
角
地
帯
を
中
心
に
、

飲
食
店
や
居
酒
屋
が
増
え
て
い
く
き
っ
か
け
で
も
あ
っ
た
。

と
え
い‒

し
も
う
ま‒

ア
パ
ー
ト
【
都
営
下
馬
ア
パ

ー
ト
】﹇
建
物
・
施
設
（
過
）﹈　

三
軒
茶
屋
駅
か
ら
南
方

に
位
置
す
る
都
営
住
宅
群
。
か
つ
て
の
陸
軍
駒
沢
練
兵
場
の

跡
地
の
一
部
に
、
満
州
か
ら
の
引
揚
者
な
ど
が
暮
ら
し
た

「
世
田
谷
郷
」
が
起
源
。
当
初
は
陸
軍
の
兵
舎
を
そ
の
ま
ま

活
用
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
1
9
5
8
年
か
ら
建
て

替
え
が
始
ま
り
、
団
地
へ
と
姿
を
変
え
た
。
現
在
更
な
る
建

て
替
え
、
高
層
化
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ト
ラ
イ
ス
ト
ー
ン
・
ア
ク
テ
ィ
ン
グ
ラ
ボ
﹇
建
物
・

施
設
﹈　

芸
能
事
務
所
「
ト
ラ
イ
ス
ト
ー
ン
・
エ
ン
タ
テ
イ

メ
ン
ト
」
が
直
営
す
る
俳
優
養
成
所
。

 

「
演
技
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
役
者
の
卵
た
ち
が
切

磋
琢
磨
し
合
う
養
成
所
。
建
物
内
は
、
受
講
生
た
ち
の
熱

気
と
意
欲
に
満
ち
た
空
間
と
な
っ
て
い
る
。
私
も
芸
を
磨

く
た
め
に
地
方
か
ら
は
る
ば
る
一
人
で
や
っ
て
き
た
挑
戦
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者
で
あ
り
、
い
ち
受
講
生
だ
。
こ
こ
か
ら
未
来
の
ス
タ
ー

が
現
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」（
20
代
・
世
田
谷
区
在
住
）

 

【
な
】

な
が
さ
き
【
長
崎
】﹇
飲
食
店
﹈　

な
か
み
ち
通
り
の
中
ほ

ど
に
あ
る
、
1
9
7
6
年
創
業
の
老
舗
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
店
。
カ

ウ
ン
タ
ー
の
み
の
小
さ
い
店
な
が
ら
、
本
場
・
長
崎
で
修
行

し
た
本
格
的
な
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
を
求
め
多
く
の
人
が
通
う
。

 

「
缶
ビ
ー
ル
を
店
内
で
売
っ
て
る
ス
タ
イ
ル
に
衝
撃
を
受

け
た
」

 

「
皿
う
ど
ん
、
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
を
注
文
す
る
時
に
、
ス
ー
プ

を
合
わ
せ
て
注
文
す
る
の
が
オ
ス
ス
メ
」

 

「
あ
の
狭
さ
で
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
す
ご
い
。
カ
ウ
ン

タ
ー
に
置
い
て
あ
る
無
料
梅
干
し
も
嬉
し
い
。
お
や
じ
、

体
を
大
切
に
」

な
か
ざ
と‒

ど
お
り
【
中
里
通
り
】﹇
道
・
交
通
﹈　

三

軒
茶
屋
駅
の
南
西
、
国
道
2
4
6
号
線
か
ら
分
岐
す
る
旧

道
。
か
つ
て
の
大
山
道
の
道
筋
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
。

新
道
建
設
に
よ
る
再
開
発
か
ら
も
逃
れ
て
お
り
、
街
道
に
は

「
看
板
建
築
」
の
様
式
を
残
し
た
商
店
が
点
在
す
る
。

  

看
板
建
築

ナ
カ
ミ
セ
﹇
生
活
（
過
）﹈　

エ
コ
ー
仲
見
世
の
草
野
球
チ
ー

ム
の
名
称
。
仲
見
世
の
2
階
で
居
住
し
な
が
ら
商
売
を
す
る

こ
と
が
当
た
り
前
だ
っ
た
当
時
は
住
民
同
士
の
団
結
力
も
強

く
、
よ
く
草
野
球
を
し
て
結
束
を
強
め
て
い
た
、
と
い
う
証

言
が
あ
る
。

な
か
み
ち‒

ど
お
り
【
な
か
み
ち
通
り
】﹇
生
活
﹈　

世

田
谷
通
り
の
南
側
に
位
置
す
る
商
店
街
。
国
道
2
4
6
号

線
か
ら
東
西
に
延
び
る
道
と
、
世
田
谷
通
り
か
ら
南
北
に
延

び
る
道
で
で
き
て
い
る
。
エ
コ
ー
仲
見
世
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

「
小
三
角
」
と
呼
ば
れ
る
地
区
を
取
り
囲
む
よ
う
に
成
立
し

て
お
り
、
世
田
谷
通
り
と
な
か
み
ち
通
り
の
間
の
繁
華
街
を

「
大
三
角
」
と
捉
え
る
向
き
も
多
い
。

  

小
三
角
と
大
三
角

 

【
に
】

に‒

か
い
【
2
階
】﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈　

三
角
地
帯
に
連
な

る
商
店
の
多
く
は
、
か
つ
て
店
子
の
家
族
が
2
階
部
分
を
居

住
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
い
た
。
現
在
は
物
置
と
し
て
使
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、
新
た
に
入
っ
た
店
舗
で
は
2
階
ま
で
を
店

舗
空
間
と
し
て
活
用
す
る
例
も
み
ら
れ
る
。
な
お
、
エ
コ
ー

仲
見
世
の
2
階
部
分
は
ア
ー
ケ
ー
ド
の
構
造
の
内
側
に
隠
れ

て
お
り
、
地
上
か
ら
そ
の
姿
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

に
く‒

の‒

ハ
ナ
マ
サ
【
肉
の
ハ
ナ
マ
サ
】﹇
商
店
﹈　

関
東
中
心
に
展
開
す
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
三
軒
茶
屋

店
の
入
居
す
る
ビ
ル
は
、
か
つ
て
こ
の
地
に
あ
っ
た
三
軒
茶

屋
シ
ネ
マ
の
跡
が
色
濃
く
残
る
。

 

「
筋
ト
レ
民
御
用
達
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
鶏
む
ね

肉
2
キ
ロ
が
、
1
0
0
0
円
台
前
半
で
購
入
可
能
と
い
う

最
強
コ
ス
パ
店
。
店
マ
ー
ク
か
ら
も
窺
え
る
闘
争
心
む
き

出
し
の
、
雄
牛
の
よ
う
な
た
た
ず
ま
い
」（
40
代
・
過
去

に
世
田
谷
区
に
25
年
ほ
ど
在
住
）

に
っ
き‒

を‒

か
く
【
日
記
を
書
く
】﹇
イ
ベ
ン
ト
﹈　

2
0
2
6
年
3
月
7
日
に
開
催
さ
れ
た
、
写
真
家
の
金
川

晋
吾
を
講
師
と
し
て
招
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
参
加
者
全

員
で
自
己
紹
介
し
た
後
、
夜
の
三
角
地
帯
へ
と
共
に
繰
り
出

し
、
隣
を
歩
く
人
と
会
話
し
な
が
ら
路
地
を
探
索
。
そ
の
後

展
示
会
場
に
て
、
配
ら
れ
た
紙
に
ペ
ン
で
日
記
を
綴
り
、
お

互
い
に
読
み
合
っ
て
か
ら
感
想
を
共
有
し
た
。
看
板
の
タ

イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
、
店
舗
の
ド
ア
、

駒
の
湯
横
の
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ

ー
の
三
角
形
と
い
っ
た
街
の
断

片
、「
三
角
地
帯
は
生
活
の
中

に
飲
み
屋
街
が
溶
け
込
ん
で
い

る
」
と
い
う
印
象
な
ど
、
街
へ

の
距
離
感
も
さ
ま
ざ
ま
な
参
加

者
た
ち
の
視
点
か
ら
、
多
様
な

発
見
が
生
ま
れ
た
。

 

【
は
】

パ
チ
ン
コ
﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈　

三
軒
茶
屋
周
辺
に
は
か
つ
て
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多
く
の
パ
チ
ン
コ
店
が
あ
っ
た
。
ゆ
う
ら
く
通
り
で
は
、
ス

マ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
射
的
場
と
い
っ
た
小
さ
な
遊
技
場
も
存
在

し
て
い
た
。
現
在
、
パ
チ
ン
コ
屋
は
２
店
舗
の
み
営
業
を
続

け
て
い
る
。

 

「
昭
和
38
（
1
9
6
3
）
年
ご
ろ
は
パ
チ
ン
コ
屋
に
ス
マ

ー
ト
ボ
ー
ル
、
射
的
も
あ
っ
た
。
さ
な
が
ら
温
泉
場
の
盛

り
場
の
よ
う
だ
っ
た
」

 

「
栄
通
り
の
パ
チ
ン
コ
屋
で
イ
ン
チ
キ
し
て
、
怖
い
人
に

脅
か
さ
れ
た
な
ぁ
〜
」

は
な
ご‒

や
【
花
吾
屋
】﹇
商
店
﹈　

三
角
地
帯
の
一
角
、

「
肉
の
ハ
ナ
マ
サ
」
の
隣
に
あ
る
花
屋
。
小
規
模
な
店
舗
の

外
側
に
は
花
や
鉢
植
え
が
密
集
し
て
い
る
。
22
時
ま
で
と
遅

め
の
時
間
帯
ま
で
店
を
開
け
て
い
る
。

 

「
三
軒
茶
屋
シ
ネ
マ
跡
の
裏
に
あ
る
花
屋
。
色
と
り
ど
り

の
季
節
の
花
が
揃
っ
て
い
て
、
三
角
地
帯
の
オ
ア
シ
ス
に

な
っ
て
い
る
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が
近
づ
く
と
、
か
ぼ
ち
ゃ
が

置
い
て
あ
る
」（
10
代
・
世
田
谷
区
在
住
）

は
な
び
し
【
花
菱
】﹇
飲
食
店
﹈　

エ
コ
ー
仲
見
世
内
に
あ

る
甘
味
処
。
近
年
ま
で
、
う
な
ぎ
屋
の
老
舗
と
し
て
営
業
し

て
い
た
た
め
、
看
板
に
は
現
在
で
も
「
鰻
蒲
焼
」
の
文
字
が

残
っ
て
い
る
。
現
在
は
炭
火
で
焼
い
た
手
作
り
の
団
子
が
名

物
。
あ
ん
み
つ
や
か
き
氷
な
ど
も
提
供
。

 

「
最
高
に
お
い
し
か
っ
た
で
す
☆
」（
40
代
）

 

【
ひ
】

ヒ
サ
モ
ト
﹇
商
店
（
過
）﹈　

三
軒
茶
屋
に
か
つ
て
あ
っ
た
洋

菓
子
店
。
1
9
4
0
年
に
渋
谷
で
創
業
し
た
の
ち
都
内
に
数

店
舗
展
開
し
、
1
9
8
6
年
に
三
軒
茶
屋
店
の
1
店
舗
に
集

約
。
ド
イ
ツ
帰
り
の
三
代
目
店
主
が
作
る
生
ク
リ
ー
ム
が
評

判
だ
っ
た
が
、
三
代
目
の
急
逝
に
よ
り
、
2
0
0
3
年
閉
店
。

 

「
誕
生
日
ケ
ー
キ
は
い
つ
も
、
ヒ
サ
モ
ト
の
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
ケ
ー
キ
で
し
た
」

 

「
ヒ
サ
モ
ト
の
ケ
ー
キ
は
今
で
も
人
生
で
一
番
う
ま
い
と

思
う
。
さ
つ
ま
い
も
そ
の
ま
ま
の
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
、
大

好
き
で
し
た
」

ひ
ゃ
っ
け
ん‒

し
ょ
う
て
ん
が
い
【
百
軒
商
店
街
】

﹇
生
活
（
過
）﹈　

エ
コ
ー
仲
見
世
の
昔
の
名
称
だ
っ
た
、
と

い
う
証
言
が
あ
る
。

 

【
ふ
】

ふ
じ
や‒

レ
ス
ト
ラ
ン
【
不
二
家
レ
ス
ト
ラ
ン
】﹇
飲

食
店
（
過
）﹈　

不
二
家
は
洋
菓
子
を
中
心
に
し
た
食
品
メ
ー

カ
ー
で
あ
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
運
営
。
か
つ
て
三
軒
茶
屋
に

あ
っ
た
「
不
二
家
レ
ス
ト
ラ
ン
」
は
昭
和
期
に
は
ま
だ
珍
し

か
っ
た
洋
食
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
幼
少
期
の
憧
れ
だ
っ
た
と

い
う
人
々
も
多
い
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
閉
店
後
、
キ
ャ
ロ
ッ
ト

タ
ワ
ー
に
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
で
き
る
「
不
二
家
」
が
開
店
し

た
が
、
2
0
0
9
年
に
閉
店
。

 

「
小
学
2
年
生
の
頃
、
不
二
家
に
行
き
ま
し
た
。
憧
れ
の

銀
皿
、
懐
か
し
い
！
」

 

「
今
か
ら
40
数
年
前
、
夫
と
不
二
家
の
2
階
で
よ
く
デ
ー

ト
し
ま
し
た
」

 

「
子
ど
も
を
連
れ
て
、
よ
く
ラ
ン
チ
し
ま
し
た
！
」

 

「
60
年
代
後
半
ご
ろ
、
不
二
家
で
ハ
ン
バ
ー
グ
や
ス
テ
ー

キ
を
食
べ
ま
し
た
。
思
い
出
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
」

「
ふ
つ
う
の
し
ょ
う
て
ん
が
い
」【「
普
通
の
商
店

街
」】﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
（
過
）﹈

 

「
今
と
な
っ
て
は
飲
み
屋
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
豆
屋
さ
ん
な
ど
、
ま
だ
数
軒
は
飲
み
屋
以
外
の

普
通
の
商
店
が
残
っ
て
い
る
。
40
〜
50
年
前
は
も
っ
と
普

通
の
商
店
街
で
、
熱
帯
魚
も
売
っ
て
る
金
魚
屋
や
、
段
飾

り
の
ひ
な
人
形
一
式
を
飾
っ
て
売
っ
て
い
る
お
も
ち
ゃ
屋

さ
ん
が
あ
り
、
見
に
行
く
だ
け
で
も
楽
し
み
だ
っ
た
。
三

角
地
帯
は
飲
み
屋
だ
け
で
は
な
い
」（
60
代
・
生
ま
れ
て

か
ら
ず
っ
と
世
田
谷
区
在
住
）

ブ
ラ
タ
モ
リ
﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈　

タ
レ
ン
ト
の
タ
モ
リ
が
街

を
歩
き
な
が
ら
、
知
ら
れ
ざ
る
歴
史
や
人
々
の
暮
ら
し
に
迫

る
N
H
K
の
番
組
。
2
0
2
5
年
6
月
7
日
放
映
回
で
は
、

三
軒
茶
屋
が
舞
台
と
な
り
、
三
角
地
帯
の
歴
史
等
を
掘
り
下

げ
る
内
容
で
あ
っ
た
。

ぶ
ん
か‒

デ
パ
ー
ト
【
文
華
デ
パ
ー
ト
】﹇
建
物
・
施

設
（
過
）﹈　

戦
後
の
三
軒
茶
屋
の
賑
わ
い
を
象
徴
す
る
民
営

市
場
。
文
華
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
も
。
路
面
電
車
で
あ
る
東
急
玉

川
線
時
代
の
三
軒
茶
屋
駅
の
付
近
に
立
地
し
、
金
物
屋
か
ら

う
ど
ん
屋
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
店
舗
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
た
。

1
9
7
0
年
代
の
不
審
火
に
よ
る
火
災
を
経
て
、
現
在
は
複
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数
の
店
舗
が
入
居
す
る
ブ
ン
カ
ビ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

 

「
小
学
生
の
頃
、
こ
こ
に
市
場
の
よ
う
な
店
の
連
な
り
が

あ
っ
た
。
6
年
生
の
時
、
火
事
で
焼
け
て
し
ま
っ
た
」

 

【
ほ
】

ほ
ん
や
・
ふ
る
ほ
ん
や‒

と‒

え
い
が
か
ん
【
本

屋
・
古
本
屋
と
映
画
館
】﹇
イ
ベ
ン
ト
﹈　

2
0
2
6

年
3
月
17
日
、
展
示
会
場
内
で
開
催
さ
れ
た
、
編
集
部
・
竹

中
が
企
画
し
た
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
。
正
式
名
称
は
「
三
茶
に

あ
っ
た
本
屋
・
古
本
屋
や
映
画
館
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か

ら
の
三
茶
・
三
角
地
帯
に
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
い

い
な
を
想
像
す
る
会
」。
手
元
に
配
ら
れ
た
リ
ス
ト
を
も
と

に
、
か
つ
て
三
角
地
帯
周
辺
に
い
く
つ
も
あ
っ
た
古
本
屋
・

本
屋
、
映
画
館
に
つ
い
て
、
参
加
者
同
士
で
覚
え
て
い
る
こ

と
を
共
有
し
た
。
三
軒
茶
屋
シ
ネ
マ
、
三
軒
茶
屋
中
央
劇

場
、
三
軒
茶
屋
映
画
劇
場
、
三
軒
茶
屋
大
映
が
あ
っ
た
場
所

に
つ
い
て
地
図
を
観
な
が
ら
確
認
し
、
な
か
に
は
三
軒
茶
屋

シ
ネ
マ
に
訪
れ
た
と
き
の
写
真
を
持
参
し
た
参
加
者
も
。
ま

た
、
か
つ
て
2
階
建
て
だ
っ
た
頃
の
甲
文
堂
書
店
や
、
キ
ャ

ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
内
に
あ
っ
た
と

い
う
映
画
・
演
劇
の
本
を
扱
っ

て
い
た
コ
ー
ナ
ー
、
ブ
ッ
ク
マ

ー
ト
な
ど
古
本
チ
ェ
ー
ン
に
つ

い
て
、
映
通
社
の
現
在
に
つ
い

て
も
盛
り
上
が
る
。
そ
し
て
街

の
本
屋
と
し
て
根
付
い
て
い
た

西
友
の
リ
ブ
ロ
や
、
文
教
堂

書
店
、
閉
店
し
た
ば
か
り
の

T
S
U
T
A
Y
A
三
軒
茶
屋
店

の
思
い
出
も
寄
せ
ら
れ
た
。
後
半
は
、
街
の
文
化
を
絶
や
し

た
く
な
い
と
い
う
参
加
者
の
思
い
や
、
あ
っ
た
ら
い
い
場
所

に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
が
交
わ
さ
れ
た
。

 

【
ま
】

ま
め
し
ょ
う‒

は
た
の
【
豆
商
は
た
の
】﹇
商
店
﹈　

戦
後
の
ヤ
ミ
市
の
時
代
に
開
業
し
、
創
業
70
周
年
を
超
え
る

老
舗
豆
菓
子
店
。
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
か
ら
甘
納
豆
ま
で
、
豆
菓
子

の
中
で
幅
広
く
展
開
。
店
内
に
は
エ
コ
ー
仲
見
世
と
3
番
街

を
繋
ぐ
路
地
が
通
っ
て
い
る
。

 

「
母
に
連
れ
ら
れ
て
三
角
地
帯
に
あ
る
豆
屋
に
行
く
の
が

好
き
で
し
た
。
そ
こ
で
よ
く
、
甘
納
豆
を
買
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
」（
50
代
・
世
田
谷
区
在
住
）

ま
ん
が
の‒

と
し
ょ
か
ん‒

ガ
リ
レ
オ‒

さ
ん
げ
ん

ぢ
ゃ
や
て
ん
【
ま
ん
が
の
図
書
館
ガ
リ
レ
オ 

三

軒
茶
屋
店
】﹇
建
物
・
施
設
﹈　

1
9
9
8
年
に
創
業
。
世

田
谷
通
り
沿
い
に
あ
る
、
地
域
で
は
現
在
唯
一
の
漫
画
喫
茶

で
、
オ
ー
ナ
ー
が
セ
レ
ク
ト
し
た
約
4
万
冊
の
漫
画
を
収

蔵
。
フ
ル
オ
ー
プ
ン
ス
タ
イ
ル
の
図
書
館
の
よ
う
な
雰
囲
気

が
特
徴
で
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
す
る
客

も
多
い
。

 

「
ガ
リ
レ
オ
の
現
在
の
経
営
者
は
元
々
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ

ッ
フ
。
経
営
危
機
の
際
に
『
店
を
辞
め
る
な
ら
私
が
や

る
！
』
と
言
っ
て
、
店
を
引
き
継
い
だ
ん
だ
っ
て
！
」

 

「
中
学
生
の
時
に
行
っ
た
、
人
生
初
の
漫
画
喫
茶
。
一
人

で
行
っ
て
も
、
怖
く
な
か
っ
た
。
中
で
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン

食
べ
ま
し
た
」

 

【
み
】

み
ど
り‒

や
【
緑
屋
】﹇
商
店
（
過
）﹈　

三
軒
茶
屋
駅

近
く
に
か
つ
て
あ
っ
た
月
賦
制
の
百
貨
店
。
1
9
4
6
年

に
開
業
し
た
太
子
堂
の
家
具
屋
「
岡
本
商
店
」
が
ル
ー
ツ
。

1
9
5
7
年
に
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
地
下
1
階
、
地
上
5
階
建
の
店
舗
を
三
軒
茶
屋
に
て
開

店
。
そ
の
後
、
渋
谷
を
は
じ
め
東
日
本
の
各
都
市
で
様
々
な

店
舗
を
展
開
し
た
。
そ
の
後
、
西
武
セ
ゾ
ン
グ
ル
ー
プ
と
合

流
。
三
軒
茶
屋
の
店
舗
も
1
9
8
5
年
に
は am

s 

西
武
三

軒
茶
屋
店
と
な
る
。
1
9
9
8
年
に
は
ス
ー
パ
ー
・
西
友
三

軒
茶
屋
店
に
転
換
し
、
現
在
に
至
る
。

 

「
叔
父
が
東
急
の
役
員
か
ら
定
年
退
職
し
て
緑
屋
に
行
っ

た
と
亡
き
母
が
言
っ
て
い
た
。
す
ば
ら
し
い
叔
父
さ
ん
で

し
た
」（
72
歳
・
ず
っ
と
世
田
谷
区
在
住
）

 

「
屋
上
に
遊
戯
施
設
が
あ
っ
た
。
セ
ル
フ
綿
菓
子
機
で
よ

く
作
っ
て
い
た
！
」

 

「
緑
屋
か
ら am

s 

西
武
に
変
わ
っ
た
と
い
う
流
れ
が
印
象

的
で
し
た
。『
デ
パ
ー
ト
が
あ
る
都
会
』
と
し
て
、
三
軒

茶
屋
の
象
徴
的
な
存
在
で
し
た
」
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am
s 

西
武

 
【
め
】

め
あ
お‒
ふ
ど
う
【
目
青
不
動
】﹇
歴
史
﹈　

竹
園
山
最

勝
寺
教
学
院
の
通
称
。
1
3
1
1
年
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
古

刹
で
あ
り
、
明
治
年
間
の
1
9
0
9
年
に
青
山
か
ら
現
在

地
に
移
転
。
境
内
に
は
東
京
の
五
色
不
動
の
一
つ
で
あ
る
目

青
不
動
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
円
仁
（
慈
覚
大
師
）
の
作
と

い
わ
れ
る
そ
の
不
動
明
王
像
は
秘
仏
で
あ
り
一
般
公
開
は
さ

れ
て
い
な
い
。
代
わ
り
に
堂
内
で
は
、
青
銅
製
の
前
立
不
動

明
王
像
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

【
も
】

も
も
た
ろ
う
﹇
商
店
（
過
）﹈　

三
角
地
帯
・
エ
コ
ー
仲
見
世

内
に
か
つ
て
あ
っ
た
肉
屋
。
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
の
惣
菜
を
非
常

に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
値
段
で
販
売
し
て
い
た
。

 

「
お
い
も
一
個
30
円
と
か
…
。
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で

す
」（
50
代
・
町
田
市
在
住
。
実
家
が
三
茶
で
三
代
住
ん

で
い
ま
す
）

 

【
や
】

や
ぐ
ら
ざ
わ‒

お
う
か
ん
【
矢
倉
沢
往
還
】﹇
歴
史
﹈　

江
戸
時
代
に
整
備
さ
れ
た
街
道
。
江
戸
城
か
ら
相
模
国

（
現
・
神
奈
川
県
）
を
通
り
、
駿
河
国
（
現
・
静
岡
県
）
沼

津
ま
で
を
結
ぶ
。
名
称
の
由
来
は
、
関
東
の
関
所
と
し
て
箱

根
関
所
と
並
び
重
要
視
さ
れ
た
、
矢
倉
沢
関
所
を
通
る
こ
と

か
ら
。
江
戸
時
代
中
期
の
大
山
詣
の
流
行
を
受
け
て
、
こ
の

道
は
「
大
山
道
」
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。

 
 

大
山
道

や
ま
の
て‒

だ
い
く
う
し
ゅ
う
【
山
の
手
大
空
襲
】

﹇
歴
史
﹈　

1
9
4
5
年
5
月
25
日
、
第
二
次
世
界
大
戦
末

期
の
米
軍
に
よ
る
焼
夷
弾
を
用
い
た
大
規
模
な
無
差
別
爆

撃
。
3
月
10
日
の
東
京
大
空
襲
に
続
く
大
規
模
な
空
襲
に
よ

り
、
三
軒
茶
屋
か
ら
太
子
堂
、
池
尻
ま
で
焼
け
野
原
に
な
っ

た
。
付
近
に
は
駒
沢
練
兵
場
な
ど
の
陸
軍
施
設
が
あ
り
、
空

襲
の
際
に
三
軒
茶
屋
周
辺
が
狙
わ
れ
る
要
因
と
な
っ
た
。

ヤ
ミ‒

い
ち
【
ヤ
ミ
市
】﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈　

闇
市
と
も
。

非
合
法
に
設
け
ら
れ
た
市
場
。
戦
後
の
混
乱
期
に
建
物
の
強

制
疎
開
や
空
襲
の
焼
跡
な
ど
の
空
地
に
お
い
て
開
か
れ
、
食

糧
や
物
資
不
足
に
あ
え
ぐ
人
々
で
賑
わ
っ
た
。
強
制
疎
開
や

空
襲
の
た
め
空
地
が
広
が
っ
た
三
軒
茶
屋
一
帯
に
も
ヤ
ミ
市

が
大
規
模
に
開
設
さ
れ
た
。
三
角
地
帯
エ
リ
ア
は
、
戦
後
に

ヤ
ミ
市
と
し
て
再
出
発
し
た
場
所
が
商
店
街
化
し
た
も
の
が

そ
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
。

 

「
昭
和
9
（
1
9
3
4
）
年
生
ま
れ
の
父
が
生
前
語
っ
て

い
た
と
こ
ろ
で
は
、
三
角
地
帯
に
あ
る
ヤ
ミ
市
の
雰
囲
気

は
今
に
至
る
ま
で
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
。

昔
は
2
4
6
の
ガ
ス
ト
の
と
こ
ろ
と
ハ
ナ
マ
サ
の
隣
に

日
活
の
映
画
館
が
あ
っ
て
、
近
寄
り
難
い
雰
囲
気
で
し
た

が
、
平
和
に
な
り
ま
し
た
」（
50
代
・
50
年
近
く
世
田
谷

区
在
住
）

 

【
ゆ
】

ゆ
う
ら
く‒

ど
お
り
【
ゆ
う
ら
く
通
り
】﹇
生
活
﹈　

三
角
地
帯
を
構
成
す
る
路
地
の
一
つ
。
ヤ
ミ
市
さ
な
が
ら
の

小
さ
な
区
画
に
多
く
の
飲
食
店
が
ひ
し
め
く
。
老
舗
の
焼
肉

屋
を
は
じ
め
、
タ
イ
料
理
や
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
な
ど
の
新
し
い

店
舗
も
見
受
け
ら
れ
る
。「
ゆ
う
ら
く
」
の
名
は
、
形
成
当
時
、

パ
チ
ン
コ
店
な
ど
の
娯
楽
店
が
軒
を
連
ね
て
い
た
こ
と
か
ら
。

 

「
こ
の
辺
り
の
2
階
の
店
で
飲
ん
だ
け
れ
ど
、
も
う
ど
こ

の
店
か
わ
か
ら
な
い
…
」

 

「
確
か
こ
の
辺
り
の
角
の
バ
ー
へ
、
大
学
教
授
が
連
れ
て

っ
て
く
れ
た
。
70
歳
近
く
で
初
め
て
。
男
の
人
は
へ
べ
れ

け
に
な
る
ほ
ど
、
ス
ト
レ
ス
も
溜
ま
る
と
知
る
、
そ
ん
な

バ
ー
体
験
も
よ
か
っ
た
」

 

「
二
十
歳
の
誕
生
日
に
、
ず
っ
と
夢
だ
っ
た
『
バ
ー
で
一

人
飲
み
』
を
決
行
し
た
！
」
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【
よ
】

よ
い
づ
る
【
酔
鶴
】﹇
飲
食
店
（
過
）﹈　

な
か
み
ち
通
り

沿
い
の
路
地
に
あ
る
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
み
の
小
さ
な
居
酒

屋
。
こ
の
地
で
60
年
以
上
営
業
し
て
い
る
と
い
う
、
三
角
地

帯
の
中
で
も
最
も
歴
史
あ
る
飲
み
屋
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、

2
0
2
6
年
3
月
末
に
閉
店
。

 

「
創
業
60
年
以
上
、
店
主
は
80
歳
を
超
え
る
老
舗
店
舗
。

そ
こ
に
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
存
在
し
て
い
る
が
、
そ

の
大
半
は
目
に
見
え
な
い
。
同
業
の
大
先
輩
で
も
あ
る
店

長
と
は
現
在
の
話
、
家
庭
の
話
、
商
い
の
話
、
体
力
の
こ

と
な
ど
、
話
は
尽
き
な
い
。
料
理
の
味
や
盛
り
付
け
は
い

わ
ば
『
自
分
の
中
に
は
な
い
、
故
郷
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お

か
ず
』
と
い
う
風
情
だ
。
自
分
の
中
に
な
い
は
ず
の
、
原

風
景
の
イ
メ
ー
ジ
が
自
然
と
体
に
染
み
込
ん
で
く
る
。
そ

し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
が
過
ぎ
て
い
く
。
酔
鶴
に
い
き

た
い
。
い
か
ね
ば
」（
40
代
・
世
田
谷
区
在
住
）　

 

「
三
角
地
帯
の
外
れ
に
あ
る
老
舗
の
呑
み
屋
。
店
主
が
一

人
で
切
り
盛
り
し
て
い
る
。
60
年
以
上
続
く
と
い
う
こ
の

店
で
は
、
昭
和
の
呑
み
屋
の
雰
囲
気
を
堪
能
で
き
る
。
カ

的
」（
40
代
・
世
田
谷
区
在
住
）

 

【
り
】

 

り
く
ぐ
ん‒

じ
ゅ
う
い‒

が
っ
こ
う
【
陸
軍
獣
医
学

校
】﹇
建
物
・
施
設
（
過
）﹈　

池
尻
か
ら
三
軒
茶
屋
周
辺
に

所
在
し
て
い
た
陸
軍
施
設
群
の
一
つ
。
獣
医
部
将
校
の
養
成

を
目
的
と
し
て
、
軍
馬
や
軍
犬
の
取
り
扱
い
方
の
教
育
や
研

究
を
行
っ
て
い
た
。
終
戦
に
よ
り
廃
校
。
跡
地
に
は
日
本
装

蹄
学
校
が
開
校
。
同
校
は
駒
場
学
園
高
等
学
校
に
改
称
さ
れ

た
後
も
、
1
9
9
4
年
ま
で
馬
の
装
蹄
師
の
教
育
を
続
け
た
。

 

【
わ
】

わ
た
し
た
ち‒

は‒

な
ぜ‒

さ
ん
ち
ゃ‒

と
い
う‒

ぬ
ま‒

に‒

ハ
マ
っ
た
の
か
【
私
た
ち
は
、
な
ぜ

三
茶
と
い
う
“
沼
”
に
ハ
マ
っ
た
の
か
】﹇
イ
ベ
ン

ト
﹈
2
0
2
6
年
2
月
6
日
、
展
示
会
場
内
で
開
催
さ
れ

た
、
編
集
部
・
鷲
尾
が
主
催
の
ミ
ニ
ト
ー
ク
。
上
京
後
、
10

ウ
ン
タ
ー
の
奥
に
昔
の
世
田
谷
の
写
真
集
な
ど
、
貴
重
な

資
料
も
あ
る
」（
20
代
・
世
田
谷
区
在
勤
）

 

※
コ
メ
ン
ト
は
2
0
2
6
年
2
月
、
閉
店
前
に
寄
せ
ら
れ
た
も
の
。

よ
く‒

あ
さ‒

の
み
【
翌
朝
飲
み
】﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈　

三
角
地
帯
で
時
折
あ
る
と
い
う
、
夜
通
し
の
み
な
ら
ず
翌
日

ま
で
酒
を
飲
み
続
け
た
状
況
。

 

「
三
軒
茶
屋
、
特
に
三
角
地
帯
に
は
、
人
が
い
れ
ば
永
遠

に
や
っ
て
い
る
店
が
多
く
て
、
気
づ
い
た
ら
朝
に
な
っ
た

り
昼
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
…
…
」

よ
ね
や
ま‒

し
ょ
う
て
ん
【
米
山
商
店
】﹇
商
店
（
過
）﹈　

三
角
地
帯
の
ゆ
う
ら
く
通
り
に
か
つ
て
あ
っ
た
衣
料
品

店
。
テ
レ
ビ
東
京
の
番
組
「
モ
ヤ
モ
ヤ
さ
ま
ぁ
〜
ず
2
」
の

2
0
0
9
年
1
月
9
日
放
送
回
に
て
登
場
し
た
。
番
組
内

で
は
、
店
主
は
60
歳
か
ら
絵
を
描
き
始
め
、
描
い
た
絵
は
ラ

ジ
オ
番
組
に
投
稿
し
て
い
る
と
語
っ
て
い
た
。

 

「
国
道
2
4
6
号
へ
抜
け
る
道
に
あ
っ
た
店
内
前
に
物
干

し
が
あ
り
、
そ
こ
へ
ご
自
身
で
描
か
れ
た
絵
が
吊
り
下
が

っ
て
い
た
。
テ
レ
ビ
番
組
『
モ
ヤ
モ
ヤ
さ
ま
ぁ
〜
ず
2
』

内
で
、
さ
ま
ぁ
〜
ず
さ
ん
に
突
込
ま
れ
て
い
た
の
が
印
象

年
以
上
に
わ
た
っ
て
三
角
地
帯

の
飲
み
屋
に
通
い
続
け
る
面
々

と
共
に
、
三
軒
茶
屋
・
三
角
地

帯
の
「
夜
の
顔
」
の
魅
力
に
迫

っ
た
。
ゲ
ス
ト
に
は
立
ち
飲
み

屋
『
霧
の
中
の
風
景
』
の
常
連

で
あ
る
村
橋
愛
と
山
﨑
龍
馬
の

2
人
が
参
加
。
語
ら
れ
た
の
は
、

三
軒
茶
屋
周
辺
の
他
の
飲
み
屋

街
と
の
比
較
、
三
角
地
帯
に
集

ま
る
人
々
の
性
質
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
か
ら
、
三
角
地
帯
を

構
成
す
る
建
築
物
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
の
魅
力
ま
で
。
三
角
地

帯
に
通
い
詰
め
「
抜
け
出
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
人
た

ち
な
ら
で
は
の
ト
ー
ク
が
、
こ
の
街
や
店
、
人
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
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◉
大
三
角
地
帯
事
典

 

三
軒
茶
屋
・
三
角
地
帯
に
ま

つ
わ
る
事
典
。
本
展
の
会
期

中
、
追
加
項
目
を
来
場
者
に

募
集
し
た
。
本
書
は
そ
れ
を

反
映
さ
せ
た
増
補
版
。

◉
大
三
角
地
帯
マ
ッ
プ

 

三
軒
茶
屋
・
三
角
地
帯
に
紐

づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
記
憶
を
重

ね
て
い
く
地
図
。
来
場
者
そ

れ
ぞ
れ
の
場
所
の
記
憶
を
付

箋
に
綴
り
、
白
地
図
に
貼
り

付
け
て
も
ら
っ
た
。

◉
物
語
の
自
動
販
売
機

 

＠
三
軒
茶
屋

 

株
式
会
社
ト
ー
ハ
ン
が
開
発

し
た
物
語
の
自
動
販
売
機
。

文
学
作
品
な
ど
か
ら
三
軒
茶

屋
・
三
角
地
帯
に
ま
つ
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
「
物
語
」
が
ラ

ン
ダ
ム
に
印
刷
さ
れ
た
。

◉
ア
ー
カ
イ
ブ
映
像

 

8
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
て
公
開
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
「
世
田
谷
ク
ロ
ニ
ク

ル
」
か
ら
、
1
9
6
9
年
、
廃

線
直
前
の
玉
電
を
撮
影
し
た

『
消
え
行
く
玉
電
』
を
常
時
放

映
し
て
い
た
。

◉
大
三
角
編
集
部
宛
投
稿
ポ
ス
ト

 

来
場
者
に
、
三
軒
茶
屋
・
三
角

地
帯
に
ま
つ
わ
る
新
情
報
を
投

函
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
ポ
ス

ト
。
寄
せ
ら
れ
た
情
報
は
大
三

角
編
集
部
で
確
認
の
上
、
一
週

間
程
度
で
展
示
に
加
え
ら
れ
て

い
た
。
会
期
中
に
は
プ
リ
ン
タ

ー
も
導
入
さ
れ
、
そ
の
場
で
写

真
デ
ー
タ
を
い
た
だ
い
て
展
示

に
追
加
し
た
。

◉
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス

 

来
場
者
か
ら
三
軒
茶
屋
・
三
角

地
帯
に
ま
つ
わ
る
情
報
を
募
集

す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
。

◉
三
茶
文
庫

 

三
軒
茶
屋
・
三
角
地
帯
に
焦
点

を
当
て
た
さ
ま
ざ
ま
な
書
籍
・

雑
誌
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
。
文

芸
作
品
や
、
あ
り
し
日
の
風
俗

を
伝
え
る
資
料
、
情
報
誌
な
ど

を
用
意
し
た
。

三
軒
茶
屋 

大
三
角
地
帯
展　

概
要

2
0
2
6
年
1
月
20
日
か
ら
3
月
22

日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
本
展
は
、
生

活
工
房
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

前
最
後
の
展
示
と
な
り
ま
し
た
。
壁
面

一
帯
の
「
事
典
」
と
、
白
地
図
に
来
場

者
が
コ
メ
ン
ト
を
付
箋
で
寄
せ
る
「
マ

ッ
プ
」
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
持
ち
寄
り
い
た
だ

い
た
写
真
や
投
書
な
ど
が
随
時
追
加
さ

れ
、
白
地
図
は
も
は
や
元
の
地
図
が
見

え
な
い
程
の
密
集
地
帯
に
。
本
書
に
は

集
ま
っ
た
膨
大
な
「
声
」
を
抜
粋
・
編

集
し
た
も
の
も
収
録
し
て
い
ま
す
。
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◉
1
月
25
日
（
日
）

 

酒
場
の
話
を
聞
く
─
酒
場
に
ま
つ
わ
る
ト
ー
ク※
（P. 14

）

 

講
師
：
パ
リ
ッ
コ
（
酒
場
ラ
イ
タ
ー
）、
塩
見
な
ゆ
（
酒
場
案
内
人
）

◉
1
月
31
日
（
土
）

 

自
分
史
を
ひ
も
と
く
─
年
表
＋
事
典
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ※
（P. 20

）

 

講
師
：
パ
ン
ス
（
年
表
作
成
者
／
ラ
イ
タ
ー
）

◉
2
月
5
日
（
木
）

 

三
角
地
帯
の
ル
ー
ツ
を
知
る
─
闇
市
に
ま
つ
わ
る
ト
ー
ク※
（P. 15

）

 

講
師
：
石
榑
督
和
（
関
西
学
院
大
学
建
築
学
部
准
教
授
／
中
央
研
究

院
臺
灣
史
研
究
所
訪
問
學
人
）、
金
谷
匡
高
（
法
政
大
学
江
戸
東
京
研

究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
／
昭
和
女
子
大
学
歴
史
文
化
学
科
非
常
勤

講
師
）

◉
2
月
6
日
（
金
）

 

ミ
ニ
ト
ー
ク
─
私
た
ち
は
︑
な
ぜ
三
茶
と
い
う
“
沼
”
に
ハ
マ
っ
た

の
か
（P. 39

）

 

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
：
鷲
尾
諒
太
郎
（
大
三
角
編
集
部
）、
ゲ
ス
ト
：

山
﨑
龍
馬
、
村
橋
愛

◉
2
月
7
日
（
土
）

 

三
角
地
帯
を
歩
く
─
古
地
図
で
め
ぐ
る
三
角
地
帯※
（P. 15

）

 

講
師
：
男
鹿
芳
則
（
前
世
田
谷
ト
ラ
ス
ト
ま
ち
づ
く
り
理
事
長
）、
金

谷
匡
高
（
法
政
大
学
江
戸
東
京
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
／
昭
和

女
子
大
学
歴
史
文
化
学
科
非
常
勤
講
師
）

◉
2
月
14
日
（
土
）

 

会
場
を
作
る
─
三
角
地
帯
で
エ
レ
メ
ン
ト
を
探
す
（P. 08

） 
 

講
師
：
荒
木
源
希
（
建
築
士
／
モ
ク
タ
ン
カ
ン
株
式
会
社
）

◉
2
月
21
日
（
土
）

 

写
真
を
集
め
る
─
29
年
後
の
フ
ァ
ウ
ン
ド
フ
ォ
ト
（P. 20

）

 

ゲ
ス
ト
：V

ID
E

O
T

A
P

E
M

U
SIC

（
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
／
映
像
作

家
）、
進
行
：
篠
原
繭
（T

ISSU
E

 Inc.

）

◉
3
月
7
日
（
土
）

 

日
記
を
書
く
─
日
記
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ※
（P. 31

）

 

講
師
：
金
川
晋
吾
（
写
真
家
）

◉
3
月
17
日
（
火
）

 

ミ
ニ
ト
ー
ク
─
三
茶
に
あ
っ
た
本
屋
・
古
本
屋
や
映
画
館
を
振
り
返

り
︑
こ
れ
か
ら
の
三
茶
・
三
角
地
帯
に
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら

い
い
な
を
想
像
す
る
会
（P. 34

）

 

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
：
竹
中
万
季
（
大
三
角
編
集
部
）

◉
3
月
22
日
（
日
）

 

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
─
生
活
工
房
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
見
送
る
（P. 

11

）※
マ
ー
ク
の
あ
る
も
の
は
、
生
活
工
房
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
レ
ポ

ー
ト
」
で
イ
ベ
ン
ト
内
容
を
紹
介
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

関
連
イ
ベ
ン
ト
一
覧

写真：富澤大輔



本
書
お
よ
び
本
展
覧
会
は
、
世
田
谷
区
三
軒

茶
屋
に
位
置
す
る
通
称
「
三
角
地
帯
」
の
記

録
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
三
弾
で
す
。『
三
軒
茶

屋
・
三
角
地
帯
△
の
は
な
し
／
△
の
地
図
』

（
2
0
2
3
年
度
）、『
三
角
地
帯
の
は
じ
ま

り
を
辿
る FIE

L
D

 N
O

T
E

』（
2
0
2
4
年

度
）
に
続
く
取
り
組
み
と
し
て
、
展
覧
会
と
そ

の
副
読
本
で
あ
る
本
書
を
制
作
し
ま
し
た
。

生
活
工
房
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
広
報
物
」
ペ
ー

ジ
（setagaya-ldc.net/dow

nload/

）
内
の

「
生
活
工
房
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
」
か
ら
、

P
D
F
デ
ー
タ
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

		


三
軒
茶
屋 

		


大
三
角
地
帯
事
典

 
 

2
0
2
6
年
4
月
30
日
発
行

 

編
集 

大
澤
景
（
大
三
角
編
集
部
）

 
 

篠
原
繭
（T

ISSU
E

 Inc.

）

 

執
筆 

シ
ャ
ラ
ポ
ア
野
口
（
大
三
角
編
集
部
）

 

編
集
協
力 

鷲
尾
諒
太
郎
（
大
三
角
編
集
部
）

 
 

竹
中
万
季
（m

e and you

／
大
三
角
編
集
部
）

 

デ
ザ
イ
ン 

北
岡
誠
吾

 

企
画 

桜
井
祐
（T

ISSU
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三軒茶屋 大三角地帯展 関連イベント「写真を集める│29年後のファウンドフォト」
ワークショップにてVIDEOTAPEMUSIC撮影

［表］ 三軒茶屋東映（現在の肉のハナマサ・三軒茶屋 2-14-6)、
 世田谷中央劇場（現在のカラオケベスト10三軒茶屋店・三軒茶屋 2-14-5）周辺　
 1961年撮影／提供=世田谷区立郷土資料館
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三軒茶屋 大三角地帯展 関連イベント「写真を集める│29年後のファウンドフォト」
ワークショップにてチ・テイ撮影

［表］ 文華デパート（現在のブンカビル・太子堂4-23-2）周辺
 1958 年撮影／提供＝世田谷区
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三軒茶屋 大三角地帯展 関連イベント「写真を集める│29年後のファウンドフォト」
ワークショップにてユ・ニアン撮影

［表］ 三軒茶屋交差点（現在のカラオケビッグエコー三軒茶屋駅前店・三軒茶屋2-13-14）
 周辺　1960年撮影／提供=世田谷区立郷土資料館
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三軒茶屋 大三角地帯展 関連イベント「写真を集める│29年後のファウンドフォト」
ワークショップにてVIDEOTAPEMUSIC撮影

［表］ 三軒茶屋交差点（現在の三軒茶屋交番・太子堂4-22-1）周辺
 1961年撮影／提供＝世田谷区


